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発刊にあたって

　このたͼ、/10法ਓ近畿バイオインダストリー振興会議は設立ΑΓ40
年のઅ໨をܴえるӡͼとなΓましたɻͻとえに会員のօ༷、関܎機関・ஂ 体
の͝ࢧԉ・͝ ͦ、ྗڠ して஍Ҭ・ߦ੓・産学քのօ༷のԹ͔い͝理ղと͝ਚ
ྗのࣀ物であΓ、৺͔Βਂ͘ँײਃし্げますɻ

　振Γฦれ͹、౰ஂ体のલ਎である近畿バイオインダストリー振興会議͕
発଍した౰ॳ、バイオ技術はまͩժਧ͖のஈ֊でしたɻ૑設の理念は、関
西・近畿஍Ҭに͓͚るバイオインダストリーのڮ౉し的プラットフォームを
ݶ連携して技術を社会実装してい͘ことでしたɻ౰ॳは͕׭・ஙし、産・学ߏ
Βれた事業とネットワークでの活動でした͕、ଟ͘のօ༷のӳ஌と৘೤に
ΑΓ、次ୈに事業ྖҬ͕֦ॆ͞れ、活動ج൫΋ް͘なってまいΓましたɻ

　この40年ؒ、౰ஂ体͕果たして͖た役ׂをࢥいฦすと、大学の産学連
携組織͕੔උ͞れていな͔った࣌代͔Βの産学マッチング・バイオベン
チャーの૑生・ҭ成・国際交流ࢧԉ・会員૬ޓの஌ݟ共༗といった活動͕
຺ʑとੵみॏなって͖たことを௧ײしますɻとΓΘ͚近年では、グϩーバル
なை流ରԠ、生໋医療΍ڥ؀෼໺、再生可能資ݯར用なͲのテーマ΁Ԡ
える΂͘、バイオエコϊミーの࠲ࢹで஍Ҭ಺外をͭな͙ڌ఺としてのҐஔ
͚ͮをڧめていますɻ͞ Βに、2021年͔Βは಺ֳ府バイオઓ （ུ現バイオ
エコϊミーઓུ）に͖ͮج組成͞れたグϩーバルバイオコミュニティであ
るバイオコミュニティ関西（Bioc,）の事຿局のҰཌྷを୲͏ことにΑΓ、஍
Ҭ಺͚ͩではな͘、஍Ҭとグϩーバルをͭな͙Ս͚ڮとしての役ׂを果た
しͭͭあΓますɻ

　͞て、40प年をܴえるࠓ、これまでのาみを総ཡするとと΋に、未来΁
のࢦ਑をࣔす΋のにしてい͖たいとࢥって͓Γますɻ本ࢽを௨͡て、աڈの
௅ઓと成果、͞ ま͟まなޡࡨߦࢼの記࿥͕ಡみ取Βれ、͔ ͭ未来޲ࢤの展
๬͕共༗͞れることをئって͓Γますɻͦ して未来に͔޲って、एख研究

੓୲౰ߦ・業Ոىऀ・ ・ऀ会員のօ༷にとって、次なるステップをޙԡしす
るख͕͔Γとなれ͹޾いですɻ

　これ͔Βの10年、20年をݟਾえるにあたΓ、ࢲはҎԼのΑ͏なํ޲性を
ॏࢹしたいと考えて͓Γますɻ

バイオエコノミー視点の深化
　஍نٿ໛の社会՝୊（ڥ؀、食ྐ໰୊、資ݯ॥؀、݈ ݙߩ௕णなͲ）に߁
で͖る技術・事業の推進ɻバイオを࣠とした࣋ଓ可能性と経済発展͓Αͼ
イϊベーションを݁ͼ͚ͭたϩーυマップをඳいてい͖たいɻ

オープンイノベーションと異分野連携の強化
　バイオྖҬのみなΒͣ、%9・"*・データサイエンス・ࡐྉ工学౳、ҟ෼໺
技術との༥߹をੵۃ的に推進し、新たなՁ஋を૑出するプラットフォーム
として機能をڧ化したいɻ

地域基盤と国際ネットワークの融合
　関西஍Ҭをج൫にਾえͭͭ、海外バイオクラスター΍国際機関との連
携を͞Βにਂ化ͤ͞、技術交流・産業展開のಓを֦げることを໨ࢦしますɻ

人材育成と次世代支援
　バイオの未来を୲͏एख・学生૚、ى業޲ࢤのある研究ऀをҭてるࢧԉ
プϩグラム΍研म機会をߏஙし、࣋ ଓ可能なਓࡐ॥؀を֬立したいɻ

વのੵみॏͶではあΓまۮになΓます͕、40年とい͏ྺ࢙はܾしてޙ࠷　
ͤΜɻͦ こにはଟ͘のํʑの௅ઓとྗڠ、ͦ して͕ࢤあΓますɻ設立̐̌ 年
をܴえるのを機に、աڈのาみをしっ͔Γͭݟめ、未来΁͚޲たビジョンを
共༗しな͕Β、͞ Βなるඈ༂を໨ࢦしてᬏ進してまいΓたいとଘ͡ますɻࠓ
͝・ԉࢧ͝͵と΋、օ༷の変ΘΒޙ いਃしئΓますΑ͏、৺ΑΓ͓ࣀをྗڠ
্げますɻ
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近畿バイオインダストリー振興会議の設立

近畿バイオインダストリー振興会議は19�5年�݄に大阪大学総௕の
、ଜ༤Ұ先生を中৺に、大阪௨঎産業局௕（現・近畿経済産業局௕）ࢁ
大阪Պ学技術センター会௕Β͕発ىਓとなって設立͞れたɻ

近畿バイオインダストリー振興会議
19�5年（ত࿨60年）�݄6日　設立総会

ҕ 員 ௕

෭ҕ員௕

װ 事 ௕

؂ 事

ސ ໰

໨ 的

ࢁ ଜ ༤ Ұ

ҏ ౻ 　 ݈
৓ 阪 ढ़ ٢
෱ Ҫ ࡾ ࿠

ઍ ാ Ұ ࿠

ਆ ా Ԇ ༟
成 দ ܒ ೋ

ࢁ 本 խ ࢘

産・学・͕׭Ұ体となった近畿のバイオインダス
トリーの振興をΑΓޮ果的に推進するため、新し
いԠ用෼໺の開୓、技術開発ج൫੔උなͲ総߹
的な振興の検討ٴͼͦの۩体策の推進を図る
場として設ஔ͞れた΋のであるɻ

大阪大学総௕

ॅ༑化学工業（ג）ઐ຿取క役
大阪Պ学技術センター෭会௕
तڭ౎大学໊༪ژ

ాล੡ༀ（ג）ઐ຿取క役

෭಄取ߦ࿨ۜࡾ（ג）
関西ి ৗ຿取క役（גྗ）

大阪௨঎産業局௕

：

：

：

：

：

：

ҕ員௕
ଜ  ༤ Ұ ࢁ

ଜ�༤Ұ（΍まΉΒ Ώ͏いͪ）ࢁ
191�年7݄27日～1990年6݄10日
ྟচ໔Ӹ学ऀɻ大阪府生まれɻ

大阪大学医学෦ଔɻ
1949年大阪大学医学ത࢜ɻʮ݁֩ەの҆ଉ߳ࢎ
代ँにबてʯɻ1956年に国立౛ࠜࢁ病Ӄ಺Պ医
௕、1957年に۝भ大学医学෦生化学ڭत、
1962年に大阪大学医学෦ڭत、1967年に同大
学医学෦௕、1979年͔Β19�5年まで大阪大学
総௕を຿めたɻ
の໔Ӹ療法であるB$(�$84を開発ɻ؞

ଜ༤Ұઌੜ͝Ӭ຾ࢁ
����೥�݄��೔

Ԭాળ༤先生（大阪大学細๔工学センターڭत）のૹ
るݴ༿のҰઅにʮʜ先生はh ఱの࣌、஍のར、ਓの࿨ とɦ
い͏ݴ༿で、新しい企ըをઆ得͞れる事͕ଟ͔ったɻあ
るҙຯでh ఱの࣌ とɦh ஍のར はɦۮવ的な৭߹い͕ೱ
い、いΘΏるh ఱ໋ 的ɦな΋の͕あるɻզʑ͕ҙࣝ的に
౒ྗで͖るのは、この۟のޙ࠷にҐஔしているh ਓの
࿨ とɦい͏ことになろ͏ɻͦ のためであったのであろ͏、
先生はʮਓ͕総てであるʯとޱบのΑ͏に͓っしΌって
いたʜʯ

TOPICS

TOPICS
バイオシーズ産業化のための
バイオ技術シーズ公開会

ಛ 別 ސ ໰

ҕ 員 ௕

෭ ҕ 員 ௕

װ 事 ௕

؂ 事

ސ ໰

෱ Ҫ ࡾ ࿠

ઍ ാ Ұ ࿠

Ԭ ా ળ ༤
໐ 海 ێ Ұ
西 ᖒ ٢ ඙

ࢁ ా ल ໌
ࢁ ా ߁ ೭

ڮ 本 ҆ ༤

ຑ 生 　 ౉

तڭ౎大学໊༪ژ

ాล੡ༀ（ג）代表取క役社௕

大阪大学細๔工学センターڭत
サントリー（ג）ઐ຿取క役
ॅ༑化学工業（ג）ઐ຿取క役

तڭ౎大学೶学෦ژ
तڭ౎大学೶学෦ژ

関西ి ৗ຿取క役（גྗ）

近畿௨঎産業局௕

ઍാҰ࿠（ͪ͹た いͪろ͏）
ాล੡ༀ（ג）代表取క役社௕

194�年ژ౎大学೶学෦೶ܳ化学Պଔ業ɻ
同年ాล੡ༀ（ג）ೖ社ɻԠ用生化学研究ॴ
௕、研究開発෭本෦௕を経て�1年取క役ब
೚ɻ��年ৗ຿取క役、�5年ઐ຿取క役、�7年
代表取క役෭社௕、�9年͔Β現৬ɻ1959年
೶学ത࢜ɻ

ळ٢　અ（あ͖Αし た͔し）
Ԙ໺ٛ੡ༀ（ג）૬ஊ役

195�年౦ژ大学医学෦ༀ学Պଔ業ɻ
同年Ԙ໺ٛ੡ༀ（ג）ೖ社ɻୈޒ学術෦௕、੡
品෦௕を経て7�年取క役ब೚ɻ�1年企ը෦
௕、�5年ৗ຿取క役、90年ઐ຿取క役、9�年
෭社௕、96年͔Β現৬ɻ
19�7年ༀ学ത࢜ɻ

：

：

：

：

：

：

ಛ 別 ސ ໰

ҕ 員 ௕

෭ ҕ 員 ௕

װ 事 ௕

؂ 事

ސ ໰

事຿局௕

෱ Ҫ ࡾ ࿠

ळ ٢ 　 અ

Ԭ ా ળ ༤
҆෦઒　Ղ࢘
新 ా ߃ 治
޹઒　ণेޒ

新 ໊ ಯ ඙

ڮ 本 ҆ ༤
ਗ਼ ਫ ༱ հ

ؠ ా ຬ ହ
ઍ ാ Ұ ࿠

ా ଜ 　 ֨

तڭ౎大学໊༪ژ

Ԙ໺ٛ੡ༀ（ג）૬ஊ役

大阪大学໊༪ڭत
サントリー（ג）ސ໰
দԼిث産業（ג）取క役研究本෦௕
৊෵化学工業（ג）ৗ຿取క役

ಸྑ先端大ڭत

関西ి ৗ຿取క役（גྗ）
ৗ຿取క役ߦ࿨ۜࡾ

近畿௨঎産業局௕
ాล੡ༀ（ג）代表取క役社௕

Ԙ໺ٛ੡ༀ（ג）

：

：

：

：

：

：

ୈ2代ҕ員௕に、ઍാҰ࿠ࢯ ब೚
ୈ5ճҕ員総会：1990年（ฏ成2年）6݄21日
ୈ2代ҕ員௕に、ઍാҰ࿠ࢯ ब೚
TOPICS 1990年

1999年ΑΓ�9ճ
424シーズ
�
000໊Ҏ্

フォϩーアップษڧ会

研究プϩジΣクトの૑生
バイオベンチャーの૑生

ୈ�代ҕ員௕に、ळ٢અࢯ ब೚
ୈ11ճҕ員総会：1996年（ฏ成�年）6݄1�日

1996年

近畿ݍバイオ技術੔උ事業受託
1999年

開࠵ճ਺
発表݅਺
参加ऀ

ઐଐコーディネータにΑるシーズ検討
（コーディネータ会議）
シーズ・ニーズのマッチングの場（技術シーズ公開会）

J"*$との近畿バイオフΝンυ設立

バイオٕज़シーζΛ͔ͨ͢׆Ίɺシーζެ։ձΛ։࢝ɻ

バイオ෼໺の産業化ج൫技術、
産業化ଅ進のための՝୊ௐࠪ
し、໿̏̌ ໊̌のバイオ研究ऀ、
໿600のバイオ技術シーズを
ूੵしてまとめたɻ

1

2
3
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関西バイオの未来を考える会 会員　（̑̌ Իॱ）

TOPICS

TOPICS

TOPICS

　̎̌ ̌̎ 年݄̓、౰振興会議͕中֩推進機関としてࢦఆを受͚、
ʮ近畿バイオ関連産業クラスター෦会ʯを発଍ͤ͞事業を開࢝ɻ

近畿産業クラスターܭը
 ʮ近畿バイオ関連産業プϩジΣクトʯิ ॿ事業を受託 ิ、੓౳͕実施する֤छ公ื事業（஍Ҭコンソーシアムߦ　 ॿ金౳）

を௚઀受託するため、法ਓ͕֨ඞཁɻ

近畿バイオの̣̥ ̤法ਓ化

ୈ4代ҕ員௕に、ਗ਼ਫᙛঘࢯ ब೚
ୈ16ճҕ員総会：2001年（ฏ成1�年）6݄�日

�001年

�00�～�00�年

ҕ 員 ௕

෭ ҕ 員 ௕

װ 事 ௕

؂ 事

事 ຿ 局 ௕

ਗ਼ ਫ ᙛ ঘ

Ԭ ా ળ ༤
大 ڮ ෢ ٱ
ڮ 本 ஧ ෉

小 ྛ ত ༤

ळ ࢁ ఩ ෉
໺ ଜ ਖ਼ ࿕

ԕ ࢁ ৳ 次

大日本੡ༀ（ג）

大阪大学໊༪ڭत
৊෵化学工業（ג）
サントリー（ג）

大阪大学ڭत

関西ి （גྗ）
大࿨ۜߦ

Ԙ໺ٛ੡ༀ（ג）

：

：

：

：

：

ਗ਼ਫᙛঘ（しみͣ ま͞な͓）
大日本੡ༀ（ג）૬ஊ役

195�年ژ౎大学医学෦ༀ学Պଔ業、同年大
日本੡ༀ（ג）ೖ社ɻ77年取క役・総߹研究ॴ
௕、�0年ৗ຿取క役・研究開発ॴ௕ɻ�5年ઐ
຿取క役、91年෭社௕、9�年෭会௕、97年͔
Β現৬ɻ
1961年ༀ学ത࢜ɻ

̎̌ ̌̎ 年 ݄̓ ̍ 日̔ ̣̥ ̤法ਓ近畿バイオインダストリー振興会
  議設立総会（༗ࢤで設立）

̎̌ ̌̎ 年 ݄̔ ̍ 日̑ ̣̥ ̤法ਓ設立ೝূਃ੥ॻఏ出
̎̌ ̌̎ 年 ̍̎ ݄ 日̐ 大阪府஌事ΑΓೝূ
̎̌ ̌̎ 年 ̍̎ ݄ ̍ 日̍ 設立ొ࿥ྃ׬
̎̌ ̌̏ 年 ݄̏ ̎ 日̐ ྟ࣌会員総会にて೚ҙஂ体近畿バイオイン

  ダストリー振興会議をղࢄ、す΂てのࡒ産、
ٛ、རݖ   ຿౳を̣̥ ̤法ਓ近畿バイオインダ
  ストリー振興会議にঝܧすることをঝೝɻ

̎̌ ̌̏ 年 ݄̐ 日̍ ̣̥ ̤法ਓ近畿バイオインダストリー
  振興会議として活動開࢝

近畿ݍバイオベンチャー・データマップ、研究ऀデータ
マップの੔උ

技術シーズのऩू、産業化可能性の検討（コーディネータ会議）

技術シーズ公開会の開࠵

৘報ఏڙ

フォϩーアップษڧ会の開࠵

֤छバイオセミナー（ҟ業छ͔Βの参ೖ、先端技術のීٴ）

1

2

3

�

�

�

1� ҆ ୡ ޺ ত （大阪大学） ిؾ工学
2� ২ ా ॆ ඒ （ژ౎大学） コンビバイオ
�� Ӊ ߒ　  ࢁ （大阪大学） 物࣭工学
4� 近ߐ୩ࠀ༟ （産総研） 発ޫタンύク
5� ֿ 本 म ਎ （大阪外大） 機能性食品
6� ֿ 本 ఩ ໵ （ژ౎ༀ大） 医ༀ品੡଄
7� 加 ౻ ޭ Ұ （ژ౎大学） 医療ࡐྉ
�� Ոܟށଠ࿠ （近畿大学） マリンバイオ
9� Տ ా র ༤ （ژ౎大学） 食品機能

ढ़ Ұ （大阪大学） ナϊバイオ ా ࠇ �10
11� 近 ౻ ত ඙ （ਆށ大学） 細๔表૚工学
ήϊム૑ༀ （大学ށਆ） ত ߃ ా ࡔ �12
1�� ਿ 本 ௚ ݾ （ߕೆ大学） 機能෼子化学
ྉՊ学ࡐタンύク࣭ （๺཮先端大） ޺ ໦ ণ ߴ �14
15� ా ാ ହ ඙ （ژ౎大学） 再生医療
ਓ （大阪大学） 遺伝子治療 ࠀ Ҫ ۄ �16
発生バイオ （ॏ大学ࡾ） ߒ 　 ؙ ా �17
食品・ӫཆ化学 （大学ށਆ） ࢙ 本 ಊ ڮ ��1

19� ෱࡚ӳҰ࿠ （大阪大学） ϝタボϩーム
20� ౻ Ҫ Ү ༤ （大阪府大） ߅体߬ૉ
21� ೆ ໺ ௚ ਓ （国立॥ث؀） プϩテオーム
୐ ਖ਼ ਓ （産総研） セルチップ ࡾ �22
2�� ৿ Լ ཽ Ұ （大阪大学） 遺伝子治療
24� ໼ ໺ ߒ ೭ （ژ౎大学） 生物機能ࡐྉ
̨̚ （౎大学ژ） 中 ৳ ໻ ࢁ �25 細๔
26� ٢ ా ࿨ ࠸ （ಸྑ先端大） ২物バイオ

ʮ関西バイオの未来を考える会ʯ発଍
�00�年

　近畿バイオは、近畿ݍのバイオの振興とと΋にバイオクラスター形成に͚޲た֤छの活動を展開して͖たɻͦ の成果のҰ端としてʮバイ
オは関西ʯとࣗଞ共にೝめΒれるΑ͏になったɻޙࠓ、この関西のバイオ͕ظ଴͞れるΑ͏な活ྗを得て、Θ͕国のバイオの֩となるために
は、֤ ෼໺のएखで࠷新の研究に携Θっているl関西のバイオニューリーダーzの͕ྗڠෆ可ܽであるɻ近畿バイオでは、Լ記のΑ͏な先生
ํの同ҙを得て、ʮ関西バイオの未来を考える会ʯを݁成し、֤ ͝ઐ໳෼໺の࠷新の͝研究を঺հして議࿦するとと΋に産業ք΁のීٴを
推進したɻ

TOPICS

TOPICS

TOPICS

　本研究会は、݈ ըに΋ᨳΘれていܭ本جՊ学技術ظをղ໌し、ୈ̏܎な生活をҡ࣋するためのॏཁなཁૉである食とӡ動の機能性の関߁
る生݈֔߁な生活ʕ生֔はͭΒͭ生活を実現するための研究৘報をूੵし、新しい産業を立্ͪげることを໨的として発଍したɻ
　また、ྟ চ医・֤ ઐ໳෼໺のୈҰਓऀと開発ऀとの連携と૬ޓ理ղにΑΓ、医͕ࢣೝめফඅऀにظ଴͞れる機能性食品の開発を௨͡てߴ、
ྸ化社会に͓͚る݈߁のҡ࣋、࣬ 病・࿝化の予防、զ͕国の食産業の発展にد༩すること΋め͟したɻ

　本研究会は、࣋ ଓ可能な社会システムの実現にΉ͚て再生可能な২物バイオマス資͔ݯΒバイオ೩ྉは΋とΑΓ、先端ࡐྉ、化学੡品、医
ༀ品なͲのଟछଟ༷な化߹物を౷߹的に生産するl౷߹バイオリフΝイナリーzの֬立のため、バイオマスར用෼໺で活༂͞れている先生ํ
に͝講演をいた͖ͩ、ڥ؀再生、資ݯճऩ、化ੴ೩ྉ代替エネルΪー౳の実用化技術৘報をू໿し、企業会員とװ事の先生ํとのີ઀な連
携を図ることを໨的として発଍したɻ

٢ ઒ හ Ұ　　ژ౎府立医Պ大学಺Պ学ڭ ࣨڭत

तڭ ೶業大学Ԡ用生物Պ学෦ژҪ ૰ Ұ　　౦ ߥ

大 ᖒ ढ़ ඙　　໊ݹ԰大学大学Ӄ生໋೶学研究Պ ڭत

౉ ล ګ ྑ　　大阪ࢢ立大学大学Ӄ医学研究Պ ڭत

࿲ ෵ ӳ थ　　大阪ࢢ立大学大学Ӄ医学研究Պ ڭत

দ ଜ ༃ ෉　　大阪ༀՊ大学生໋ༀՊ学෦໳ ڭत

຤ দ  　੣　　ܚԠٛक़大学医学෦医化学ڭ ࣨڭत

৿ ୩ හ ෉　　ژ౎大学大学Ӄਓ तڭ 学研究Պڥ؀ؒ・

ా 中 ڿ ޺　　෱Ԭ大学スポーπՊ学෦ӡ動生理学 ڭत

तڭ 社大学スポーπ医Պ学研究センターࢤ೾ Յ Ұ　　同 ߴ

ௗ Ҫ ৴ ޗ　　サントリーࣜג会社 ෭社௕

会社カネカ ৗ຿取క役・研究開発本෦௕ࣜג　　ཬ ඒ ڮ ߴ

会社 社௕ࣜג๜ ༤　　ϩート੡ༀ ా ࢁ

҆ ෦ ࣜגףܡ݄　　ٱ ߁会社 ઐ຿取క役

৿  　߂ ೭　　ෆೋ੡༉ࣜג会社 ৗ຿

ా 中 ོ 治　　ஂࡒ法ਓ サントリー生物༗機化学研究ॴ ෭理事௕

発ىਓ（ॱෆ同）

発ىਓ（ॱෆ同）

ʮバイオマス研究会ʯ発଍

ʮ食とӡ動の機能性に関する研究会ʯ発଍
�006年

�00�年

新 ໊ ಯ ඙　ಸྑ先端Պ学技術大学Ӄ大学
　　　　　　　　　　　　　　バイオサイエンス研究Պ ڭत

෱ ా ल थ　ਆށ大学ࣗવՊ学ܥ先端༥߹研究ڭ ؀त

஑ 　 ಓ ඙　大阪大学大学Ӄ
　　　　　　　　　　工学研究Պڥ؀エネルΪー工学ઐڭ ߈त

২ ా ॆ ඒ　ژ౎大学大学Ӄ೶学研究ՊԠ用生໋Պ学ઐڭ ߈त

　近畿ݍ಺のベンチャーؒ交流のみなΒͣ、バイオ研究͕੝Μな஍Ҭؒ交流を推進するために、2004年๺海ಓバイオ産業振興ڠ会
（)0B*"）との交流ڠఆをక݁、͞ Βに2005年ԭೄ・ೆ 西஍Ҭ産業活性化センターとの交流を開࢝して、๺海ಓʕ近畿ʕԭೄのバイオベン
チャーの連携・交流を໨的としてバイオ産業の発展にد༩したɻ

஍Ҭ連携フォーラム開࠵
�00�ʵ�00�年

Ӊ ߒ     ࢁ　大阪大学大学Ӄ工学研究ՊԠ用化学ઐڭ ߈त

近 ౻ ত ඙　ਆށ大学大学Ӄ工学研究Պ ڭत

ು ౡ 成 ହ　ࣜג会社ॅ化技術৘報センター

٢ ా ࿨ ࠸　ಸྑ先端Պ学技術大学Ӄ大学
　　　　　　　　　　　　バイオサイエンス研究Պ ॿڭत
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TOPICS

TOPICS

TOPICS

　஍Ҭ的産業ूੵ活性化ࢧԉ事業（近畿経済産業局事業）に͓いて、バイオベンチャー企業の研究成果事業化ଅ進のための໰୊఺、ҙݟௌ取
のため、૑ༀ関連、再生医療、医療機ث、食関連の෼໺に͓いてʮアυバイβリーボーυʯを設ஔしたɻ

　産業քにରして、研究成果౳をޮ཰的にアピールする機会͕গないバイオベンチャー企業の
ために、࠷新の研究開発ঢ়گをࡌܝした̥ ̧ഔ体として、̎̌̌ ̕年に੔උしたɻҎ来、ຖ年ߋ新し
て、࡭子体	̎ ̌̍ 年̎は%7%
を࡞成した͕、̎̌̍ 年̏Ҏ߱は8&B্にてਵ࣌ߋ新したɻ

　本事業は、世ք的にߴい成௕͕ࠐݟまれているバイオ関連産業෼໺に͓いて、஍Ҭ
の産学׭౳͕連携して、中小・ベンチャー企業と大企業・中堅企業とのビジネスマッチ
ング、国಺ଞ஍Ҭの企業とのビジネスマッチングを活発化するための取組を展開するこ
とにΑΓ、近畿஍Ҭに新たな成௕産業܈としてのバイオ関連産業܈を૑出することを໨
的としてスタートしたɻ

ʮ関西バイオビジネスマッチングʯ事業スタート

バイオベンチャー企業Ұཡ࡞成
�009年

ʮアυバイβリーボーυʯ設ஔ
�010年

�011年

2009年࡞成࡭子

2010年࡞成࡭子

2011年࡞成࡭子

近畿経済産業局͔Βँײঢ়

2015年現在

৿ Լ ཽ Ұ　大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ ڭत
ઓུ企ը෦ ෦໳௕ （ג）ত　Ԙ໺ٛ੡ༀ ߃ ా ࡔ
代表取క役社௕ （ג）୩ ๜ ෉　クリングルフΝーマ ؠ
౬ ࢁ ࿨ ඙　（ג）ジーンデβイン 代表取క役社௕
小 ໺ ܓ Ұ　大日本ॅ༑੡ༀ（ג） ৗ຿ࣥߦ役員

ボーυҕ員

近畿経済産業局͔Βँײঢ়

ʲ૑　　ༀʳ

ົ 中 ٛ ೭　国立॥ث؀病センター ෭ॴ௕
तڭ ౎大学 再生医Պ学研究ॴژ　ത ෉ ా ؠ
લ ా ୓ າ　（ג）ౡ௡੡࡞ॴ 技術推進෦௕
౉ ล  　ॆ　シスϝックス（ג） 研究開発企ը本෦௕

ʲ医療機ثʳ

઒ ਅ ా ৳　先端医療振興ஂࡒ ্੮研究員
໦ Լ  　ໜ　ژ౎府立医Պ大学 医学研究Պ ڭत
産業技術総߹研究ॴ 関西センターॴ௕　ٱ ོ ޱ ా
小 ᖒ ༸ հ　̟ �̩ ̘̚（ジΣイテック） 代表取క役社௕

ʲ再生医療ʳ

٢ ઒ හ Ұ　ژ౎府立医Պ大学 医学研究Պ ڭत
तڭ ඌ ७ ೋ　ಙౡ大学大学Ӄϔルスバイオサイエンス研究Պ ࣉ
ా 中 ོ 治　サントリーϗールディングス（ג） 技術؂

ʲ食関連ʳ

TOPICS

TOPICS

TOPICS

参加ऀとと΋、ޙを͓ܴえし、関西で活༂する企業のトップの͝講演を͓ฉ͖したࢯຬాٶ௕に日経B1の࠲
にフリートークをߦ ʮ͏会場参加型トークセミナーʯを新し͘企ըしたɻ

会場：大阪Պ学技術センター�' 大ϗール
ʮ大阪大学͕取Γ組Ή未来医療のいまとみΒいʯ
　　　大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ 医学෦ 医学ܥ研究Պ௕・医学෦௕　ᖒ　๕थ

ʮਆށ大学に͓͚るվֵʯ
　　　ਆށ大学　લ学௕　　෱ా　लथ

��प೥ه೦ץൃࢽ
/10法ਓ近畿バイオインダストリー振興会議
「�0年のาみʯ

຿ॴҠసࣄ
2015年9݄事຿ॴҠస
新ॅॴ：大阪ࢢ中ԝ۠נொ̐ஸ໨̔ɻ ̐
　　　 Ҫ໳נொୈ ビ̎ル ̏ ֊

理 事 ௕

෭ 理 事 ௕

ઐ ຿ 理 事

ৗ ຿ 理 事

事 ຿ 局 ௕

新 ໊ ಯ ඙

ా 中 ོ 治
২ ా ॆ ඒ
ࢁ ా ਖ਼ ඙

Ҫ ্ 　 ྃ

ࡔ ా ߃ ত
౻ ઒ ໜ ত

ڕ ୩ ৴ ෉

ಸྑ先端Պ学技術大学Ӄ大学 ෭学௕

੕ༀՊ大学 学௕
तڭ ౎大学大学Ӄژ

෦װカネカ ্੮（ג）

（ג）大日本੡ༀݩ

Ԙ໺ٛ੡ༀ（ג）
サントリーウエルネス（ג）

Ԙ໺ٛ੡ༀ（ג）

新໊ಯ඙（しΜみΐ͏  あͭͻこ）
ಸྑ先端Պ学技術大学Ӄ大学 ෭学௕

1965年大阪大学工学෦ൄ߬工学Պଔ業ɻ
1970年同大学Ӄ工学研究Պൄ߬工学ઐത
࢜՝ఔम （ྃ工学ത࢜）、大阪大学工学෦ൄ߬
工学Պ・ॿखɻ1977年ถ国マサチュセッπ工
Պ大学・ത࢜研究員（197�年まで）1992年
大 阪 大 学 工 学 ෦ Ԡ 用 生 物 工 学 Պ・ڭ त ɻ
1994年ಸྑ先端Պ学技術大学Ӄ大学バイオ
サイエンス研究Պ・ڭतɻ200�年同大学ఀ年
ୀ৬、໊ ༪ڭतɻ2009年同大学理事・෭学௕

（201�年まで）ɻ201�年同大学ಛ೚ڭतɻ
2012年近畿バイオ理事௕ब೚ɻ

：

：

：

：

：

�0प年記念事業の開࠵

ୈ5代理事௕に新໊ಯ඙ࢯब೚
ୈ10ճ理事総会：2012年	ฏ成24年
6݄�日

�01�年

会場参加型トークセミナー開࢝

ライフサイエンス෼໺で࠷先端の研究を展開している関西の先生ํに͝講
演いた͖ͩ、݈ 医療産業にରするインスピϨーションと産業化΁のイマ・߁
ジネーションを参加ऀに͡ײていたͩ͘ことを໨的として開࢝したɻ

関西ライフサイエンス・リーディングサイエンティストセミナー開࢝
2014年9月30日
大阪大学大学院医学系研究科　竹 田 　 潔 教授
大阪大学大学院薬学研究科　　小比賀　聡 教授

第一回

�01�年～�01�年

�01�年

ୈҰճ

ୈೋճ

ୈࡾճ

ԋߨ೦ه

201�年5݄9日
ʮαϥϠのϏδネεと࣋ଓՄೳͳࣾձ΁のऔΓ૊ΈʯサラϠࣜג会社　ߋՈ༔հ 社௕

201�年̍̎ ݄̍ 日̎
ʮλΧϥバイオのۀࣄઓུʯ タカラバイオࣜג会社　஥ඌޭҰ 社௕

2014年̍̎ ݄̍ 日̍
ʮෆೋ੡༉ͰのバイオऔΓ૊Έʯ ෆೋ੡༉ࣜג会社　海࿝ݪળོ 会௕

2015年6݄9日
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TOPICS

TOPICS

TOPICS

　次世代を୲͏アカデミアと企業のएख研究ऀ͕ूい、ҧ͏立場͔Β共௨の઀఺΍役
ׂをݟ出し、新しい展開΍૑଄にͭなげるҟ業छ交流の場としてʮバイオの次世代を考
える会ʯを2016年౓に発଍ͤ͞たɻ

　生物͕࣋ͭ物࣭生産能ྗをਓ工的に࠷大ݶҾ͖出した細๔lスマートセルzをར用
した΋のͮ͘Γは੡଄プϩセスのൈ本վֵにͭな͕る可能性͕あるɻ

スマートセルインダストリーの実現に͚޲た中小・ベンチャー企業にରする஌ࡒઓ
したɻ（201�～2020年౓）࠵ԉ事業として、関西スマートセルフォーラムを開ࢧུ

関西スマートセルフォーラム
（近畿経済産業局と近畿バイオの共同ओ࠵）

　大阪府ओ࠵事業のӡӦを2019年౓に近畿バイオとしてॳめて受託したɻ本事業
では、༗๬な੡品・技術シーズを༗する府಺ライフサイエンス中小・ベンチャー企業
౳のグϩーバルなビジネス展開ࢧԉのҰ؀として、海外企業との঎ஊ会΍セミナー
を実施して͓Γ、2025年౓現在΋ܧଓして受託しているɻ

ライフサイエンス事業化推進事業（大阪府受託）

�016年

バイオの次世代を考える会発଍

動物実験の代替ख法として、ෳ߹組織チップの研究開発͕͕ٸれて͓Γ、ͦ のૣظ実
現を໨的にʮ再生医療技術を活用した動物実験代替法ʯ検討会を開࠵したɻ

（2017～2019年౓）

ʮ再生医療技術を活用した動物実験代替法ʯ検討会
（近畿経済産業局ओ࠵、近畿バイオ共࠵）

　2002年౓͔Β開࠵して͖た年຤バイオセミナーと新春国際交流会を、2017年౓͔
Β1本化し、1݄に開࠵することとしたɻ

年຤バイオセミナーと新春国際交流会をҰ本化

�016年～�01�年

�01�年～�019年

理 事 ௕

෭ 理 事 ௕

ઐ ຿ 理 事

ৗ ຿ 理 事

事 ຿ 局 ௕

ా 中 ོ 治

ࡔ ా ߃ ত
∁ ڮ ݡ ᤽

ࢁ ా ਖ਼ ඙

近 ౻ ত ඙

ക ଜ 　 ܄

中 ඌ ਖ਼ ޺

Ӊ ࢁ 　 ߒ

দ ଜ ढ़ ඙

ా中ོ治（たな͔ た͔はる）
੕ༀՊ大学 学௕

1969年金୔大学理学෦生物学Պଔ業ɻ
1971年ਆށ大学 大学Ӄ理学研究Պम ・࢜ଔ
業、同年サントリーࣜג会社中ԝ研究ॴೖ社ɻ
1974年大阪大学タンύク࣭研究ॴ受託研究
員、197�年 大阪大学 理学ത࢜取得ɻ
同年サントリーࣜג会社中ԝ研究ॴに෮৬ɻ
2002年 取క役先進技術Ԡ用研究ॴॴ௕、
2005年ސ໰・技術؂、200�年 金୔大学 理
事・෭学௕、2012年͔Β2019年まで੕ༀՊ
大学学௕ɻ
2016年͔Β2022年まで近畿バイオ理事௕ɻ

：

：

：

：

：

ୈ6代理事௕にా中ོ治ࢯब೚
ୈ14ճ理事会・総会：2016年（ฏ成2�年）6݄1�日

੕ༀՊ大学　学௕

Ԙ໺ٛ੡ༀ（ג）　シニアフΣϩー
サントリーグϩーバルイϊベーションセンター（ג）
代表取క役会௕

事業開発෦نカネカ　新（ג）
食ྉ生産ࢧԉグループ　্੮װ෦
ਆށ大学大学Ӄ　Պ学技術イϊベーション研究Պ
त　研究Պ௕ڭ

ాลࡾඛ੡ༀ（ג）

サントリーϗールディングス（ג）

大阪大学大学Ӄ 工学研究Պ ڭत

大日本ॅ༑੡ༀ（ג）

TOPICS

TOPICS

TOPICS �0�0年

�0�1年

�0��年

理 事 ௕

෭ 理 事 ௕

ઐ ຿ 理 事

ৗ ຿ 理 事

理事・事຿局௕

ࡔ ా ߃ ত

近 ౻ ত ඙

ࣲ ా ߒ ࢤ
ా Ԭ ௚ ໌

ೄ ໺ խ ෉

ߴ ా ਗ਼ จ

Ӊ ࢁ 　 ߒ
઒ ฒ ߂ 子

国 দ ෢ ࢙

大阪大学共૑機ߏ ಛ೚ڭत

ਆށ大学 ෭学௕ 大学ӃՊ学技術イϊベーション研究Պ
त 研究Պ௕ڭ
サントリーウエルネス（ג）ઐ຿取క役

カネカ 理事（ג） アグリ・バイオˍサプリϝント研究ॴ
ॴ௕
ాลࡾඛ੡ༀ（ג）૑ༀ本෦௕

サントリーϗールディングス（ג）

大阪大学大学Ӄ 工学研究Պ तڭ
ాลࡾඛ੡ༀ（ג）

ॅ༑フΝーマ（ג）

ত（͔͞た ͭͶあ͖）߃ాࡔ
大阪大学共૑機ߏ　ಛ೚ڭत
ಙౡ大学研究ࢧԉ・産学׭連携推進෦ ٬員ڭत
ಛఆඇӦར活動法ਓ ৘報Պ学生物学会

（$B*学会）$B*研究機ߏ 
次世代Ϟダリティ研究ॴ ॴ௕
ਆށ大学 産׭学連携本෦・産׭学連携
アυバイβリーフΣϩー

1977年大阪大学理学෦生物学Պଔ業。
1979年大阪大学大学Ӄ理学研究Պ生理学
ઐ߈मྃ。1990年医学ത （࢜౦๺大学医学
෦生理学ઐ2021～1979。（߈年Ԙ໺ٛ੡ༀ
。会社シニアフΣϩーࣜג

：

：

：

：

：

ୈ7代理事௕に߃ాࡔতࢯब೚
ୈ22ճ理事会　2022年（ྩ࿨4年）7݄1日

　2020年݄̐̓ 日に੓府͔Βٸۓ事ଶએ͕ݴ発ྩ͞れෆཁෆٸの外出はෆ可となったɻٸᬎ1$の
Ϟバイル化と[ooNಋೖにΑる会議のオンライン化を進め、在୐ۈ຿を可能としたɻ年ؒ17ܭճの
セミナーを全てオンラインで実施した݁果、参加ऀ͕લ年ൺ໿̎ഒとなΓ大͖なޮ果͕あったɻ

コϩナՒを機にデジタル化加଎

8oSE1SFTTを用いた新しいシステムに࡮新したɻトップϖージはバイオテクϊϩジーのԠ用෼
໺であるʮϔルスέア�食�೶業ڥ�؀ʯをͻと໨でイϝージで͖るデβインとし、事業を体ܥ立てて
発৴で͖るߏ成にしたɻ

ϗームϖージをリニューアル

近畿バイオ会員にରして新نೖ会会員を঺հするオンラインイベントを企ըしたɻ会員૬ޓの理
ղをਂめるྑい機会となΓ、い͔ͭ͘の঎ஊに発展したɻ2021年Ҏ߱はʮ活動報告会ʯとしてܧଓ
的に開࠵しているɻ

新ن会員঺հイベントの開࢝

಺ֳ府のバイオઓུにͮ͘جグϩーバルバイオコミュニティの形成を໨ࢦし、ʮバイオコミュニ
ティ関西（ུশ：Bioc,）を2021年7݄に設立したɻ産業ք͕中৺となって、社会՝୊ղܾのための
オープンイϊベーションの場をͭ͘ること͕コンセプトであΓ、近畿バイオと౎ࢢ活ྗ研究ॴ͕事
຿局を୲౰しているɻ

バイオコミュニティ関西発଍

毛細血管ը૾を݈ࢦ߁ඪとして֬立すること、͓ Αͼͦの社会実装を͏ߦことを໨的として、
2021年�݄にコンソーシアムを設立したɻ

毛細血管ラボ・社会実装コンソーシアム開࢝

ै来、リアル会場で実施していた関西バイオビジネスマッチングを׬全オンライン化したɻ
&WFnt)VC社のシステムをಋೖし、全国Ͳこ͔Βで΋࣌ؒと場ॴに制໿͞れͣに参加で͖る体制を
੔えたɻ

関西バイオビジネスマッチングをオンライン化
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TOPICS

TOPICS

Bioc,発଍ޙ、֤ ํ໘΁のझࢫઆ໌͓Αͼ連携ڠ議を進めた݁果、̎ 年ؒで෼Պ会
29݅、アυバイβー26໊、連携機関101݅にୡした（2024年�݄現在）ɻ

また、Bioc,෼Պ会活動ࢧԉのҰ؀として、ҎԼ2݅のJ45受託事業に近畿バイオと
して参ըすると同࣌に、Bioc,͓Αͼ近畿バイオの海外ネットワークの֦大を進めたɻ

スλートΞοϓ૑ग़�੒௕のଅਐࢧԉ
分Պձ ɿ໊デジタルバイオϔルス෼Պ会
リーダーػ ɿؔ国立॥ث؀病研究センター
಺༰ɿ海外ௐࠪࢪ࣮
ظ ɿؒ202�～2025年౓

ਓࡐҭ੒ϓϩάϥϜߏ੒のڧԽͱ࣮ࢪ
෼Պ会 ɿ໊フォトニクス生໋工学෼Պ会
リーダーػ ɿؔ大阪大学
಺༰ɿ国಺ௐࠪ、海外ௐࠪࢪ࣮
ظ ɿؒ202�～2024年౓

バイオコミュニティ関西（Bioc,）͕ 発ஂى体となΓ、全国6ͭの಺ֳ府ೝఆバイオコミュニティ
͕組織ҕ員会を設立し、グϩーバルな৘報発৴とࢢ場֦大に͚޲た国際連携のڧ化を໨的とし
て、国際シンポジウムを開࠵したɻ

BioFconoNZ )VC Japan 2024では国಺ొஃऀを中৺に、 BioFconoNZ )VC Japan 
2025では海外͔Βのొஃऀ΋加えʮバイオにΑるイϊベーション͕プラネタリーϔルスをͲ͏実
現する͔ʯにͭいて議࿦をߦったɻ

BioFconoNZ )VC Japan開࠵

バイオのएख研究ऀのҟ業छ交流会として2016年͔Β活動していた͕、໨的を検討し௚し、
関西を中৺にエコシステムをࠜ෇͔ͤるため、産׭学のバイオニューリーダーのີなྗڠをଅ
し、एखのネットワーク形成とオープンイϊベーションに͕ܨる交流活動を͏ߦことを໨的として
再スタートしたɻ

バイオの次世代を考える会 再スタート

�0��年

バイオコミュニティ関西（Bioc,）の活動
�0��年

�0��年～�0��年

　಺ֳ府のʮバイオઓུʯにͮ͘جグϩーバルバイオコミュニティに、バイオコミュニティ関西（Bioc,）͕
ೝఆ͞れたɻ20�0年に世ք࠷先端のバイオエコϊミー社会を実現するため、研究開発͔Β事業化までの
ଟ༷なओ体͕関Θるઓུ的なバリューチΣーンをߏஙし、バイオ෼໺で世քをリーυするグϩーバルコ
ミュニティを形成すること͕໨的であるɻ

バイオコミュニティ関西͕
಺ֳ府のグϩーバルバイオコミュニティにೝఆ

　近畿バイオ͕ӡӦして͖たʮ関西バイオベンチャー企業Ұཡʯと、バイオインダスト
リーڠ会（JB"）͕ ӡӦして͖たʮバイオベンチャーダイϨクトリーʯを౷߹し、新たにʮバ
イオベンチャーデータベースʯとして共同でӡӦすることとしたɻ2025年12݄現在の
ొ࿥企業਺は�70社ɻ

バイオベンチャーデータベース

理事会・総会・記念講演会
　毎年６月に理事会および総会を開催し、前年度の事業報告および活動計算書、
当年度の事業計画および活動予算書を審議している。終了後は有識者をお招き
した記念講演会を開催している。理事および会員が集まる貴重な場であり、交流
会では参加者による活発な情報交流が行われている。

����೥�݄�೔

����೥�݄�೔

����೥�݄��೔

����೥�݄��೔

����೥�݄�೔

����೥�݄�೔

����೥�݄��೔

����೥�݄��೔

����೥�݄�೔

����೥�݄�೔

����೥�݄�೔

����೥�݄�೔

����೥�݄�೔

����೥�݄��೔

����೥�݄�೔

����೥�݄��೔

����೥�݄��೔

����೥�݄��೔

����೥�݄��೔

����೥�݄��೔

����೥�݄��೔

����೥�݄��೔

����೥�݄��೔

テ ー マ年 月 日 講　　師

໔Ӹ研究とྟচԠ用 ڷϊ۽ ३ 大阪大学 総௕

バイオインダストリーとイϊベーション Ո ༟հߋ サラϠࣜג会社 代表取క役社௕

生໋をଊえな͓す　ʕ動的ฏߧのࢹ఺͔Βʕ ෱Ԭ ৳Ұ ੨ࢁ学Ӄ大学 総߹จ化੓策学෦ ڭत

$&0としてのҙܾࢥఆ 中ࢁ ᩋ治 ୈҰࡾ共ࣜג会社 ৗސۈ໰

データ立国࿦ ༟ষ ాٶ ጯٛक़大学ܚ 医学෦医療੓策・管理学ࣨڭ तڭ

ʮਓ生̍ ̌̌ 年࣌代ʯの医療・հޢ　～アフターコϩナʗXitIコϩナを;まえて～ ఓӳ ࡚ߐ 経済産業ল ঎຿・サービスグループ ੓策౷ׅௐ੔׭
（݉）ް 生࿑ಇল 医੓局 ౷ׅௐ੔׭ （݉）಺ֳ׭๪ ݈߁・医療ઓུࣨ 次௕

アベϊミクスに͓͚るن制վֵと̎ ̌̎ 大̑阪・関西ສതにΑる関西活性化 ৿Լ ཽҰ ಺ֳ府ن制վֵ推進会議ҕ員
ʗ಺ֳ׭๪݈߁医療ઓུࣨઓུ参༩ ʗ大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ ڭत

制ޚ性̩ 細๔と新しい໔Ӹ医療 ޱࡔ จࢤ 大阪大学 ໔Ӹ学フϩンティア研究センター 実験໔Ӹ学 तڭ

オートフΝジー研究の࠷લઢ：医ༀ品・化হ品・機能性食品開発の可能性 ٢৿　 อ 大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ 遺伝学ࣨڭ ಛ別ڭत
ʗෟଐオートフΝジーセンター・センター௕

新͕نΜ໔Ӹ治療ༀ߅1%�1߅体ニボルマϒの研究開発 ࢁࣲ ࢙࿕ 小໺ༀ品工業ࣜג会社 研究本෦・໔Ӹ研究センター

大阪大学͕取Γ組Ή未来医療のいまとみΒい ᖒ　 ๕थ 大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ௕ʗ医学෦௕

ਆށ大学に͓͚るվֵ　～バイオ෼໺のڧ化΋ؚめて～ ෱ా लथ ਆށ大学 લ学௕

21世لのՊ学を೷͘ 西઒ ৳Ұ ̟̩ 生໋ࢽ研究ؗ ໰ސ ʗ̣̥ ̤法ਓ̖̖ ̨̟  代表

i14細๔஀生ൿ࿩ ڮߴ ࿨ར ౎大学ژ i14細๔研究ॴ 講ࢣ

近畿バイオの̏ 学௕͕ޠる産学連携 ෱ా लथ ਆށ大学 学௕
ా中 ོ治 ੕ༀՊ大学 学௕
٢઒ හҰ ౎府立医Պ大学ژ 学௕

ༀ物トランスポータ研究の進า：GSoN BFncI to BFETiEF 　ס Ұݡ ౎ༀՊ大学ژ 学௕

医療のύラダイムシフト　～遺伝子ղੳとオーダーϝイυ医療～ ງ　 ਖ਼ೋ 大阪府立成ਓ病センター 総௕

͕Μとਓؒと社会 ֞ఴ ஧生 国立͕Μセンター ໊༪総௕

ए͞をอͭํ法　～؞、生活習慣病の予防～ ٢઒හҰ ౎府立医Պ大学大学Ӄژ 医学研究Պ तڭ

新型インフルエンβ（)1/1）の現ঢ়と໰୊఺ ڮ∁ ࿨࿠ 大阪府立公ऺӴ生研究ॴ ෭ॴ௕ ʗײછ঱෦௕

ήϊムサイエンスの現ঢ়と未来　～ඍ生物ήϊム研究を中৺に～ 小ּݪ ௚ؽ ಸྑ先端Պ学技術大学Ӄ大学 ৘報Պ学研究Պ तڭ

৺再生医療の現ঢ়と展๬ ᖒ　 ๕थ 大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ 外Պ学講࠲ तڭ

大学発ベンチャー設立のཪ࿩　～ࣜג会社૑ণのาみ～ ҆ୡ ত޺ 会社૑ণࣜג 代表取క役社௕

ベンチャー企業経Ӧの୉ޣຯ ୩ؠ ๜෉ クリングルフΝーマࣜג会社 代表取క役

経済産業লのバイオ施策の現ঢ় ಙ૿ ༗治 経済産業ল 生物化学産業՝௕

医ༀج൫研究ॴと研究活動 西ࢁ Ұ߂ ಠ立ߦ੓法ਓ医ༀج൫研究ॴ 理事௕

バイオ͕ಋ͘治療学 金ా ࢙҆ 大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ 遺伝子治療学෼໺ तڭ

ਓはԿނ、͓ ஡をҿΉの ʂ͔ ా中 ོ治 サントリーࣜג会社 ໰・技術؂ސ

ͦ、ࠓ こにあるバイオテクϊϩジー ২ా ॆඒ ౎大学大学Ӄژ ೶学研究Պ Ԡ用生໋Պ学ઐ߈ तڭ

஋̥ʻྟচ的ҙٛ ෱ݪ ढ़Ұ ౎大学大学Ӄژ 医学研究Պ 医療Ӹ学෼໺ तڭ

経済産業লのバイオ施策と近畿経済産業局の取Γ組みにͭいて ৓ٶ 　ษ 近畿経済産業局 局௕

これ͔Βのήϊム૑ༀ ౻໺ ੓඙ ෢ాༀ品工業ࣜג会社 代表取క役会௕
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現在の事業別活動の経緯と成果 現在の事業別活動の経緯と成果

　内閣府のバイオ戦略に基づくグローバルバイオコミュニティの形成を目指し、「バイオコミュニティ関西（略称：BiocK）を
2021年7月に設立した。関西における産官学の法人及び団体を代表する者からなる「委員会」を中心にコミュニティを運営し、
その事務局は NPO 法人近畿バイオインダストリー振興会議と公益財団法人都市活力研究所が共同して担っている。最も重
要な活動であるイノベーションの促進を確実に実行するため、「分科会」を設置し、社会課題解決のためのオープンイノベー
ションを推進している。また、ネットワーク形成促進のベースとして活用するため「アドバイザー」および「連携機関」を設けてい
る。これらの連携・連鎖を促し、アンダーワンルーフの下、相乗効果を高める活動を推進している。

バイオ関連拠点であることを、バイオ（Bio）の「B」で表します。

持続可能な社会の実現という大きな目標を掲げる私たちにとってSDGsは大切な指針となります。

そこで起用されている17色を用い、多様性や未来への可能性を示します。

BiocKの“K”は、関西（Kansai）発信の組織であることをアピール。関西は、青々とした山脈、広大な

湖や豊かな海、水の都と言われる都市を擁します。 また、青の中でも赤みを帯びた色調で、落ち着

きある中にも情熱を感じられるBiocKの野心的かつ先進的な取組みを表現しています。

࣋ଓՄೳͳࣾ会࣮ݱのͨΊɺバイオϑΝーストのൃ૝Λ͛޿ɺ
άϩーバϧバイオίϛϡχςΟのܗ੒ΛΊ͟͢Ϗδϣン

ؔ੢Λڌ఺ʹバイオ෼໺ʹ͓͚ΔۃڀのΤίγスςϜΛͭ͘Δΰーϧ

ʮूੵʯ͔ Βʮ࿈ܞʯ΁ɹͭͳ͙ɺͭ ͳ͛Δɺͭ ͳ͕ΔΩーϫーυ

ʮूੵʯ͔ Βʮ࿈ܞʯ΁ʂ㾎�バイオίϛϡχςΟؔ੢
㾎�#JPDPNNVOJUZ�,BOTBJ
㾎�ུশɹ#JPD,ʢバイオοΫʣ

໊ɹশ

㾎�����೥ �݄�೔設立
㾎����� ೥ �݄ ��೔ɹ಺ֳ෎ΑΓ
㾎�άϩーバϧバイオίϛϡχςΟʹೝఆ

設立ɾೝఆ

㾎�イϊϕーγϣンのଅਐ
㾎�ωοトϫーΫܗ੒ଅਐ
㾎ࠃ�಺֎΁の৘ใൃ৴

ΞΫγϣン
ϓϥン

㾎�ʮۀ࢈քʯத৺のίϛϡχςΟͱ͢Δ
㾎�バイオքશମの࿈ܞΛڧԽ͢Δ
㾎�৽ͨͳイϊϕーγϣンʹͭͳ͛Δ

ίϛϡχςΟの
͋Γํ

όΠΦίϛϡχςΟؔ੢ʹ͍ͭͯ ʮ࿈ܞʯ͕ ҙຯ͢Δ͜ͱ

όΠΦίϛϡχςΟؔ੢ͷϩΰͱઆ໌

ネットワーク機関が中心となって、コミュニティ内の人と情報の交流を
促進することにより、各機関がお互いの状況を深く理解し、適切な情報
共有が進む状態をつくり出し、必要なパートナーと協力し、人・モノ・金・
情報の好循環が進み、経済的な成長を達成するとともに、グローバルな
存在感を増している状態

カラー

形

K

バイオコミュニティ関西バイオコミュニティ関西
グローバルバイオコミュニティの形成をめざして

����೥ʙࡏݱ

όΠΦίϛϡχςΟؔ੢
（略称：BiocK） ର৅ΤϦΞ

大阪府
兵庫県
京都府
滋賀県
徳島県
鳥取県
奈良県
福井県
和歌山県

連携・支援・協力

拠点：グラングリーン大阪ほか

銀行

ベンチャー
キャピタル

国内外の
ファンド等

国

地方公共団体 地域クラスター

アカデミア

病院 研究機関

バイオ関連企業

バイオベンチャー
中小企業

経済団体

ҕһձ
（委員長、副委員長、委員）

ہ຿ࣄ
近畿バイオインダストリー振興会議

都市活力研究所

෼Պձ̍

࿈ؔػܞ

෼Պձ� ෼Պձ� ෼Պձ� ෼Պձ�

ΞυόΠβʔ
（有識者）

澤 田 拓 子 坂 田 恒 昭

2025年7月10日現在
委員長

副委員長

事務局長
事務局次長

副委員長
統括コーディネーター

役

員

委

員

ہ຿ࣄ

澤 田 拓 子

坂 田 恒 昭

村 山 宣 人
森 田 正 典

関西経済連合会ベンチャー・エコシステム委員会 委員長
関西経済連合会ベンチャー・エコシステム委員会 副委員長
関西経済同友会関西ブリッジフォーラム委員会 委員長
NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議 理事長
大阪商工会議所ライフサイエンス振興委員会 副委員長
全国バイオコミュニティ連絡会 会長
NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議 専務理事
公益財団法人都市活力研究所 専務理事

NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議　公益財団法人都市活力研究所

関西経済連合会
関西経済同友会

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所
国立研究開発法人国立循環器病研究センター
国立研究開発法人産業技術総合研究所関西センター
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
国立研究開発法人理化学研究所
独立行政法人製品評価技術基盤機構
公益財団法人地球環境産業技術研究機構
株式会社国際電気通信基礎技術研究所
関西健康・医療創生会議

関西医薬品協会
日本貿易振興機構大阪本部
独立行政法人中小企業基盤整備機構近畿本部
一般社団法人ライフサイエンス・イノベーション・ネットワーク・ジャパン
一般財団法人バイオインダストリー協会

大阪商工会議所
京都商工会議所
神戸商工会議所

大阪大学
京都大学
神戸大学
徳島大学
大阪公立大学

大阪府　大阪市
兵庫県　神戸市
京都府　京都市
滋賀県　徳島県　鳥取県　奈良県　　
福井県　和歌山県　堺市

όΠΦίϛϡχςΟؔ੢ͷ૊৫

όΠΦίϛϡχςΟؔ੢ɹҕһߏ੒
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現在の事業別活動の経緯と成果 現在の事業別活動の経緯と成果

　社会課題解決のためのオープンイノベーションを推進する責任あるコンソーシアム（分科会）を組成し、１企業、１研究機関
では解決できないテーマを取り上げて挑戦している。

৽ͨͳ෼Պձͷத֩ػೳΛ୲ �͏ʮۀاʯ�ɾ�ʮ׭ֶ࢈連携ϓϩδΣΫτʯɹืूத

バイオメタン分科会 環境・エネルギー エネルギーのカーボンニュートラル化 大阪ガス株式会社
プラスチック分科会 環境・エネルギー バイオプラスチック サラヤ株式会社
メンタルヘルス分科会 ヘルスケア 社会生産性の向上 塩野義製薬株式会社
パーソナルデータ分科会 ヘルスケア パーソナルデータの利活用 西日本電信電話株式会社
麹菌（国菌）ウェルビーイング分科会 生活習慣改善ヘルスケア 麹菌の健康効果、美容効果の解明 月桂冠株式会社
ライフスタイルDX分科会 デジタルヘルスケア デジタルを活用したライフスタイルのアップデート サントリーグローバルイノベーションセンター株式会社
トイレ空間での新たな価値提案分科会 ヘルスケア トイレを利用した健康な暮らしのサポート TOTO株式会社
お茶とフレイル研究分科会 ヘルスケア お茶によるフレイルの予防、改善 共栄製茶株式会社
スマートカルチベーション分科会 持続的一次生産システム 一次産業におけるバイオ機能の最大限活用 ヤンマーホールディングス株式会社
木材･CLT利活用DX分科会 木材活用大型建築 Building Information Modeling(BIM) 株式会社竹中工務店

データ活用によるCLT再利用
KODOBOKU技術を活用した森林環境分科会 森林環境保全 豊かな生物多様性の森づくり 株式会社シーテック
バイオファウンドリ・クラスター分科会 モノづくりバリューチェーン バイオモノづくり 株式会社バッカス・バイオイノベーション
分析・計測分科会 バイオ分野全般 分析・計測によるバイオ産業の振興 株式会社島津製作所
宇宙バイオ実験分科会 バイオ全般 人工衛星ペイロードを利用した日本発 株式会社IDDK
  民間主導宇宙バイオ実験プラットフォームの構築
音でバイオの世界をかえる分科会 バイオ生産システム・ヘルスケア バイオ生産、ヘルスケア領域への音の利用 オンキヨー株式会社
スタートアップ分科会 スタートアップ支援 関西におけるスタートアップ支援 株式会社三井住友銀行

産
官
学
か
ら
多
く
の
研
究
機
関
が
参
画

෼Պձ໊শ ࣾձ՝୊෼໺ औ૊内༰ Ϧーμーؔػ උߟ

企業発オープンイノベーションの促進（16件） 2025年7月1日現在

産官学連携プロジェクトとの連携（15件） 2025年7月1日現在

৽ͨͳ෼Պձͷத֩ػೳΛ୲ �͏ʮۀاʯ�ɾ�ʮ׭ֶ࢈連携ϓϩδΣΫτʯɹืूத

デジタルバイオヘルス分科会 ヘルスケア 総合健康産業都市 国立循環器病研究センター研究所 JST共創の場
フォトニクス生命工学分科会 ヘルスケア フォトニクス生命工学 大阪大学 JST共創の場
Vision to Connect分科会 ヘルスケア 眼科を中心としたデジタルヘルスビッグデータ 東北大学 JST共創の場
  による幸福なライフスタイルの社会実装
モダリティー分科会 ヘルスケア 抗体・遺伝子治療製品・ワクチン製造 次世代バイオ医薬品製造技術研究組合(MAB組合) AMED・NEDO
メドテックイノベーション分科会 ヘルスケア 医療機器開発人材育成 大阪大学/テルモ株式会社
ヘルスエクイティDX分科会 ヘルスケア ケアラーのケアシステム構築 自治医科大学/アルム株式会社
細胞製造分科会 再生医療 細胞製造エコシステムの構築 大阪大学 AMED
再生医療分科会 再生医療 再生医療エコシステムの構築とグローバル化 大阪大学
健康関数®分科会 健康脆弱化の予知・予防・改善 個別健康の最大化により健康寿命を延伸する 神戸大学、理化学研究所
フードロス分科会 持続的一次生産システム 革新的低フードロス共創拠点 大阪大学
デジタルグリーン分科会 持続的一次生産システム/ けいはんな学研都市と近郊農山村が 奈良先端科学技術大学院大学

デジタルヘルス/バイオ生産 相互補完する持続可能社会の実現
バイオマス分科会 カーボンニュートラル バイオマス技術による 東京農工大学 JST共創の場

カーボンゼロエミッションの実現
ホワイトバイオ分科会 ホワイトバイオ関連 バイオファウンドリ事業 大阪大学(代表世話人) NEDO
バイオ産業人材育成分科会 バイオ生産システム人材育成 バイオものづくりの実務を担うバイオ産業人材育成 大阪工業大学 NEDO
未来型都市分科会 持続可能社会 未来型知的インフラモデル発信 大阪大学 JST共創の場

産
官
学
か
ら
多
く
の
研
究
機
関
が
参
画

෼Պձ໊শ ࣾձ՝୊෼໺ औ૊内༰ Ϧーμーؔػ උߟ
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　バイオエコシステムの構築に向けて、国内外とのネットワークの形成を加速し、連携事業や情報交流を推進している。

಺ֳ෎ೝఆɹάϩʔόϧόΠΦίϛϡχςΟ
　Greater Tokyo Biocommunity 協議会（GTB）
　バイオコミュニティ関西（BiocK）

಺ֳ෎ೝఆɹ஍ҬόΠΦίϛϡχςΟ
　北海道プライムバイオコミュニティ
　鶴岡バイオコミュニティ
　長岡バイオコミュニティ
　ひろしまバイオDXコミュニティ
　福岡バイオコミュニティ
　沖縄バイオコミュニティ

� ωοτϫʔΫܗ੒ଅਐ

� ಺֎΁ͷ৘ใൃ৴ࠃ

各分野の専門家にアドバイザーにご就任いただき、助言を受ける体制を構築
36名（2025年7月1日現在）

認定BC連携、京阪神自治体間連携に大きな成果

˗೔ӳϔϧεέΞγϯϙδ΢Ϝ
　‒ Healthy Ageing ‒ 
　共催：2024年2月20日 

˗೔ӳϔϧεέΞγϯϙδ΢Ϝ
　‒ Cell and Gene Therapy ‒ 
　　“Manufacturing in the UK”
　共催：2025年2月25日 
˗ւ֎ௐࠪ��
　2023年10月29日～11月9日
　オランダ、イギリス
　デジタルバイオヘルス分科会（国循）
　JST共創の場プログラム

˗ւ֎ௐࠪ��
　2024年1月13日～21日
　スペイン、フランス
　デジタルバイオヘルス分科会（国循）
　JST共創の場プログラム
˗ւ֎ௐࠪ�̑
　2024年10月24日～11月3日
　フランス、スイス、デンマーク
　デジタルバイオヘルス分科会（国循）
　フォトニクス生命工学分科会（阪大）
　JST共創の場プログラム

˗೔འγϯϙδ΢Ϝʵ࠶ੜҩྍʵ
　共催：パート1 2023年4月14日
　　　 パート2 2023年5月19日
˗೔འ࠶ੜҩྍγϯϙδ΢Ϝ����
　共催：2025年6月25日

˗ϑラϯΫϑϧτɾラΠϯϚΠϯηϛφー
　共催：2023年11月14日 

˗ւ֎ௐࠪ��
　2023年5月28日～6月3日
　オセアニア
　デジタルバイオヘルス分科会（国循）
　JST共創の場プログラム

˗ւ֎ௐࠪ��
　2024年6月2日～9日
　米国（サンディエゴ）
　デジタルバイオヘルス分科会（国循）
　フォトニクス生命工学分科会（阪大）
　JST共創の場プログラム

˗ւ֎ௐࠪ�̒
　2025年1月12～25日
　米国（ワシントン、サンフランシスコ）
　デジタルバイオヘルス分科会（国循）
　フォトニクス生命工学分科会（阪大）
　JST共創の場プログラム

˗ւ֎ௐࠪ��
　2025年6月14～19日
　米国（ボストン）
デジタルバイオヘルス分科会（国循）

　JST共創の場プログラム

˗#JPDK�࿈ؔػܞ

交流拠点　

連携機関　

˗#)�+BQBO�����։࠵
　2025年4月17日、18日
　参加者：339名 国内290名、
ւ֎��カࠃɺ��໊͕ࢀՃ

（2025年7月1日現在）
海外42団体

■ イベント情報
■ 分科会活動
■ 連携機関

IUUQT���CJPDL�KQ�

#JPDK�8&#αΠτͰ৘ใൃ৴தʂ

όΠΦͷϙーλϧαΠτͱͯ͠ଟ͘ͷஂମ͕׆༻

෼Պձ঺հϖーδͷӡ༻
ΞυόΠβー঺հϖーδͷӡ༻

ؔ࿈ஂମΠϕϯτͷ৘ใൃ৴
ɺϝϧϚΨ഑৴ɿ೥ؒ໿���݅ࡌܝ1(

#JPDK͓Αͼ֤ஂମ͔Βͷ͓஌Βͤ
ɺϝϧϚΨ഑৴ɿ೥ؒ໿��݅ࡌܝ1(

#JPDKϗーϜϖーδΛ׆༻ͨ͠৘ใൃ৴

BiocK

国内連携

アドバイザー

˗#JPDK�࿈ؔػܞ

（2025年7月1日現在）
国内67団体

各国との交流が飛躍的に拡大（2023～2025を記載）海外連携
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現在の事業別活動の経緯と成果 現在の事業別活動の経緯と成果

　バイオコミュニティ関西が発起団体となり、内閣府認定バイオコミュニティをメンバーとする組織委員会を設立し、本委員会
が主催となり、グローバルな情報発信と市場拡大に向けた国際連携の強化を目的として、国際シンポジウムを開催した。

#JPFDPOPNZ�)VC�+BQBOͷ։࠵
γϯϙδ΢Ϝࡍࠃ

委　員　長 澤 田 拓 子　（バイオコミュニティ関西 委員長）

副 委 員 長 永 山 　 治　（Greater Tokyo Biocommunity 協議会 会長）
　　　　   　（バイオコミュニティ関西 副委員長）
坂 田 恒 昭　（バイオコミュニティ関西 副委員長兼統括コーディネーター）

事　務　局 NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議（バイオコミュニティ関西事務局）
公益財団法人都市活力研究所（バイオコミュニティ関西事務局）

委　　　員 瀬戸口　剛　（北海道プライムバイオコミュニティ 代表）
冨 田  　勝　（鶴岡バイオコミュニティ （一般社団法人鶴岡サイエンスパーク 代表理事））
磯 田 達 伸　（長岡バイオコミュニティ 代表）
山 本  　卓　（ひろしまバイオDXコミュニティ 代表）
鈴 木 蘭 美　（福岡バイオコミュニティ 代表）
岩 本 竜 吾　（沖縄バイオコミュニティ 代表）
高 田 清 文　（バイオコミュニティ関西 事務局長）
藤 本 秀 司　（バイオコミュニティ関西 事務局次長）

σΟϨΫλー

坂 田 恒 昭 近 藤 昭 彦 小 川  　順
バイオコミュニティ関西（Bioc,） 

෭ҕ員௕ ݉ ౷ׅコーディネーター
大阪大学 共૑機ߏ ಛ೚ڭत

ਆށ大学
໊༪ڭत 学௕ิࠤ

౎大学ژ
大学Ӄ೶学研究Պ

तڭ

#JPFDPOPNZ�)VC�+BQBO�૊৫ҕһձ 2024年9月現在

プログラムディレクター
グローバルヘルス分野：テクニカルディレクター 環境分野：テクニカルディレクター 持続的な食料システム分野：テクニカルディレクター

�ԋߨௐج άϩーバϧͳ࣬පߏ଄のมԽͱࠩ͠ഭΔ஍ڥ؀ٿ໰୊
� ˔Ҫ�ଜ�༟�෉�（ژ౎大学 ໊༪ڭत）
�ԋߨௐج ਓ৽ੈʹ໨͢ࢦϓϥωλリーϔϧス
� ˔य़�೔�จࢠ�（௕࡚大学 プラネタリー΁ルス学؀ ೤ଳ医学・グϩーバルϔルス研究Պ ڭत）
�ɹɹԋߨ ୤୸ૉΛ໨͢ࢦΤωϧΪーγスςϜ
�  （理事௕ （&5*3）ߏ産業技術研究機ڥ؀ٿ法ਓ஍ஂࡒ公ӹ）࣏�ݑ��地ࢁ˔
�ɹɹԋߨ ௿୸ૉࣾ会࣮͚ͨ޲ʹݱバイオ΋のͮ͘Γ΁の௅ઓ
� ˔্�ా�ਖ਼�ത （ࣜג会社カネカ ৗ຿ࣥߦ役員 3�B本෦௕） 
�ɹɹԋߨ ৯ۀ࢈ʹ͓͚Δ৽ͨͳ՝୊
� ˔Ѩ�෦ࢠ�ܒ�（౦ژ大学 ໊༪ڭतʗ౦ژ೶業大学 ٬員ڭत） 
�ɹɹԋߨ ৯のαスςφϏリςΟͱ8FMM�CFJOH

˔ദݪ��ਖ਼�थ（ຯのૉࣜג会社 ࣥߦ役 ビジネスϞデル変ֵ୲౰ グリーン事業推進෦௕） 
�ɹɹԋߨ 0OF�)FBMUIΞϓϩーνのॏཁ ɿੑײછ঱の࣌୅Λੜ͖ΔͨΊʹ
� ˔લ�ా��ɹ݈（国立ײછ঱研究ॴ ्医Պ学෦ ෦௕） 
�ɹɹԋߨ ϥイϑαイΤンスڀݚのಈ޲ͱల๬ʢओʹϞダリςΟの؍఺͔Βʣ
� ˔⁋��ɹਅ�ത�（国立研究開発法ਓՊ学技術振興機ߏ 研究開発ઓུセンター

　　　　　　 ライフサイエンスྟচ医学Ϣニット フΣϩー）

#JPFDPOPNZ�)VC�+BQBO�����

2024年4月19日（金）

グランフロント大阪

Bioeconomy Hub Japan 組織委員会

プラネタリーヘルス
～バイオによるイノベーションがプラネタリーヘルスをどう実現するか～

国内８名、ディレクター３名

೔ɹɹ࣌

৔ɹɹॴ

ओɹɹ࠵

ς�ー �Ϛ

ొ �ஃ �ऀ

Ճऀ਺ࢀ 110名

2024チラシ2024チラシ2024チラシ2024チラシ
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෼໺ɿڥ؀ʢ&OWJSPONFOUʣ
ϞσϨーλーɿ�ۙ�౻�ত�඙�（ਆށ大学 ໊༪ڭत 学௕ิࠤ）

ϞσϨーλーɿ�খ�઒��ɹॱ�（ژ౎大学大学Ӄ೶学研究Պ ڭत）

˔4IBICB[�,IBO�（%iSFctoS oG tIF 6/&4$0 3FHional 0⒏cF GoS &aTt "Tia
 "VTtSalia�$Iina）

5IF�4PDJBM�&DPMPHJDBM�/FYVT�PG�8BUFS��1VSTVJOH�(MPCBM�8BUFS�4VTUBJOBCJMJUZ�JO�UIF�'BDF�PG
$MJNBUF�$IBOHF�BOE�5FDIOPMPHJDBM�"EWBODFNFOUT

（役員 チーフサステナビリティオフィサーߦࣥ 会社ࣜגඛέミカルグループࡾ）��೭ل�ా�ࡾ˔
（代理ࠤ：  ໺  　ߒ）：（ࡾඛέミカルグループࣜג会社 サステナビリティ・ব外本෦ ビジネス・サステナビリティ෦ ෦௕෇）

஍ڥ؀ٿ՝୊ʢ$/�$&�/1ʣղܾʹ࢈͚ͨ޲ɺ の՝୊ޙࠓΓ΁の௅ઓͱ࡞քʹ͓͚ΔバイオϞϊۀ
（学研究ॴ ॴ௕ڥ؀ٿ総߹஍）��ᆹ�Ұۃ�ࢁ˔
஍ٿͱのڞଘΛ໨͢ࢦ஌ܙͱ͸Կ͔

˔஛ࢁ��य़ࢠ��（ૣҴా大学 理工学術Ӄ ڭत）
ւ༸ੜଶܥの՝୊΁のऔΓ૊Έʹ͓͚Δඍੜ෺ήϊϛΫスの໾ׂ

˔"OUIPOZ�(VZ�$BQPO�（%iSFctoS
 .onaTI 4VTtainaClF %FWFlopNFnt *nTtitVtF
 
　　　　　　　　　　　　1SoGFTToS oG 1lanFtaSZ )FaltI
 .onaTI 6niWFSTitZ
 "VTtSalia）

#JPFDPOPNZ�GPS�IVNBO�XFMMCFJOH�BOE�QMBOFUBSZ�IFBMUI

෼໺ɿ࣋ ଓత৯ྉγεςϜʢ4VTUBJOBCMF�'PPE�4ZTUFNTʣ

˔%BWJE�5JMNBO�（6niWFSTitZ oG .innFTota�6niWFSTitZ oG $aliGoSnia 4anta BaSCaSa
 64"）
)PX�UIF�#JPFDPOPNZ�$PVME�*NQSPWF�)VNBO�)FBMUI�BOE�UIF�&OWJSPONFOU

˔த�ଜ�ໜ�༤�（ຯのૉࣜג会社 代表ࣥߦ役社௕ ߴ࠷経Ӧ੹೚ऀ）
Δ࣋ଓՄೳͳΞάリϑーυγスςϜのະདྷݟ఺͔Βࢹքのۀ࢈
（तڭಛ೚ ܥڥஜ೾大学 生໋؀）�ߒ�໘��ɹߐ˔
ήϊϜฤू࡞෺のϥϘ͔Βফඅऀ΁のཱྀ

˔٢�෋�Ѫ�๬�ΞϏΨイϧ�（Ұൠ社ஂ法ਓ細๔೶業研究機ߏ 代表理事）
'PPEUFDIʹΑΔ৯඼ʢഓཆ೑ͳͲʣのී܎ʹٴΔ৺͕͚ʹ͍ͭͯ

˔.ÂYJNP�5PSFSP�$VMMFO�（'ooE anE "HSicVltVSF 0SHani[ation oG tIF 6nitFE /ationT 	'"0

 *talZ）
"EWBODJOH�'PPE�4FDVSJUZ�BOE�/VUSJUJPO�3FTJMJFODF�5ISPVHI�4DJFODF�%SJWFO�#JPFDPOPNZ�4USBUFHJFT

#JPFDPOPNZ�)VC�+BQBO�����

2025年4月17日（木）～18日（金）

ハービスホール（大阪梅田）

Bioeconomy Hub Japan 組織委員会

プラネタリーヘルス
～バイオによるイノベーションがプラネタリーヘルスをどう実現するか～

海外6名、国内９名、ディレクター３名

೔ɹɹ࣌

৔ɹɹॴ

ओɹɹ࠵

ς�ー �Ϛ

ొ �ஃ �ऀ

Ճऀ਺ࢀ 339名（国内：290名、海外：25カ国　49名）

総合討論

෼ɹྨ

؀ɹڥ

࣋ଓత
৯ྉγεςϜ

άϩʔόϧ
ϔϧε

໊ۀا ಺༰ۀࣄ ஍Ҭ
bitBiome株式会社 微生物のシングルセルゲノム解析技術 東京
株式会社ミーバイオ 光スイッチタンパク質を使ったバイオものづくり 神奈川
Symbiobe株式会社 空気（CO2、窒素）の資源化 京都
株式会社フレンドマイクローブ 微生物による社会課題解決 愛知

ファーメランタ株式会社 合成生物学による植物希少成分の製造・販売
物質生産のための菌株構築サービス 石川

株式会社バッカス・バイオイノベーション 統合型バイオファウンドリ 兵庫
Spiber株式会社 新世代バイオ素材開発 山形
サナテックライフサイエンス株式会社 ゲノム編集作物（GABA高含有トマト） 東京
株式会社ビオック 麹菌によるフードテクノロジー 愛知
X-Nef株式会社 AIを用いた精神疾患の新しい治療 京都
株式会社AdvanSentinel 感染症下水モニタリング 大阪
株式会社メガカリオン iPS細胞から血小板及び赤血球の産生 京都

όΠΦίϛϡχςΟؔ੢
バイオメタン分科会
メンタルヘルス分科会
パーソナルデータ分科会
ライフスタイルDX分科会
トイレ空間での新たな価値提案分科会
木材・CLT利活用DX分科会
KODOBOKU技術を活用した森林環境分科会
バイオファウンドリ・クラスター分科会
分析・計測分科会
宇宙バイオ実験分科会
デジタルバイオヘルス分科会
フォトニクス生命工学分科会
Vision to Connect分科会
バイオマス分科会

಺ֳ෎ೝఆόΠΦίϛϡχςΟ
Greater Tokyo Biocommunity（GTB）
バイオコミュニティ関西（BiocK）
北海道プライムバイオコミュニティ
鶴岡バイオコミュニティ
長岡バイオコミュニティ
ひろしまバイオDXコミュニティ
福岡バイオコミュニティ
沖縄バイオコミュニティ

ͦͷଞ
BioPhenolics株式会社
ミーバイオ株式会社
株式会社シンプロジェン
自治医科大学/株式会社アルム
インフォーマ マーケッツ ジャパン株式会社
京都バイオ計測センター

株式会社カネカ
サントリーホールディングス株式会社
塩野義製薬株式会社
シスメックス株式会社
田辺三菱製薬株式会社
阪急阪神不動産株式会社
ダイキン工業株式会社

内閣府
デジタル庁
外務省
文部科学省
厚生労働省
農林水産省
経済産業省
環境省
公益財団法人2025年日本国際博覧会協会

2025チラシアズワン株式会社

ελʔτΞοϓ঺հ

ϙελʔలࣔ

ࢍɹڠ ɹԉޙ

ࢍڠࠂ޿

ϞσϨーλーɿ߃�ా�ࡔ��ত�（バイオコミュニティ関西 ෭ҕ員௕ ݉ ౷ׅコーディネーターʗ大阪大学 共૑機ߏ ಛ೚ڭत）
෼໺ɿάϩʔόϧϔϧεʢ(MPCBM�)FBMUIʣ

˔.POUJSB�1POHTJSJ�（LFaE "EWiToS
 $liNatF $IanHF anE )FaltI %FpaStNFnt oG (loCal )FaltI
 4aWF tIF 
　　　　　　　　　　 $IilESFn
 64"）

"�4ZTUFNT�"QQSPBDI�UP�$MJNBUF�BOE�)FBMUI

˔ӫ�໦ݑ��࿨�（エイΩ コンサルティング ߹同会社 1SFTiEFnt）
೔ຊのૅجՊֶྗͱ૑ༀྗΛੜ͔ͯ͠ɺੈ քのਓʑの݈͢ݙߩʹ߁Δ
˔খࣉ���ɹ૱�（౦ژ大学医学෦ෟଐ病Ӄ॥ث؀಺Պ ಛ೚講ࢣ）
ҩྍ"*ͱσーλ׆༻͕੾Γ୓࣋͘ଓՄೳͳࣾ会΁のಓ

˔ଜ�໦�ྙࢠ��（大阪大学 経Ӧ企ըオフィス ڭत）
ϓϥωλリーϔϧスの࣮ݱʹՌͨ͢ΞΧσϛΞの໾ׂͱ͸

˔1FUFS�,BSFM�1JPU�（LonEon 4cIool oG )ZHiFnF � 5Sopical .FEicinF
 6�,� 'oSNFS 4pFcial "EWiToS to &$ 1SFTiEFnt
　　　　　　　　　  Won EFS LFZFn on )FaltI 4FcVSitZ
 BSVTTFlT
 BFlHiVN）

"�OFX�FSB�JO�HMPCBM�IFBMUI�BOE�UIF�SPMF�PG�JOOPWBUJPO

2025チラシ

登壇者の集合写真
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˔௶�ా��ɹ५�（大阪Ψスࣜג会社 エネルΪー技術研究ॴ シニアリサーチャー）
バイオϝλンの࠷େԽʹ͚ͯ޲

˔௶�ా��ɹ५�（大阪Ψスࣜג会社 エネルΪー技術研究ॴ シニアリサーチャー）、͓ ΑͼߨԋऀύωϧσΟスΧογϣン

˔େ�Լ�࿨�ప�（ژ౎大学大学Ӄ 工学研究Պ ౎ڥ؀ࢢ工学ઐ߈ ।ڭत）
バイオΨスのΤωϧΪーར༻ͱͦのߴ඼࣭Խʹ͍ͭͯ

˔ా�த�ே�౎�（日立଄ધࣜג会社 ڥ؀事業本෦ ڥ؀技術推進෦ ෦௕）
೔立଄ધのΧーϘンχϡートϥϧʹ͚ͨ޲バイオϝλンɺ߹੒ϝλン΁のऔΓ૊Έ

����೥��݄�೔ バイオઓུトーΫηϛφーɹʮڥ؀ΤωϧΪーのະདྷઓུɹバイオϝλンの༗ޮ׆༻ʯ

˔Ӊࢁ���ɹߒ�（大阪大学 大学Ӄ工学研究Պ ڭत）
˔Ԟࢁ��ढ़�࿠�（サラϠࣜג会社 ঎品開発本෦ ෭本෦௕）、͓ Αͼߨԋऀ

ύωϧσΟスΧογϣン

（会社 サーΩュラーエコϊミー推進本෦ ݉ ポリマーズˍコンύウンズ企ը本෦ࣜגඛέミカルࡾ）�ߒ�野��ɹࠤ˔
॥ࣾܕ؀会࣮͢ݙߩʹݱΔバイオϓϥスνοΫの։ൃͱϏδωス

˔Ӊࢁ���ɹߒ�（大阪大学 大学Ӄ工学研究Պ ڭत）
バイオϓϥスνοΫ૯࿦ͱ࠷ڀݚલઢ

����೥��݄��೔ バイオઓུトーΫηϛφーɹʮϓϥスνοΫのࣾ会՝୊ͱバイオϓϥスνοΫの༗ޮ׆༻ʯ

（関西成௕ઓུࣨ 成௕事業開発෦ ෦௕ ߦҪॅ༑ۜࡾ会社ࣜג）��઒��ɹ५ٶ˔
˔௕୩઒޺�೭�（ࡾඛ6'JΩャピタルࣜג会社 ࣥߦ役員 ライフサイエンス෦௕）
͓、�ত�（バイオコミュニティ関西 ෭ҕ員௕ ݉ ౷ׅコーディネーター）߃�ా�ࡔ˔ Αͼߨԋऀ

ύωϧσΟスΧογϣン

（तڭ 大学大学Ӄ Պ学技術イϊベーション研究Պށਆ）��ຊ�Ұ�඙ࢁ˔
ਆށେֶൃバイオϕンνϟーのڀݚྫࣄʙγーυ͔ظΒΞーリーظޙἬのۀࣄ૑଄ϓϩηスͱݱঢ়の՝୊ʙ

˔ཱུɹཕ�（アストラθネカࣜג会社 イϊベーションύートナーシップ�i2�J1）
଴ͱ՝୊ظ会ࣾのオーϓンイϊϕーγϣン΁のۀࣄ

˔Ԭ�ౡ�ਖ਼߃��（ࣜג会社ステムリム 代表取క役 社௕ࣥߦ役員）
ੈքॳのʮ࠶ੜ༠ಋҩༀʯの։ൃܦҢͱスςϜリϜのϏδωスϞσϧ

����೥��݄�೔ バイオઓུトーΫηϛφーɹʮؔ੢#JPڌ఺ʹ͓͚ΔスλートΞοϓΤίγスςϜのܗ੒ʹ͚ͯ޲ʯ

˔஑�野�จ�ত�（.FE7FntVSF 1aStnFST ࣜג会社　取క役 $.0ʗ4tanGoSE 6niWFSTitZ　1SoHSaN %iSFctoS 	6�4�
 oG Japan BioEFTiHn、
　　　　　　　 4tanGoSE BZFST $FntFS GoS BioEFTiHn・ $o�%iSFctoS oG "Tia 3FHion
 41"3, (loCal
 4tanGoSE 41"3,）

೔ถ࿈ܞʹΑΔスλートΞοϓࢧԉͱバイオίϛϡχςΟؔ੢ʹظ଴͢Δ͜ͱ

˔᧷�ಓ�ਸ�จ�（಺ֳ府 Պ学技術・イϊベーション推進事຿局 ৹議׭）
バイオίϛϡχςΟؔ੢΁のظ଴

˔ᖒ�ా�୓ࢠ��（バイオコミュニティ関西（Bioc,） ҕ員௕）
バイオίϛϡχςΟؔ੢の௅ઓ

˔஛೭Լ�ହࢤ�（ダークϒルーセラピューティック社 取క役ʗアダージョセラピューティック社 Ԥभ代表ʗリϒバイオ社 社ओʗ大阪大学 টᡈڭत）
ӳࠃのバイオίϛϡχςΟ͔ΒのֶͼͱバイオίϛϡχςΟؔ੢ʹظ଴͢Δ͜ͱɺ೔ӳ࿈ܞのՄೳੑ

����೥�݄��೔ バイオίϛϡχςΟؔ੢ʢ#JPD,ʣΩοΫオϑηϛφー

˔ඛ�প�ٛٱ��（೶ྛਫ産ল 大ਉ׭๪技術総ׅ৹議׭ ݉ ೶ྛਫ産技術会議事຿局௕）
೔ຊのΞάリバイオઓུ�����೥ʹ͚ͯ޲

˔௽��ɹӳ�໌�（Ϡンマーϗールディングスࣜג会社 技術本෦
　　　　　　　イϊベーションセンター イϊベーション企ը෦ ෦௕）
˔ઍ�༿�Ұ�༟�（౦ژ೶工大学 学௕）、͓ Αͼߨԋऀ

ύωϧσΟスΧογϣン

����೥�݄��೔ バイオઓུトーΫηϛφーɹʮΞάリバイオઓུʯ

˔খ�ྛ�ത޾��（Ԙ໺ٛ੡ༀࣜג会社 デジタルインテリジΣンス෦ ෦௕）
˔ਫ�઒࢙�و��（Ԙ໺ٛ੡ༀࣜג会社 研究企ը෦ ෦௕）、͓ Αͼߨԋऀ

ύωϧσΟスΧογϣン

（तڭ ࣨڭጯٛक़大学 医学෦医療੓策・管理学ܚ）��༟�ষా�ٶ˔
͍のًͪ͘ະདྷࣾ会のڞ૑

˔ੴࢁ���ɹᔨ�（ࣜג会社エクサウィβーズ 代表取క役社௕）
バイオઓུʹ͓͚ΔϔϧスέΞ෼໺Ͱのᴜ ϫンストοϓ ͳ˅�"*׆༻ज़

����೥�݄��೔ バイオઓུトーΫηϛφーɹʮϔϧスέΞのະདྷઓུɹσδλϧϔϧスのະདྷ૾ʯ

όΠΦઓ τུʔΫηϛφʔʗ#JPD,γϯϙδ΢Ϝ

�ত�（バイオコミュニティ関西 ෭ҕ員௕ ݉ ౷ׅコーディネーター）߃�ా�ࡔ˔
͓、�ढ़�Ұ�（Ұൠ社ஂ法ਓライフサイエンス・イϊベーション・ネットワーク・ジャύン（L*/,�J）事຿局௕）ڮ�ߴ˔ Αͼߨԋऀ

ύωϧσΟスΧογϣン

˔௽��ɹӳ�໌�（Ϡンマーϗールディングスࣜג会社 技術本෦ 共૑推進ࣨ ઐ೚෦௕）
γンɾҰ࣍ۀ࢈ɿࣗ વͱڞੜ͠ੜ ʢ໋͍のͪʣのࠜװΛ୲͏イϊϕーγϣン΁の௅ઓ

˔ग़�അ߂��ত�（౦๺ిྗࣜג会社 事業૑出෦໳ アυバイβーʗ大阪大学フォーサイトࣜג会社 取క役ʗインベストϝントLaCࣜג会社 シニアアυバイβーʗ*;. 代表）
γリίンバϨーͰ͖ͨͯݟ୤୸ૉイϊϕーγϣンɹʙԤถྫࣄͱ೔ຊのࡏݱ஍ʙ

˔஛�ྛ��ɹҰ�（ژ౎大学経Ӧ管理大学Ӄ ٬員ڭतʗオムϩンࣜג会社 イϊベーション推進本෦ シニアアυバイβー）
ͨͬͨҰਓ͔Β͸͡ΊΔイϊϕーγϣンʙϔトϔト͔ΒϫΫϫΫ΁の࢓૊Έ૑Γʙ

����೥�݄�೔ バイオઓུトーΫηϛφーɹʮオーϓンイϊϕーγϣンʹΑΔ੒ޭのൿ݃ʯ

͓、�ত�（バイオコミュニティ関西 ෭ҕ員௕ ݉ ౷ׅコーディネーター）߃�ా�ࡔ˔ ΑͼߨԋऀύωϧσΟスΧογϣン

˔Լ�ా�༟�࿨�（経済産業ল ঎຿サービスグループ生物化学産業՝௕）
ಛผߨԋɿզ͕ࠃバイオ੓ࡦのల։

˔খ�୩�७�ೋ�（経済産業ল 近畿経済産業局 ஍Ҭ経済෦ バイオ・医療機ث技術振興՝ ՝௕）
lؔ੢バイオΫϥスλーϓϩδΣΫトzʹΑΔۀ࢈Ϋϥスλーのܗ੒

˔ᴳࢁ��Ѫބ��（大阪঎工会議ॴ 理事・産業෦௕）
େࡕ঎޻会議ॴの݈߁ҩྍ෼໺のาΈʙେࡕɾؔ ੢ʹ͓͚Δ݈߁ҩྍۀ࢈振興��೥ͱの࿈ಈʙ

˔Լ�ᑍ�ਅ�࢘�（੨৿大学 ソフトウΣア৘報学෦ ڭत）
バイオάリουの͜Ε·Ͱͱ͜Ε͔Β

�ਗ਼�จ�（バイオコミュニティ関西（Bioc,） 事຿局௕）ా�ߴ˔
バイオίϛϡχςΟؔ੢ɹΞοϓσート

����೥��݄�೔ バイオઓུトーΫηϛφーɹʮؔ੢ݍバイオΫϥスλーのྺ࢙ͱൃలʯ

˔ӫ�໦ݑ��࿨�（&iLi $onTVltinH
 LL$・1SFTiEFnt）
૑ༀྗڧԽͱ$%.0

˔஛೭Լ�ହ0&$）�ࢤ
 4FnZa 5IFSapFVticTʗ(VFTt 1SoGFTToS
 0TaLa 6niWFSTitZ）
$SFBUJOH�TVDDFTTGVM�FBSMZ�TUBHF�CJPUFDIT�r�UXP�DBTF�TUVEJFT�JO�UIF�6,

�ত�（バイオコミュニティ関西 ෭ҕ員௕ ݉ ౷ׅコーディネーター）߃�ా�ࡔ˔
˔Ӭ�ా�ஐ�໵�（%�LL$ $&0）
˔ϥφɾθイン�（(SFFnTta⒎ LiGFTciFncFT "TTociatF %iSFctoS）、͓ Αͼߨԋऀ

ύωϧσΟスΧογϣンɿ೔ถԤのൺֱʹΑΔ೔ຊのҩༀ඼͓ۀ࢈Αͼ૑ༀܥスλートΞοϓのڧΈͱ໰୊఺

����೥�݄��೔ バイオίϛϡχςΟؔ੢ʢ#JPD,ʣγンϙδ΢Ϝɹʮάϩーバϧࢢ৔Λ໨ͨ͠ࢦ૑ༀܥスλートΞοϓ૑ੜのՃ଎ʯ

˔ಙ�Ӭ�ਗ਼�ಙ�（ಠ立ߦ੓法ਓ੡品ධՁ技術ج൫機（&5*/）ߏ 企ը管理෦ イϊベーションࢧԉ՝ ઐ໳׭）
νーϜ/*5&のऔ૊

͓、�ত�（バイオコミュニティ関西 ෭ҕ員௕ ݉ ౷ׅコーディネーター）߃�ా�ࡔ˔ ΑͼߨԋऀύωϧσΟスΧογϣン

（大阪事業ॴ௕ （&5*/）ߏ൫機ج੓法ਓ੡品ධՁ技術ߦಠ立）�ࢢ�ߞ��ຊࢁ˔
/*5&の͝঺հ

（ԉ՝ ՝௕ࢧ企ը管理෦ イϊベーション （&5*/）ߏ൫機ج੓法ਓ੡品ධՁ技術ߦಛ別設ஔタスクフォース 国際エΩスύート ಠ立 （ద߹性ධՁҕ員会）4$0"$（ߏ国際ඪ४化機）40*）�ଠ࿠ߞ�٢ా˔
͍ͯͭʹಈ׆੒ʹؔ͢Δܗతͳඪ४Խɺϧーϧࡍࠃ

˔໦�Ҫ�อ�෉�（経済産業ল 産業ඪ४ௐࠪ会ج本੓策෦会 ҕ員ʗ/*5&理事（バイオテクϊϩジー෼໺୲౰））
ඪ४Խ੓ࡦのಈ޲

����೥�݄�೔ バイオઓུトーΫηϛφーɹʮϧーϧܗ੒ʹΑΔࢢ৔૑ग़ʙࡍࠃతͳඪ४Խ΍੍౓ߏஙのಈ޲ʹ͍ͭͯʙʯ

˔੢�ా޾��ೋ�（大阪大学大学Ӄ医学ܥ研究Պ ೴ਆ経ث֮ײ外Պ学講࠲	؟Պ学
 ओ೚ڭत）
֯ບ࠶ੜҩྍの࣮ݱԽʹ͚ͯ޲

˔த�ଜݑ��ਖ਼�（大阪อ݈医療大学 ڭतʗ大阪大学国際医工৘報センター টᡈڭत）
ಉछ׈ບؒ༿ࡉװܥ๔Λ༻͍ͨೈ࠶ࠎੜɹͦの࣮༻Խʹ͚ͯ޲

˔Ԭ�ా��ɹܿ�（大阪大学大学Ӄ医学ܥ研究Պ・医学෦ෟଐ病Ӄ 産学連携・クϩスイϊベーションイニシアティϒ ಛ೚।ڭत）
͍ͯͭʹಈ׆ੜҩྍφγϣφϧίンιーγΞϜの࠶ԉ͢ΔࢧΛٴੜҩྍのී࠶

（఺௕ڌ ఺ڌत（݉）工学研究Պテクϊアリーナ細๔੡଄コトͮ͘Γڭ  ߈大阪大学大学Ӄ工学研究Պ生物工学ઐ）�ノԬ�ਖ਼തل˔
๔੡଄のະདྷࡉ

˔໦�ଜ��ɹప�（ॅ༑フΝーマࣜג会社 代表取క役 ઐ຿ࣥߦ役員）
ॅ༑ϑΝーϚの࠶ੜɾࡉ๔ҩༀۀࣄのऔ૊ঢ়گ

（会社ビジョンέア 代表取క役社௕ࣜג）��੓�代ڮ�ߴ˔
໢ບ࠶ੜҩྍͱҩྍଆの४උ

˔ᖒ��ɹ๕�थ�（大阪大学大学Ӄ医学ܥ研究Պ ಛ೚ڭतʗ大阪࡯ܯ病Ӄ Ӄ௕）
͓、�ত�（バイオコミュニティ関西 ෭ҕ員௕ ݉ ౷ׅコーディネーター）߃�ా�ࡔ˔ Αͼߨԋऀ

ύωϧσΟスΧογϣン

�ত�（バイオコミュニティ関西 ෭ҕ員௕ ݉ ౷ׅコーディネーター）߃�ా�ࡔ˔
バイオίϛϡχςΟؔ੢ʢ#JPD,ʣʹ ͍ͭͯ

（तڭ・౎大学i14細๔研究ॴ ॴ௕ژ）���ɹ३ڮ�ߴ˔
J14ࡉ๔Λ༻͍ͨύーΩンιンප࣏ྍ

˔ᖒ��ɹ๕�थ�（大阪大学大学Ӄ医学ܥ研究Պ ಛ೚ڭतʗ大阪࡯ܯ病Ӄ Ӄ௕）
ॏ঱৺ෆશʹର͢Δ৺࠶ےੜҩྍ

����೥�݄��೔ #JPD,γンϙδ΢Ϝɹʮ࠶ੜҩྍ࠷લઢʙؔ੢͔Βੈք΁ʙʯ
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まれるバイオ関連産業෼໺に͓いてֵ新的なシーࠐݟい成௕͕ߴ
ズを事業化するためには、アカデミア�スタートアップ�事業会社͕࣋
ͭシーズとニーズを݁ͼ෇͚ること͕ॏཁとなるɻ新ن事業の૑出、
新たなイϊベーション༠発の場として、ʮ関西バイオビジネスマッチン
グʯを2011年͔Βܧଓ的に開࠵しているɻ

౰ॳは近畿経済産業局のҕ託、ิ ॿ、共࠵で、2017年͔Βは近畿バ
イオओ2022、࠵年͔Βはバイオコミュニティ関西と近畿バイオの共同
ओ࠵で開࠵しているɻ

։࠵झࢫ

ԋऀߨௐج

˛2011年ポスター

Ϛονンά੒ޭྫࣄ

ʰೱख़&5(エΩス（ɦϋトムΪ༝来）഑߹で、
体಺の಺ଆ͔Βً͘ಁ໌ײをಋ͘ඒ༰ҿྉ、

ʮエクイタンス イϊセンスクリアʯを、
201�年1݄9日（ਫ）ΑΓ新発ചしますɻ

エクイタンス イϊセンスクリア
ʦඒ༰ҿྉ、ਗ਼ྋҿྉਫʧ

ҎԼ、同社のニュースリリースをҰ෦ൈਮしてͤ͞ࡌܝていた͖ͩますɻ

ʮ関西バイオビジネスマッチング2011ʯに͓͚る
マッチング成ޭ事ྫとして、サンスターࣜג会社͔Β
̎̌ ̍̏ 年݄̍ 日̕に新঎品͕発ച͞れましたɻ

ӓ Ҫ 　 ྰ （Ϩイライフサイエンス༗ݶ会社 代表取క役）
ਗ਼ Ұ （いͪΑし経済研究ॴ 企業ௐࠪ෦ ट੮研究員） ࡚ ࢁ
ळ ޗ ݈ ݩ （サントリーϗールディングスࣜג会社 ஌的ࡒ産෦ ՝௕）
（会社カネボウ化হ品 Ձ஋૑成研究ॴ ओ೚研究員ࣜג） ਓ ܚ ڮ ߴ

ௐ講演はୈ6ճまででऴྃج˞

ୈ1ճ
2011年2݄7日、�日

Ҫ ֞ ଠ հ （ห࢜ޢ法ਓ๺඿法཯事຿ॴ）
౔ Ҫ ঘ ਓ （ࣜג会社ώューマン・Ωャピタル・マネジϝント 代表取క役社௕）　
َ ಄ क ࿨ （ຯのૉࣜג会社 研究開発企ը෦ ઐ೚෦௕）　
ྛ　  ত ৳ （ࣜג会社コーセー 研究ॴ 開発研究ࣨ ࣨ௕）　

ୈ2ճ
2012年2݄7日、�日

　（役員 マネージングディϨクターߦࣥ )ઓུ౤資 ߏ産業ֵ新機） ଠ ࿠ ౻ ࠤ
（Պ学研究ॴ௕߁݈ 役員ߦࣥ 会社ࣜגサントリーウエルネス） ࢤ ߒ ా ࣲ

ୈ�ճ
201�年2݄6日

ా 中 ོ 治 （੕ༀՊ大学 学௕）ୈ4ճ
2014年2݄5日

৿ Լ ཽ Ұ （大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ ڭत）
ୈ5ճ
2015年1݄27日

西 ଜ ल ོ（経済産業ল 生物化学産業՝௕）ୈ6ճ
2017年2݄2�日

2020年にはコϩナՒにΑΓ会場での開͕࠵で͖な͘なったためオンライ
ン΁とస׵し、2021年͔Βはオンライン開࠵のར఺を生͔して本֨的な
マッチングシステムをಋೖしたɻオンラインピッチ΍঎ஊの૬ख先を঺հ・
っているɻߦ༠するマッチングサポート΋ק

オンϥイン΁のస׵

関西バイオビジネスマッチング202�に͓͚る成ޭ事ྫとして、サーϒ・
バイオフΝーマࣜג会社と日本ଁث੡ༀࣜג会社͕、2025年�݄にサー
ϒ・バイオフΝーマ͕開発したजᙾ༹ղ性ウイルスʮ4VSW�N�$3"�1ʯにͭ
いて、ࠎೈ෦जᙾをର৅としたライセンスܖ໿をక݁しましたɻ

Ϛονンά੒ޭྫࣄ

Ճ಺༁ࢀ Ϛονンάαϙートґཔ਺ϐονࢀՃ਺

■ 企業　　■ アカデミア　　■ ͦのଞ
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ҩༀ඼ɾ૑ༀ
バイオςックɾ૑ༀ支援

$.0ɾ$%.0ɾ$30ɾ4.0
Պ ɾֶણҡ

化হ඼ɾトイϨλϦー
৯඼ɾҿྉ

೶ ɾྛਫ ࢈ɾச࢈
ɾエネϧΪーڥ؀

ҩྍثػɾ਍அثػɾ分ੳثػ
ցɾ૷ஔػ

ͦのଞの੡଄ۀ
ҩྍػ ɾؔؔػࠪݕ
*5ɾσδλϧɾ"*

コンαϧςΟンάʢϏδネεɾ஌ࡒɾༀࣄͳͲʣ
ۚ融ɾ7$

ͦのଞのαーϏεۀ
େ ɾֶػڀݚ ʢؔཧ ɾֶֶ޻ʣ

େ ɾֶػڀݚ ʢؔҩ ɾֶࣃ ɾֶༀֶʣ
େ ɾֶػڀݚ ʢؔ೶ֶʣ

େ ɾֶػڀݚ ʢؔͦのଞʣ
ிɾ地ํ࣏ࣗମެ׭

バイオクϥελーɾバイオ支援ஂମ
ͦのଞのެஂڞମ

ւ֎ؔػ
ͦのଞ

छɾ෼໺ۀ

2025年チラシ

��
��

�

����

�

��

��

�

˞ෳ਺ճ౴あΓ

ओ࠵　バイオコミュニティ関西（Bioc,） 
　　　/10法ਓ近畿バイオインダストリー振興会議
共࠵　関西医ༀ品ڠ会
会社ࣜגアズワン　ࢍڠ
　　　学ߍ法ਓࠤ౻学Ԃ 0B.リサーチセンター（03$）
関西イϊベーションイニシアティϒ（,4**）　ྗڠ
　　　（代表װ事機関 公ӹஂࡒ法ਓ౎ࢢ活ྗ研究ॴ）
　　　関西スタートアップアカデミア・コアリション（,4"$）
　　　大阪・ژ౎・ͻΐ͏͝ਆށコンソーシアム
　　　公ӹஂࡒ法ਓਆށ医療産業౎ࢢ推進機ߏ
会社ࣜג౎リサーチύークژ　　　
　　　大阪府（大阪バイオ・ϔッυクオーター）
ԉ　近畿経済産業局ޙ
　　　ಠ立ߦ੓法ਓ中小企業ج൫੔උ機ߏ 近畿本෦

2025年チラシ

2024年౓実੷
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外国企業との事業提携の実務～外国企業と提携する際のビジネスモデルと契約のポイント
ライフサイエンス企業におけるM&A戦略～M&Aの概要とライフサイエンス企業におけるM&A戦略
欧州におけるDigital Health／Digitalized Innovation 実現への 挑戦

製薬企業とのパートナリングに必要なデータと訴求力のある プレゼンテーション
【デジタルメディスンの現状と展望】
世界初のデジタルメディスン エビリファイマイサイトについて
デジタルメディスンの現状と田辺三菱製薬の取り組み
【AI/IoT からのヘルスケアビジネスの 展開】
富士通のヘルスケアビジネスへの取り組み紹介
【ライフサイエンスビジネス・ピッチ】
インタープロテイン（株）や ティーエフケイ（株）など、大阪・関西の
ライフサイエンス関連企業が登場！気になった発表者とネットワーキングでコネクト！
Post Covid-19時代、オンライン商談会はここに注意！
コロナ下におけるベンチャー企業の経営革新へのアドバイスと欧米バイオパートナリングの現状

マッチングシステムを使いこなそう！
オンライン商談の必勝戦略

スーパーコンピュータ・ AI が拓く創薬の未来
タカラバイオの事業戦略　新型コロナウイルス関連事業などの取り組みについて
医療と創薬でのAI活用事例
デジタル技術を活用した生活習慣病への対応とコロナ対策の取組み

脳回路マーカを用いたデジタルヘルス　
COI-NEXT でのデジタルバイオヘルス実現への取組み　
国産初の核酸医薬品であるデュシェンヌ型筋ジストロフィー治療剤ビルテプソの開発
翻訳反応の制御を目的とした核酸分子の開発

イズミ国際コンサルティング 代表　泉　  仁 史
株式会社テック・コンシリエ 共同創業者兼COO　小 林  　誠
デロイトトーマツコンサルティング合同会社 モニター デロイト ライフサイエンス＆ヘルスケア 執行 役員
京都大学 大学院医学研究科 特命准教授　柳 本 岳 史
FORESIGHT & LINX株式会社 代表取締役　能 見 貴 人

大塚製薬株式会社 医薬品事業部 医薬品企画グループ マネージャー　伴  真紀子
田辺三菱製薬株式会社 執行役員 デジタルトランスフォーメーション部長　清 水  　良

富士通株式会社 ヘルスケアビジネス推進統括部 部長 兼 エバンジェリスト（ヘルスケア担当）　岩 津 聖 二

合同会社トロ　芳 賀  　淳
三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 コンサルティング事業本部
経営コンサルティング１部 部長 兼 ヘルスケアコンサルティング室長　外 石  　満
三菱UFJキャピタル株式会社 ライフサイエンス部 副部長　島 﨑  　誠
一般財団法人日欧産業協力センター 情報サービス・ EENマネージャー　Daniel Gralki（ダニエル・グラルキ）
三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 コンサルティング事業本部
大阪ビジネスユニット 人の育ち支援室 チーフコンサルタント　杦 本 良 平
京都大学 大学院医学研究科 人間健康科学系専攻 ビッグデータ医科学分野 教授　奥 野 恭 史
タカラバイオ株式会社 代表取締役社長　仲 尾 功 一
株式会社HACARUS 代表取締役CEO　藤 原 健 真　
富士通Japan株式会社 ソリューションビジネス本部
ヘルスケアソリューションビジネス統括部 シニアディレクター　岩 津 聖 二
ATR脳情報通信総合研究所 所長／株式会社XNef 代表取締役 CEO　川 人 光 男
国立循環器病研究センター 理事・研究所長　望 月 直 樹
日本新薬株式会社 研究開発本部 創薬研究所 東部創薬研究所 所長　中 村 善 隆
国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学大学院 理学研究科 理学専攻化学 教授
機構教育研究推進等組織 糖鎖生命コア研究拠点 教授（兼任）　阿 部  　洋

講 演 テ ー マ年度 回 開催日 講 演 者 （敬称略）
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　ライフサイエンス෼໺は国際的にٸ଎な成௕をଓ͚て͓Γ、༗๬な技術΍研
究シーズの୳ࡧは国ڥをӽえて活発にߦΘれているɻ中小企業・ベンチャー企
業にとっては、国಺ࢢ場にとͲまΒͣ、海外企業とのఏ携、共同研究、ライセンス
アウトなͲを௨͡て事業֦大を図る大͖な機会͕広͕っているɻҰํで、海外展
開には海外ネットワーク΍国際ビジネスの経験͕ඞཁとなる΋のの、ଟ͘の中
小・ベンチャー企業ではͦのج൫͕े෼でないため、海外ビジネス機会を活͔
し͖れていないঢ়گ΋ݟΒれるɻ
　こ し͏た՝୊にରԠするため、大阪府では、大阪府಺のライフサイエンスܥ中
小・ベンチャー企業͕海外企業と出会い、事業ఏ携に݁ͼ͚ͭる国際マッチン
グのଅ進をओ໨的として本事業を実施して͖たɻ۩体的には、海外企業΍ライフサイエンスクラスターとの໘ஊࢧԉ、
大阪での঎ஊ会開࠵、৘報交׵の機会૑出なͲを௨͡て、府಺企業のグϩーバル展開をޙԡしするとと΋に、海外企
業の国಺ビジネス参ೖをଅ進し、大阪のライフサイエンス産業の͞Βなる発展を図ったɻ
　近畿バイオは本事業を2019年౓にॳめて受託し、ͦ の2025ޙ年౓までܧଓして受託しているɻ事業では、ҎԼを
企ը・ӡӦし、府಺企業の海外展開ࢧԉをଟ໘的に進めたɻ

େࡕ෎डୗۀࣄɿϥイϑαイエンεۀࣄ化ਪਐۀࣄ
（ライフサイエンス海外ビジネス展開౳ࢧԉ業຿）

� ೔ԤόΠΦςοΫˍϑΝʔϚɹύʔτφϦϯάΧϯϑΝϨϯε

� Ϧετ࠵৘ใަྲྀηϛφʔɹ։ܞ࿈׭ֶ࢈

೥ɹ౓ Ԥभଆۀا਺ʢࣾʣ ೔ຊଆۀا਺ʢࣾʣ ঎ஊ਺ʢ݅ʣ
61（15ヵ国）
104（20ヵ国）
106（20ヵ国）
84（22ヵ国）
80（18ヵ国）
88（22ヵ国）
110（18ヵ国）

50
48
50
50
45
71
82

263
391
291
260
218
302
339

����೥౓
����೥౓
����೥౓ˎ
����೥౓
����೥౓
����೥౓
����೥౓

＊コロナ禍のためオンラインのみ実施

˔国際Ϛッνンάイベントʮ೔Ԥバイオςック̱ ϑΝーϚ�ύートφϦンάΧンϑΝϨンεʯ
˔����೥͔Β����೥ʹ͔͚ͯ͸ɺ্ イベントのू٬Λ໨తとͯ͠#*0�*/5&3/"5*0/"-ʹɺه
ɹイベントޙのϑΥϩーΞップΛ໨తとͯ͠#*0�&6301&ʹࢀՃ
連携৘ใަྲྀηミφー׭ֶ࢈イベントのू٬Λ໨తとͨ͠ه্˔
˔ւ֎ల։Λ支援͢Δւ֎ల։αϙートηミφー

����೥ʙࡏݱ

� ւ֎ల։αϙʔτηϛφʔɹ։࠵Ϧετ

　研究成果をޮ཰的にアピールする機会͕গない関西のバイオ関連ベンチャー企業のために、海外企業の参加͕
ଟい大ن໛展ࣔ会であるBioJapan （ຖ年10݄、ύシフィコԣ඿）に͓いて、近畿バイオでϒースのҰఆ۠ըを֬
อし出展をࢧԉしているɻ

　全国のバイオベンチャー৘報をొ࿥した本データベースを、2022年͔Βバイオインダストリーڠ会（JB"）と共
同でӡӦしているɻJB"はओに౦日本を、近畿バイオはओに西日本を୲౰し、新ࡌܝنのק༠΍ࡌܝ৘報のϝンテ
ナンスをߦっているɻ֤ 社の事業֓ཁ、ओな੡品・技術・サービス、成果΍実੷͓Αͼアライアンスの໨ඪ・ニーズ
౳をࡌܝして͓Γ、バイオベンチャー企業にアクセスするための༗用ポータルとして役立っているɻ日ӳのサイト͕
あΓ海外΁の৘報発৴πールとして΋༗用であるɻ

����೥౓ɿ 7社 ����೥౓ɿ �社 ����೥౓ɿ �社
����೥౓ɿ�14社 ����೥౓ɿ 6社 ����೥౓ɿ 9社
����೥౓ɿ�11社 ����೥౓ɿ 1�社 ����೥౓ɿ 14社
����೥౓ɿ 14社 ����೥౓ɿ 14社 ����೥౓ɿ 10社
����೥౓ɿ�14社

2025年12݄現在のࡌܝ企業਺　�70社

新型コロナウイルス感染症の罹患後症状　

産官学連携による難病治療薬開発のエコシステム
除菌消臭剤のメカニズム解明から生まれた創薬ツール～クライオ電子顕微鏡用グラフェングリッドの開発～
COVID-19経口治療薬ゾコーバの創製とパンデミックへの備え
デジタル技術による持続可能な医療
AI創薬の基礎としてのデータベースと多面的モデリング
　　　　　　　　　　　　　　　　
クオリプスの概要及び今後の戦略について
ChatGPT最速導入。DXが当たり前の住友ファーマ
腸内環境の見える化がもたらす新しい健康未来像と創薬・ヘルス産業への期待

再生医療を取り巻くわが国の法整備と開発現場の現状と課題について
既知から未知を発見するAI「KIBIT」を活用した創薬の標的探索、DRとその仮説生成
AIを駆使したタンパク質デザインの現状と応用

国立国際医療研究センター病院 国際感染症センター
国際感染症対策室 医長、医療教育部門 副部門長（兼任）　森岡 慎一郎
大阪大学 大学院医学系研究科 再生誘導医学寄附講座 寄附講座 教授　玉 井 克 人
大阪大学 大学院薬学研究科 教授　井 上  　豪
塩野義製薬株式会社 研究本部 創薬疾患研究所長　佐 藤 剛 章
サスメド株式会社 代表取締役、医師・医学博士　上 野 太 郎
大阪大学 蛋白質研究所 教授／医薬基盤・健康・栄養研究所
AI健康・医薬研究センター センター長（兼任）　水 口 賢 司
クオリプス株式会社 代表取締役社長 最高経営責任者　草 薙 尊 之
住友ファーマ株式会社 データデザイン室 兼 IT&デジタル革新推進部 主席部員　菅 原 秀 和
国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 医薬基盤研究所 副所長
ヘルス・メディカル微生物研究センター センター長（併）　國 澤  　純
株式会社サイト-ファクト 代表取締役社長CEO　川真田  伸
株式会社FRONTEO 取締役／CSO（Chief Science Officer）　豊 柴 博 義
大阪大学 産業科学研究所 准教授　曽 宮 正 晴

講 演 テ ー マ年度 回 開催日 講 演 者 （敬称略）
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医薬品創出において日本人が海外に展開していくためには？

技術情報流出をめぐる現状と課題について
ライフサイエンスプレゼンテーション力向上セミナー
「理系プレゼンテーション成功のカギ『要約力』を磨こう」

創薬イノベーションの未来を切り拓く：長期的なグローバルパートナーシップの価値

英国・ケンブリッジのエコシステム発展の歴史と弊社の果たしてきた役割
海外とのコミュニケーション、ビジネスの仕方を学ぶセミナー
―英語が下手でも、プレゼンが下手でも、モノさえ良ければ怖くない！
　肩肘張らずに、自然体で海外と付き合おうー
国境も組織も越えて向き合うコミュニケーションギャップと
そこから生まれるイノベーション
スタートアップの海外展開・連携に向けたヒント
バイオ医薬品における米国市場への外国企業の参入と関連薬事の動向
日本から世界へ：ビジネスディベロップメント成功のための戦略

講 演 テ ー マ年度 回 開催日 講 演 者 （敬称略）
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イーライリリー株式会社 コーポレートビジネスディベロップメント
リリーベンチャーズジャパンアンドアジア シニアダイレクター　本 田 孝 雄
大阪府警察本部 外事課 経済安全保障担当　石 村 徳 彦
読売新聞大阪本社 社長直属「新聞のちから」委員会事務局 事務局長　戸 田 博 子
読売新聞大阪本社 社長直属「新聞のちから」委員会事務局 専任次長

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 創薬研究アライアンス部 部長／
大阪大学共創機構 特任教授　前 田 朋 子
ケンブリッジコンサルタンツ株式会社 メディカルテクノロジ―事業部 事業開発部長　松 井 拓 也
JPRO INCUBATION OFFICE 代表　上 谷 和 司

京都大学 「医学領域」産学連携推進機構 特定教授　鈴 木  　忍

一般社団法人 ライフサイエンス・イノベーション・ネットワーク・ジャパン 事務局長 　高 橋 俊 一
BLA Regulatory, LLC 創業者 兼 主任コンサルタント　Frank Li
Greenstaff Lifesciences Japan Associate Director of Business Development JP-US　ラナ・ゼイン

Ϧετɹ͖ͭͮ࠵৘ใަྲྀηϛφʔɹ։ܞ࿈׭ֶ࢈

#JP+BQBOڞಉग़ల
����೥ʙࡏݱ
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ੜ׆श׳ප༧๷のͨめの
ձڀݚೳੑ৯඼։ൃʹ関͢Δػ

本研究会は、健康な生活を維持するための重要な要素である
食と運動の機能性の関係を解明し、第３期科学技術基本計画
にも謳われている生涯健康な生活―生涯はつらつ生活を実
現するための研究情報を集積し、新しい産業を立ち上げるこ
とを目的とする。

����೥ൃ଍ʙ����೥第一ظ

「食と運動の機能性に関する研究会」
　　　　　　　　～関西における食・運動関連クラスター形成に向けて～

開催趣旨

臨床医・各専門分野の第一人者と開発者との連携と相互理解により、医師が認め、消費者に
期待される機能性食品の開発を通じて、高齢化社会における健康の維持、疾病・老化の予
防、食産業の発展に寄与する。
「くすり」の専門家である薬剤師も含め、健康食品が「予防医学・代替医療」として有効に生か
されるよう、科学的根拠に基づいた健康食品の機能性、有効性および安全性を議論し、健康
食品の信頼性を高める場とした研究会を開催する。

����೥ʙࡏݱ第ೋظ

「生活習慣病予防のための機能性食品開発に関する研究会」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～アグロメディカル・イニシアティブとの連携～

開催趣旨

ӡӦମ੍

̎̌ ̎̑ ೥݄࣌̕఺
内 藤 裕 二　（京都府立医科大学大学院 教授）

吉 川 敏 一　（京都府立医科大学 学長）

栗 木  　隆　（江崎グリコ株式会社 取締役 研究フェロー）

亀 井 淳 三　（順天堂大学 特任教授）
田 岡 直 明　（株式会社カネカ アグリ・バイオ＆サプリメント研究所 所長）
芦 田  　均　（武庫川女子大学 食物栄養科学部 教授／神戸大学 名誉教授）
青 井  　渉　（京都府立大学大学院 准教授）
柴 田 浩 志　（サントリーウエルネス株式会社）

吉 川 敏 一　（ルイ・パストゥール医学研究センター 理事長）
田 中 隆 治　（ＮＰＯ法人近畿バイオインダストリー振興会議 相談役／星薬科大学 元学長）

村 山 宣 人　（ＮＰＯ法人近畿バイオインダストリー振興会議 専務理事）

会　　　長

委　　　員

事 務 局 長

副　会　長

初 代 会 長

アドバイザー

����೥ʙࡏݱ 京都府立医科大学大学院

内 藤 裕 二教授

パーソナライズド・ニュートリションを目指したバイオセンサー
食品機能成分のスクリーニングと運動の併用効果
透析患者における抗疲労臨床試験の事例
予防医療の実践に向けたバイオマーカーの研究開発
シームレスカプセル化技術とその応用の可能性
体質改善サプリ：カネカ・グラボノイド
卵白ペプチドーランペップが血管拡張・血流改善に与える効果
「生活習慣病研究会」開催の趣旨
腎障害の発症機序と食品による予防と改善
メタボ時代の大腸癌発症機序と食品による予防
皮膚と体型の見た目のエージング
脳の老化の機序と食品による予防と改善
ドライマウスの発症機序と食品による予防と改善
老化の共通基盤である酸化ストレスと食品による予防
ケルセチンによる高血圧予防
食事と行動変容による成人病疾患予防の最前線
変形性膝関節症の病態と食品による予防・改善
老人性難聴の発症機序と食品による予防と改善
医農連携へ向けての新たな挑戦
網羅的プロテオミクスが明らかにする栄養動態変動の機序
肝臓の栄養代謝からみた食と疾病予防対策
医農連携へ向けての新たな挑戦
前立腺癌の発症機序と食品による予防と改善
北海道産素材の機能性評価の取り組み
還元型コエンザイムＱ１０ ー食事からもきちんと摂りたいー
アンチエイジング素材としての明日葉カルコン、長命草
大豆由来の脂質代謝調節機能素材PIPSナガセ
歯周病バイオフィルムを制御する鶏卵抗体（IgY）の開発
LOX-1を用いた変性ＬＤＬ（酸化ＬＤＬ）の活性測定法の確立
カナダサスカチュワン州Ａｇ－west bioの紹介
温州みかんの三ケ日コホート研究
脱脂大豆からの機能性食品への利用
植物が生産するヒアルロン酸
生活習慣病予防のための機能性食品研究
研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）の紹介
A-STEP採択研究「消化管は全身の新たな司令塔」
ドライアイの発症機序と食品による予防と改善
緑茶の機能性解明と利用技術の開発
教職員および大学生における生活習慣病予防のための調査
アスタキサンチンによる脂肪肝炎の進展抑止
アディポネクチン経路に着目した機能性食品開発
肥満予防が期待できる食品素材の開発
清酒から見出されたα-グルコシルグリセロールの機能性
酒粕から生まれた機能性新素材　プロファイバー
麹菌産生鉄キレート型環状ペプチド　フェリクリシンの機能性
薬用食品にメタボリックシンドローム予防物質を探る
セサミンの抗高血圧作用と血管弛緩作用メカニズム
抗がん剤シスプラチンの副作用緩和における漢方薬の役割
腸管免疫修飾による動脈硬化予防法の開発
味覚受容体の機能と消化管における役割
リンゴポリフェノール（プロシアニジン類）の機能性について
医農連携の成果を普及させるための戦略研究
健康食品の現状と課題
機能性表示健康食品は、実現するか？
アルツハイマー病発症機構の解明に向けた基盤的研究
海藻起源の機能性食品素材：フコイダンとアガロオリゴ糖
生活習慣病対策の新規機能性食品素材

大阪大学大学院 工学系研究科 教授　　民谷栄一
奈良女子大学 生活環境学部 食物栄養　　井上裕泰
大阪市立大学大学院 医学研究科　　福田早苗
（株）バイオマーカーサイエンス 解析センター　　中西　守
森下仁丹（株） バイオファーマ研究所　　浅田雅宣
カネカ（株） ＱＯＬ事業部　　中川　格
（株）ファーマフーズ 開発部　　佐内勇亮
京都府立医科大学 消化器内科学教室 教授　　吉川敏一
医療法人良秀会 藤井病院 岸和田藤井第２診療所　　宗正　敏
京都府立医科大学大学院 医学研究科 准教授　　内藤裕二
北里大学 名誉教授　　塩谷信幸
杏林大学 医学部 精神神経科学教室 教授　　古賀良彦
鶴見大学 歯学部口腔病理学講座 教授　　斎藤一郎
大阪大学大学院 医学系研究科 教授　　森下竜一
京都府立医科大学大学院 医学研究科 教授　　丸中良典
日経BP社 医療局 主任編集委員　　宮田　満
大阪大学 整形外科 助教　　前　達雄
滋賀医科大学 消化器内科 教授　　藤山佳秀
東京大学大学院 医学系研究科 教授　　山岨達也
京都府立医科大学 内科学教室 教授　　吉川敏一
大阪大学大学院 医学系研究科 教授　　金井好克
金沢大学大学院 医学系研究科 第一内科 教授　　金子周一
京都府立医科大学 学長　　吉川敏一
帝京大学 医学部 泌尿器科講座 主任教授　　堀江重郎
（株）アミノアップ化学 研究部 主任研究員　　三浦健人
（株）カネカ ＱＯＬ事業部 幹部職　　藤井健志
タカラバイオ（株） 機能性食品部　　大野木宏
ナガセケムテックス（株） 研究員　　渥美祐太
（株）ファーマフーズ 開発部 第２グループ長　　山下裕輔
（株）バイオマーカーサイエンス 解析センター長　　大木　誠
Ａｇ－west bio President　　Wilf Keller
（独）農研機構 果樹研 主任研究員　　杉浦　実
不二製油（株） 執行役員　　廣塚元彦
東洋紡績（株） 総研　　柴谷滋郎
京都府立医科大学 学長　　吉川敏一
（独）科学技術振興機構　技術移転ﾌﾟﾗﾝﾅｰ 谷村修也
京都府立医科大学 消化器内科学 准教授　　内藤裕二
慶應義塾大学 医学部 眼科 専任講師　　川北哲也
（独）農研機構 野菜茶業研 上席研究員　　山本（前田）万里
近畿大学 薬学部 医療薬学科 教授　　川崎直人
金沢大学 医薬保健研究域 准教授　　太田嗣人
東京大学大学院 医学系研究科 特任准教授　　山内敏正
辰馬本家酒造(株) 研究開発室 室長　　竹中史人
大関(株) 総合研究所 次長　　峰時俊貴
月桂冠(株) 総合研究所 副主任研究員　　入江元子
京都薬科大学 教授　　吉川雅之
大阪薬科大学 病態分子薬理学研究室 教授　　松村靖夫
星薬科大学 薬動学教室 教授　　杉山　清
神戸大学大学院 医学研究科 内科学講座 講師　　山下智也

味の素(株） イノベーション研究所 フロンティア研グループ長　　中村英志
（独）農研機構 果樹研究所　　庄司俊彦
神奈川県立保健福祉大学 学長　　中村丁次
公益財団法人 日本健康・栄養食品協会 理事長　　下田智久
大阪大学大学院 医学系研究科 教授　　森下竜一
岐阜大学大学院 医学系研究科 助教　　太田和徳
タカラバイオ(株) バイオ研究所 主任研究員　　大野木宏
(株)カネカ ＱＯＬ事業部 機能性食品グループ　　北村志郎

講 演 テ ー マ 講 演 者 （敬称略）
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北海道産天然素材を用いた機能性食品素材の開発
ホウレン草糖脂質のがん対策（予防と治療）
食による予防医学　～ω３系脂肪酸とアンチオキシダント～
ナノテクノロジーを活用した天然物のヒト受容体と医学応用
くすりと食品機能に関するネットワークの形成
調剤薬局が期待する健康食品
見た目の科学からみたサプリメントの考え方
カロテノイド色素β-クリプトキサンチンと生活習慣病予防
新たな機能性表示制度の枠組と今後の展望
糖尿病と食生活：酸性体質の恐ろしさ
『食品薬学』―機能性食品素材に有用なｼｰｽﾞを求めて―
タカラバイオの機能性食品素材について
ユビキノール（還元型CoQ10）の抗疲労効果と市場展開
スノーデンのプラセンタ・紅參・乳酸菌
抗ストレス食品『アスパラガス茎熱水抽出物（ETAS）』と『ヘルシーDo』

カロテノイド類の生体調節機能に着目した抗メタボ食品提供技術の開発とその効果の実証研究
栄養成分としてのコラーゲンの作用
腸内細菌治療で健康長寿
慢性咳嗽時の咳嗽感受性亢進機序とそれに対するマヌカハニーの抑制効果
神経ペプチドGALPによる摂食・エネルギー代謝調節
食物繊維由来腸内細菌代謝物、短鎖脂肪酸と抗肥満
腸内代謝物による免疫修飾作用と炎症性腸疾患
人を対象とした疫学研究における科学的エビデンス
メタボロミクスの食品・生薬の官能評価への応用
生体移行性に注目した食品由来ペプチドの機能性研究
食と肥満：腸管の役割

シート型生体センサによる医療、介護、福祉、ヘルスケアへの貢献～パッチ式脳波センサを例に～
食品機能とバイオセンサー
ビフィズス菌GCL2505株の機能性研究
乳酸菌・腸内細菌の新たな脂肪酸代謝―機能性脂肪酸生産と腸内脂質代謝制御への展開－
オルガノイド培養法を用いた腸内細菌と宿主の相互作用の研究
健康に寄与する微生物の育成により皮膚疾患を予防する脂肪酸素材
腸内環境・腸内微生物叢を標的にした高機能農林水産物開発：現状と展望
食品機能性評価のための新規マーカーの探索
生活習慣病予防・改善に役立つ希少糖の生理機能
希少糖含有シロップ～レアシュガースウィートの食品への利用～
リソファジーと生活習慣病

脳による食物摂取の認知とアミノ酸恒常性維持の仕組み ～おいしく食べて健康づくり～
脳腸相関を介したプロバイオティクスの身体症状緩和作用
グリシンの睡眠改善効果
乳酸菌と腸管や炭水化物との相互作用の研究
Microbiome解析への新しいアプローチ：Single cell解析の進展
腸内フローラと健康・疾病
隈笹エキスの育毛効果および活性成分の探索
腸内細菌叢と循環器疾患・生活習慣病
In Vitroで構築したヒト組織モデルの医療・創薬・食品分野への可能性
皮膚の細菌叢解析と病気
メタボロミクスを用いた歯周病トランスレーショナルリサーチの新展開

神戸薬科大学における生涯研修支援事業と健康食品領域研修認定薬剤師制度
健康食品・機能性食品研修ポータルサイト“セルフメディケーション.com”の構築と運営
"健康食品”の安全性・有効性情報を介した情報発信および保健機能食品の現状
JSPS産学協力「未病マーカー」研究委員会の活動と次世代機能性食品の新側面
超高齢社会における新しい認知症予防
ディープラーニングを用いた食事画像の自動認識
腸内環境を決める因子は何なのか？ 遺伝子、母子環境、食、環境要因？
日本食と健康 ―脳機能を中心として―
ペプチドハンティング ～多彩な機能性を示す食品由来ペプチドの発見とそのメカニズム～

(株)アミノアップ化学　　三浦健人
神戸学院大学 栄養学部 准教授　　水品善之
東京海洋大学 特任教授　　矢澤一良
慶應義塾大学 医学部 医化学教室 教授　　末松　誠
星薬科大学 薬物治療学教室 教授　　亀井淳三
(株)阪神調剤薬局 薬局統括本部研修リーダー　　蓬莱哲也
近畿大学 アンチエイジングセンター 教授　　山田秀和
（独）農研機構 果樹研究所 上席研究員　　杉浦　実
名古屋文理大学 フードビジネス科 教授　　清水俊雄
京都府立医科大学大学院 医学研究科 教授　　丸中良典
近畿大学 薬学総合研究所 准教授　森川敏生
タカラバイオ（株） CDMセンター 課長　　大野木宏
（株）カネカ QOL事業部 幹部職　　藤井健志
スノーデン（株） 広報開発部 理事　　高橋　洋
（株）アミノアップ化学 学術部 学術開発室　　前田哲宏

京都府立医科大学大学院 医学研究科 消化器内科 准教授　　内藤裕二
（株）ニッピ バイオマトリックス研究所 理事・主任研究員　　小山洋一
慶應義塾大学 医学部 消化器内科 教授　　金井隆典
星薬科大学 薬物治療学教室 教授　　亀井淳三
星薬科大学先端生命科学研究所 生命科学先導研究センター 教授　　塩田清二
東京農工大学大学院 農学研究院 応用生命化学専攻 准教授　　木村郁夫
慶應義塾大学 薬学部 生化学講座 教授　　長谷耕二
大阪大学大学院 医学系研究科 臨床統計疫学 教授　　新谷　歩
大阪大学大学院 工学研究科 生命先端工学専攻 教授　　福崎英一郎
京都大学大学院 農学研究科 教授　　佐藤健司
京都大学大学院 医学研究科 教授 兼 京都大学医学部附属病院 病院長　　稲垣暢也
大阪大学 産業科学研究所 先進電子デバイス研究分野 教授　　関谷　毅
大阪大学大学院 工学研究科 精密化学・応用物理学専攻 教授　　民谷栄一
江崎グリコ（株） 健康科学研究所 チームリーダー　　滝井　寛
京都大学大学院 農学研究科 応用生命科学専攻 応用微生物学講座 助教　　岸野重信
慶應義塾大学 医学部 消化器内科 助教　　佐々木伸雄
大阪市立工業研究所 生物・生活材料研究部 脂質工学研究室長　　永尾寿浩
京都府立医科大学大学院 医学研究科 准教授　　内藤裕二
（公財）神奈川科学技術アカデミー 常勤研究員　　亀井飛鳥
香川大学 副学長・医学部 細胞情報生理学 教授　　徳田雅明
松谷化学工業（株） 研究所 課長代理　　内山朋子
大阪大学大学院　医学系研究科 遺伝医学講座　准教授　　濱崎万穂
（株）鳥居食情報調節研究所 代表　　鳥居邦夫
徳島大学大学院 医歯薬学研究部 准教授　　西田憲生
味の素（株） イノベーション研究所 グループ長　　塩崎　誠
関西大学 化学生命工学部 生命・生物工学科 助教　　山崎思乃
早稲田大学 先進理工学部 生命医科学科 教授　　竹山春子
杏林大学 保健学部 学部長　　神谷　茂
星薬科大学 副学長　杉山　清
神戸大学医学部附属病院 循環器内科 准教授　　山下智也
大阪大学大学院 工学研究科 准教授　　松崎典弥
岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 准教授　　冨田秀太
大阪大学大学院 歯学研究科 准教授　　久保庭雅恵
神戸薬科大学 エクステンションセンター 講師　　鎌尾まや

星薬科大学 生体分子薬理学研究室／応用医療情報研究室 教授　　亀井淳三
医薬基盤・健康・栄養研究所 食品保健機能研究部 部長　　千葉　剛
東京大学大学院 農学生命科学研究科 応用生命化学専攻 特任教授　　阿部啓子
岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 脳神経内科学 教授　　阿部康二
電気通信大学大学院 情報理工学研究科 情報学専攻 教授　　柳井啓司
京都府立医科大学大学院 医学系研究科 消化器内科 准教授　　内藤裕二
北海道大学大学院 工学研究院 客員教授　　木曽良信
京都大学大学院 農学研究科 准教授　　大日向耕作

講 演 テ ー マ 講 演 者 （敬称略）
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マイクロニードル技術を活用した化粧品の最前線
大豆タンパク質のさらなる可能性
腸内細菌に応答する膜タンパク質の機能解析～プレ・プロバイオティクスの効果の検証～
COVID-19長期化に備えた腸管免疫
ケトン体（β-ヒドロキシ酪酸，BHB）の発酵生産とその利用
ポスト・ウイズコロナの時代の毛細血管ケア
絶食や食品成分により誘導される冬眠様低代謝状態の神経基盤の解明
生活習慣病予防における骨格筋の役割
長鎖高度不飽和脂肪酸と脳の健康

実験動物に優しい新しい食品機能評価法の開発―腎臓障害からサルコペニア―
魚肉タンパク質および魚肉ペプチドの健康機能性
機械学習を取り入れた全身循環の血流シミュレーション
毛細血管の健康（ヘスペリジンを例として）
生活習慣病の性差と機能性食品開発のターゲット
眼精疲労を含む視機能の加齢性変化への取り組み
皮膚感覚の分子メカニズムとその応用

食で健康維持をはかる－軽度不調改善による仕事のパフォーマンス向上に資する食
Well-being実現に向けた機能性食品の役割
日本食から考える機能性素材
オルガノイドが切り拓く腸内細菌研究
柑橘成分の脳保護作用の研究および食品素材への展開
肥満に伴う代謝異常症の予防・改善に有用な食品素材の探索と機能解析
健康寿命延伸のための毛細血管強化と機能性食品の役割

高い水溶性カルシウム：リン酸化オリゴ糖カルシウムの食を介したオーラルケアへの応用
医学から機能性食品研究へ－疾病予防の要としての食品－
食と微生物と健康
水溶性食物繊維の機能性を考える
機能性食品開発のためのゲノム編集技術の活用
老化研究による新たな生活習慣病治療法の探索
オートファジー活性調整によるビヨンドエイジングの可能性
食のパーソナライズと今後の展望
ポリフェノールの健康効果を腸から紐解く
麴菌デフェリフェリクリシンの機能性食品素材としての可能性
京丹後長寿研究から見えてきた健康　－腸内細菌－食相関

食物繊維による短鎖脂肪酸を介した代謝機能改善作用と機能性食品素材応用
腸内細菌と認知症：食品から展望する認知症予防
エンテロタイプと機能性食品
TREM2に着目した糖尿病性認知症の新規認知症評価系の開発と植物由来フラボノイド・タキシフォリンの展開医療
健康な食と生殖能力の関係：マウスを用いて神経回路の観点から
骨格筋と腸のクロストークから考える食品機能
クロダイズポリフェノールの血管機能向上効果について
地域高齢住民のフレイルにおける栄養素・食品摂取量と腸内細菌に関する横断的研究～２０２５年世界長寿サミットに向けて～
筋萎縮に有効な機能性宇宙食の開発
生活より：動脈硬化の新知見とケルセチン配糖体による血管新生～心外膜脂肪と毛細血管Vasa Vasorum～
毛細より：毛細血管の維持がもたらす健康寿命の延伸
認知症基本法と最近の施策の動向：生活習慣病の視点から
腸内環境を守るPaneth細胞･αディフェンシンの健康と疾患における役割
骨格筋Microphysiological Systems(MPS)を活用した機能性食品開発
認知症の回復を目指した和漢薬研究
食品成分がもつ免疫調節機能
感覚栄養学とポリフェノール
食品機能とマイクロRNA
カロテノイドとビタミンAによる骨格筋の調節
腸内細菌叢－宿主のクロストークを媒介するマイクロRNAと食餌要因
自身の脂肪酸バランスの状態を知って、日々の食生活に活かそう
中枢NAD+代謝に着目した中枢-骨格筋連関とサルコペニアについて
ヒトiPS細胞を活用した骨格筋研究：萎縮および筋分化に関する話題提供

　　　　
コスメディ製薬（株） 取締役　　権　英淑
不二製油（株） 開発部門 企画室 主席研究員　　河野光登
星薬科大学 生体分子薬理学研究室 特任講師　　今　理紗子

京都府立医科大学大学院 医学系研究科 消化器内科学 准教授　　内藤裕二
大阪ガス(株) エネルギー技術研究所 シニアリサーチャー　　坪田　潤
大阪大学 微生物病研究所 情報伝達分野 教授　　高倉伸幸
名古屋大学 環境医学研究所 ストレス受容・応答研究部門神経系分野Ⅱ 特任助教　　山口裕嗣
京都府立大学 生命環境科学研究科 分子栄養学研究室 教授　　亀井康富
サントリーウエルネス（株） 健康科学研究所 研究主幹　　金田喜久
広島大学大学院 統合生命科学研究科 分子栄養学研究室 教授　　矢中規之
（株）鈴廣蒲鉾本店 製造チーム 研究開発部 部長 兼 魚肉たんぱく研究所 所長　　植木暢彦
東京大学大学院 情報学環 教授　　大島まり
江崎グリコ（株） 応用研究室　　宅見央子
大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科 准教授　　原田直樹
ロート製薬（株） 営業企画推進部 学術情報グループ　　植松由起
(株)マンダム 基礎研究所 ライフサイエンス研究室 室長　　藤田郁尚
農研機構 食品研究部門 主席研究員　　山本（前田）万里
京都府立医科大学大学院 医学研究科 教授　　内藤裕二
順天堂大学 健康総合科学先端研究機構 客員教授　　亀井淳三
群馬大学生体調節研究所 粘膜エコシステム制御分野 教授　　佐々木伸雄
松山大学 名誉教授　　古川美子
京都大学大学院 農学研究科 准教授　　後藤　剛
神戸大学大学院 保健学研究科 教授　　藤野英己
江崎グリコ（株） 応用研究室　　田中智子
（公財）ルイ・パストゥール医学研究センター 理事長　　吉川敏一
京都大学大学院 農学研究科 応用生命科学専攻 教授　　小川　順
京都府立医科大学大学院 医学研究科 教授　　内藤裕二
（株）セツロテック 代表取締役CEO　　竹澤慎一郎
大阪大学大学院 医学系研究科 健康発達医学寄附講座 教授　　中神啓徳
（株）AutoPhagyGO 代表取締役社長　　石堂美和子
（株）AIVICK 代表取締役　　矢津田智子
星薬科大学 生体分子薬理学研究室 特任講師　　今　理紗子
月桂冠（株） 総合研究所 副主任研究員　　戸所健彦
京都府立医科大学大学院 医学研究科 生体免疫栄養学講座 教授　　内藤裕二
京都大学大学院 生命科学研究科 生体システム学分野 教授　　木村郁夫
国立長寿医療研究センター もの忘れセンター 医長・副センター長　　佐治直樹
摂南大学 農学部応用生物学科動物機能科学研究室 教授　　井上　亮
国立病院機構京都医療センター 臨床研究センター 内分泌代謝高血圧研究部 部長　　浅原哲子
国立研究開発法人理化学研究所 生命機能科学研究センター 神戸／発生・再生研究棟新規 比較コネクトミクス研究チーム　　宮道和成
京都府立大学大学院 生命環境科学研究科 栄養科学 准教授　　青井　渉
神戸大学大学院 農学研究科 教授　　芦田　均
京都府立医科大学 大学院医学研究科 生体免疫栄養学 教授　　内藤裕二
徳島大学 大学院医歯薬学研究部 生体栄養学分野 教授／徳島大学 宇宙栄養研究センター センター長　　二川　健
徳島大学大学院医歯薬学研究部 循環器内科学分野 教授　　佐田政隆
大阪大学 微生物病研究所 情報伝達分野 教授　　髙倉伸幸　
国立研究開発法人国立長寿医療研究センター もの忘れセンター 客員研究員　　佐治直樹
北海道大学大学院 先端生命科学研究院 教授　　中村公則 
名古屋大学大学院 工学研究科 生命分子工学専攻 准教授　　清水一憲
富山大学 和漢医薬学総合研究所 神経機能学領域 教授・副所長　　東田千尋
十文字学園女子大学 人間生活学部 食品開発学科 教授　　辻　典子
芝浦工業大学 システム理工学部 教授　　越阪部奈緒美
九州大学 大学院農学研究院 生命機能科学部門 食料化学工学講座 食糧化学分野 主幹教授　　立花宏文
大阪公立大学 大学院農学研究科 生命機能化学専攻 助教　　北風智也
北海道大学 大学院農学研究院 基盤研究部門 生物機能化学分野 食品機能化学研究室 教授　　園山　慶
麻布大学発ベンチャー 株式会社 食機能探索研究所 BABILON 取締役　　原馬明子
国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター ジェロサイエンス研究センター中枢性老化-骨格筋代謝-運動機能制御研究 プロジェクトチーム プロジェクトリーダー　　伊藤尚基
東京大学 大学院農学生命科学研究科 応用生命化学専攻 食品生化学専攻分野 教授　　山内祥生

講 演 テ ー マ 講 演 者 （敬称略）
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現在の事業別活動の経緯と成果 現在の事業別活動の経緯と成果

健康な人の毛細血管画像 ゴースト化した毛細血管画像

毛細血管観察装置

毛細血管の老化・劣化と加齢関連疾患の関係 ーゴースト血管による治療抵抗性ー
緑内障診療における爪床毛細血管測定の活用の可能性
毛細血管スコープの研究および社会実装の現状と構想

大阪大学 微生物病研究所 情報伝達分野 教授/大阪大学 総長補佐　髙倉伸幸
東北大学大学院 医学系研究科 神経・感覚器病態学講座眼科学分野 教授　中澤　徹
あっと株式会社 代表取締役　武野　團

����೥��݄��೔ɹオーϓンηϛφーɹ˞オーϓン

血流美人！ゴースト血管を作らないために
毛細血管の健康に寄与する商品開発

金沢医科大学 総合内科学 准教授　赤澤純代
ヘルスケア商品企画開発コンサルタント　藤井千春

����೥�݄��೔ɹୈ�ճオーϓンηϛφーɹ˞オーϓン

機能性表示食品取得を見据えた毛細血管測定の利用 たしかにプラス株式会社 代表取締役　深谷泰亮
����೥�݄��೔ɹʢൃ଍ޙʣୈ�ճオーϓンηϛφーɹ˞オーϓン

血管機能の非侵襲的評価法としての爪床毛細血管指標の可能性 愛媛大学大学院 抗加齢医学（新田ゼラチン）講座教授／
愛媛大学医学部附属病院 抗加齢予防医療センター長　伊賀瀬道也

����೥��݄�೔ɹʢൃ଍ޙʣୈ�ճオーϓンηϛφーɹ˞オーϓン

　高齢者の健康維持、医療費増大などを解決するためには、未病の段階で病気への進行を止めるセル
フケアが重要であり、その実現には手軽に健康状態をチェックできる指標が必要となる。毛細血管計測
画像は、特定の疾患、老化、疲労、ストレスなどの健康状態と関連する指標として活用できる可能性があ
る。毛細血管計測画像を用いて、会員の研究・ビジネスの発展に貢献し、かつ、当該画像を健康指標とし
て確立すること、およびその社会実装を進めることを目的に活動を展開している。

開催趣旨

ӡӦମ੍

法人会員　10社 ／ 個人会員　3名

委　員　長 髙 倉 伸 幸　（大阪大学微生物病研究所 教授）

副 委 員 長 武 野  　團　（あっと（株） 代表取締役）

事 務 局 長 国 松 武 史　（NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議　理事・事務局長）

大阪大学
微生物病研究所

髙 倉 伸 幸教授

ໟ؅݂ࡉϥϘɾ
ࣾձ࣮૷コϯιーγΞϜ
����೥ʙࡏݱ

血管形成に関わる薬剤・食品開発の試験法
毛細血管の老化予防に着目した植物素材の開発～植物原料メーカーの挑戦～
未来社会健康デザイン拠点について　紹介

大阪大学微生物病研究所 情報伝達分野 教授／大阪大学 総長補佐　髙倉伸幸
丸善製薬株式会社 研究開発本部 基盤技術研究科 主任研究員　大戸信明
東北大学 医学部 眼科学教室 主任教授　中澤　徹

����೥�݄��೔ɹʢൃ଍ޙʣୈ�ճηϛφーɹ˞会һݶఆ

毛細血管を対象とした未病・疾患対策
毛細血管研究の進展、毛細血管指標を用いた臨床試験の事例報告
健康経営の現状と毛細血管指標の健康経営企業での活用に関して

大阪大学微生物病研究所 情報伝達分野 教授／大阪大学 総長補佐　髙倉伸幸
あっと株式会社 代表取締役　武野　團　　あっと株式会社 CSO　中野　讓
あっと株式会社　臼田明生

����೥�݄��೔ɹ����೥౓ɹ会һ૯会ɾୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ

大動脈・細動脈・毛細血管と運動トレーニング
炎症をターゲットにした非感染性疾患(NCDs)
Cardiometabolic Diseases の予防と治療
共同研究提案

流通経済大学 スポーツ健康科学部 教授　大槻　毅
認定NPO法人アジア太平洋心臓病学会 理事長　松森　昭

あっと株式会社 代表取締役　武野　團

����೥��݄�೔ɹ����೥౓ɹୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ

血行促進と予防医学

健康社会の実現に向けた腸内環境の見える化と血管・毛細血管との関連可能性

早稲田大学 ナノ・ライフ創新研究機構 規範科学総合研究所
ヘルスフード科学部門 部門長　矢澤一良　　
国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所／
ワクチン・アジュバント研究センター センター長　國澤　純

����೥�݄��೔ɹ����೥౓ɹୈ�ճڀݚ会ɹ˞オーϓン

コンソーシアム会員様との意見交換会
����೥�݄��೔ɹ����೥౓ɹୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ

最近の血管の研究データ
コンソーシアムの今後の計画と分担案

大阪大学微生物病研究所 情報伝達分野 教授／大阪大学 総長補佐　髙倉伸幸
あっと株式会社 代表取締役　武野　團

����೥�݄��೔ɹ����೥౓ɹ会һ૯会ɾୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ

機能性食品成分による生活習慣改善への毛細血管指標の活用 東北大学 名誉教授 特任教授　駒井三千夫
����೥�݄��೔ɹ����೥౓ɹୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ

毛細血管の可視化と再生医療
毛細血管顕微鏡を用いたウロリチンA含有素材による血管改善効果

大阪大学微生物病研究所 情報伝達分野 教授　髙倉伸幸
ダイセル株式会社 ヘルスケアSBU 事業推進室 事業戦略グループ　卯川裕一

����೥��݄�೔ɹ����೥౓ɹୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ

毛細血管病である全身性強皮症
毛細血管最新研究の紹介― 「毛細血管論文と解析システム紹介」

大阪大学大学院医学系研究科 血管作動温熱治療学共同研究講座/免疫内科　嶋良　仁
あっと株式会社 代表取締役　武野　團

����೥�݄��೔ɹ����೥౓ɹୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ

最新の毛細血管研究動向
食と健康と毛細血管の関わり～ポリフェノール研究者の取り組み～
毛細血管指標のPHR連携

大阪大学微生物病研究所 情報伝達分野 教授　髙倉伸幸
摂南大学 農学部食品栄養学科 准教授　岸本良美
あっと株式会社 代表取締役　武野　團

����೥�݄��೔ɹ����೥౓ɹ会һ૯会ɾୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ

動脈硬化の新知見とケルセチン配糖体による血管新生
～心外膜脂肪と毛細血管Vasa Vasorum～
毛細血管の維持がもたらす健康寿命の延伸

徳島大学大学院医歯薬学研究部 循環器内科学分野 教授　佐田政隆

大阪大学微生物病研究所 情報伝達分野 教授　髙倉伸幸

����೥�݄�೔ɹ����೥౓ɹୈ�ճڀݚ会ɹ˞ੜ׆श׳ප༧๷のͨΊのػೳੑ৯඼։ൃʹؔ͢Δڀݚ会ͱ߹ಉ։࠵

皮膚老化と毛細血管とのかかわり 資生堂株式会社 みらい開発研究所 シーズ開発センター
センター長（Vice President）　加治屋健太朗

����೥��݄��೔ɹ����೥౓ɹୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ

健康長寿を支える血管・リンパ管機能の維持とその実現に向けて
毛細血管へのアプローチを目指した健康食品の研究開発について

東京科学大学 大学院 医歯学総合研究科 病態生化学分野 教授　渡部徹郎
全薬販売株式会社 パワーライン営業部 学術開発課 課長　桜庭大樹

����೥�݄��೔ɹ����೥౓ɹୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ

サルコペニアにおけるゴースト血管の関与　
セルフ型毛細血管スコープによるエビデンスベースヘルスケアと社会実装の可能性
爪先毛細血管指標と毛細血管に関わる機能性表示に向けて

大阪大学微生物病研究所 情報伝達分野 教授　髙倉伸幸
あっと株式会社 代表取締役　武野　團
あっと株式会社　藤井千春

����೥�݄�೔ɹ����೥౓ɹୈ�ճڀݚ会ɹ˞オーϓン

血管の形成・機能維持と疾患・加齢に伴う破綻
着るだけで血行促進させる衣服技術

日本医科大学　福原茂朋
MTG社 GISHW 大阪・関西万博関連イベント 動画配信

����೥��݄��೔ɹ����೥౓ɹୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ

臓器間ネットワークによる代謝恒常性制御機構～発見から応用へ～ 東北大学 SiRIUS（医学イノベーション研究所）所長／副理事　片桐秀樹
����೥�݄�೔ɹ����೥౓ɹ会һ૯会ɾୈ�ճڀݚ会ɹ˞会һݶఆ
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バイオの࣍ੈ୅を͑ߟΔձ

　次世代を担うアカデミアと企業の若手研究者が集い、違う立場から共通の接点や役割を
見いだし、新しい展開や創造につなげる異業種交流の場として「バイオの次世代を考える
会」を立ち上げ、交流活動を実施した。

����೥ʙ����೥

ୈ1ճ
（会社 会௕ࣜגサントリーグϩーバルイϊベーションセンター）��ଂݡ�ڮ�ߴ˔

˔ॏ�দ�ઍ�ত�（公ӹஂࡒ法ਓ関西จ化学術研究౎ࢢ推進機ߏ 参༩ 1%..ࢧԉセンター ౷ׅ෦௕）

����೥�݄��೔

͚͍͸Μͳ஍۠ʹ͓͚Δαントリーのऔ૊Έ

͚͍͸Μͳֶݚ౎ࢢʹ͓͚Δイϊϕーγϣンਪਐのऔ૊Έ

˔അ�৔�݈�࢙�（۝भ大学 生体防ޚ医学研究ࣨ ෟଐトランスオミクス医学研究センター ϝタボϩミクス෼໺ ڭत）
ΞΧσϛΞ͔Βの࿩୊ఏڙ

サントリーワールυ
リサーチセンター

ୈ�ճ
˔ീेྑ�ݪ඙�（ࣜג会社カネカ バイオテクϊϩジー開発研究ॴ ্੮װ෦）

˔২�ా�ॆ�ඒ�（ژ౎大学大学Ӄ ೶学研究Պ Ԡ用生໋Պ学ઐڭ ߈त）

����೥�݄��೔

ΧωΧのバイオςΫϊϩδーϔのऔΓ૊Έ

会社カネカࣜג近のऔΓ૊ΈͱωοトϫーΩンά࠷のࣨڭ
工業ॴ࠭ߴ

ୈ5ճ
˔٢�Ԭ�ढ़�඙�（ύナソニックࣜג会社 テクϊϩジーイϊベーション本෦ センサ・デバイス研究ॴ ॴ௕）

˔Ԭ�ᖒ�ರ�࢘�（大阪府立大学 生໋ڥ؀Պ学研究ࣨ ।ڭत）

����೥�݄�೔

ύφιχοΫの͝঺հ

২෺バイオ͸バイオΤίϊϛーʹݙߩͰ͖Δ ʁ͔ɹー/&%0�1+ͳͲͰのֶ࢈࿈ྫࣄڀݚܞーύナソニック
ミュージアム

ୈ6ճ
˔த�ᖒ��ɹప�（大௩੡ༀࣜג会社 ૑ༀઓུ෦ ઓུ企ըࣨ ࣨ௕）

˔দ�Ӝ�༑�྄�（大阪大学大学Ӄ工学 研究Պ生໋先端工学 ।ڭत）

����೥�݄��೔

େ௩੡ༀʢגʣの঺հ

ϘトϜΞοϓバイオϩδーɿ࣍ ੈ୅のバイオαイΤンス大௩グループ
大阪本社

ୈ7ճ
˔๺�Ԭ�ါࢠ��（日本ベンチャーΩャピタルࣜג会社 ৗ຿ࣥߦ役員）����೥�݄��೔

఺͔ΒࢹʙϕンνϟーΩϟϐλϧのํ͑ߟͱݧܦ

近畿バイオ

ୈ�ճ
����೥��݄��೔

Ճ౻ேӁ؅ओʹΑΔࣉӃҊ಺͓Αͼߨ࿩
Ճऀશһʣࢀʢܦࣸ

ༀࣉࢣ

ୈ2ճ
（.) 会社 研究本෦ 研究企ըࣜג大日本ॅ༑੡ༀ）�࠸�ࠀ�ా�౻˔

˔த�௩��ɹప�（大日本ॅ༑੡ༀࣜג会社 ਓ事（ਓࡐҭ成）୲౰ シニアオフィサー）
˔ా�த޾�޹��（研究本෦研究管理෦ ਓࡐ企ը( ਓࡐҭ成୲౰ओ೚）

����೥�݄�೔

͝ѫࡰͱ会ࣾ঺հ

େ೔ຊॅ༑੡ༀʢגʣのਓࡐϚωδϝント

˔໦�ଜ��ɹప�（大日本ॅ༑੡ༀࣜג会社 取క役ࣥߦ役員）
౰ࣾの࠶ੜࡉ๔ҩྍ΁のऔΓ૊Έ

˔Ԯ�野�ઍ�ळ�（ਆށ大学大学Ӄ 工学研究Պ Ԡ用化学ઐڭ ߈त）
ਆށେֶの࠷近のऔΓ૊Έʹ͍ͭ ʢͯՊֶٕज़イϊϕーγϣンڀݚՊΛத৺ʹʣ

ॅ༑クラϒ大阪

ୈ4ճ
˔ਗ਼�ਫ��ɹྑ�（ాลࡾඛ੡ༀࣜג会社 ࣥߦ役員 フューチャーデβイン෦ ෦௕）
˔େ�野��ɹݚ�（૑ༀ本෦ ૑ༀج൫研究ॴ 研究員）

˔಺ࢁ���ɹਐ�（大阪大学大学Ӄ 工学研究Պ 生໋先端工学ઐڭ ߈त）

����೥��݄��೔

ాลࡾඛ੡ༀΛ"*ͰͲ͏σβイン͢Δ ʁ͔

୿ന࣭の෺ੑߴ���඼࣭ͰΑΓ҆શͳバイオҩༀ඼の։ൃʹ͚ͯ޲
ాลࡾඛ੡ༀ
会社 本社ࣜג

όΠΦͷ࣍ੈ୅Λ͑ߟΔձ

　次世代を担う産学官の若手のネットワーク形成と、オープンイノベーションに繋がる異業
種交流活動を目的として活動を再スタートした。今後、バイオテクノロジーがわが国のイノ
ベーションの核となるよう期待されるためには、各分野において最新の研究に携わっている
産学官のバイオニューリーダーの密な協力が不可欠と考え、アカデミア・産業界から最新の
研究を紹介し、議論するとともにバイオエコノミーを推進し、関西におけるエコシステムを根
付かせることを目的に活動している。

座　　　長 青 木　  航　（大阪大学 大学院工学研究科 教授）

副　座　長 蓮 沼 誠 久　（神戸大学先端バイオ工学研究センター・センター長 教授）
白 石 晃 將　（京都大学大学院農学研究科 助教）
菅 原 雄 一　（塩野義製薬株式会社 ワクチン事業本部）

����೥ʙࡏݱόΠΦͷ࣍ੈ୅Λ͑ߟΔձɹ࠶ελʔτ

メ ン バ ー 関 谷　  毅　（大阪大学 産業科学研究所 教授）
三 浦 夏 子　（大阪公立大学大学院 農学研究科 准教授）
山 崎 聖 司　（大阪大学 産業科学研究所 准教授）
村 木 倫 子　（大阪大学 経営企画オフィス 教授）
高 田　  啓　（富山県立大学 工学部 生物工学科／生物・医薬品工学研究センター 講師）
西藤 真太郎 （近畿経済産業局 地域経済部 バイオ・医療機器技術振興課 課長補佐）
中 村 修 士　（NTT西日本株式会社 ビジネス営業本部 主査）
朝 見 陽 次　（サントリーホールディングス株式会社 イノベーション企画部）

ୈ1ճ

�೭�（み΍こΩャピタルύートナー）޺��ᖒࡾ˔
����೥�݄��೔

バイオΛऔΓ͘רपลঢ়گʹؔ͢Δηϛφーʢ஌ࡒɾ๏຿ɾࡒ຿ʣ
スλートΞοϓのࡒ຿ઓུ

˔த�৿��ɹ࿱�（๺඿法཯事຿ॴ ห࢜ޢ）
๏຿ઓུ

˔女�୩�߶ࢤ��（ߴౡಛڐ法཯事຿ॴ ห理࢜）
ঢ়ݱ஌తઓུのࡍࠃ

ୈ2ճ

˔༄�ָ�༱�࢙�（Ԙ໺ٛ੡ༀࣜג会社 ૑ༀ開発研究ॴ ͕ΜトランスϨーショナル・リサーチ ྖҬ௕）
����೥��݄�೔

オーϓンイϊϕーγϣンʢֶ࢈࿈ܞʣの੒ޭڞྫࣄ༗
৽߅�$$3߅نମ4�������の૑੡͔ΒֶͿֶ࢈࿈ܞのҙٛ

˔௶�ా��ɹ५�（大阪Ψスࣜג会社 エネルΪー技術研究ॴ フΣϩー）
ҟ෼໺΁の௅ઓʵαϓリϝントݪྉɾൃ ߬έトンମ%�#)#のൃ߬ੜ࢈ʵ

（プϩジΣクト推進ࣨ ಛ೚෦௕・׭社 産学ࢧژॴ౦࡞会社ౡ௡੡ࣜג）�࠸��Ұా�ݎ˔
৯ʹΑΔ݈߁௕णࣾ会の࣮͚ͨ޲ʹݱऔΓ૊ΈʙηϧϑέΞϑーυڠ議会の近گʙ

˔ా�த�ྑ�࿨�（ݩサントリーグϩーバルイϊベーションセンターࣜג会社）
ՖۀࣄΛڀݚ։ൃのྗͰҭͯΔʙϕンνϟーۀا΍ֶ׭ͱの࿈ܞʙ

ୈ�ճ
����೥�݄�೔

׵ަݟಈఏҊɾҙ׆
バイオΤίϊϛーਪਐʹ͓͚Δ೔ຊの՝୊ʹ͍ͭͯ

ୈ4ճ
����೥�݄��೔

ҙ׵ަݟ
೔ຊのバイオςΫϊϩδーΛՃ଎ͤ͞Δະདྷઓ ɾུάϥントσβインΛ議࿦͢Δ

ୈ5ճ
����೥��݄̍ �೔

ҙ׵ަݟ
߹੒ੜ෺ֶのݱঢ়ͱকདྷల๬
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　ライフサイエンス෼໺で࠷先端の研究を展開している関西の先生ํに͝講演をい
た͖ͩ、੡ༀ企業、医療機ث企業、਍அༀ企業、݈ なͲのラऀ܎食品、サプリ、医療関߁
イフサイエンス関͓ऀ܎ΑͼҰൠのํʑに、݈ 医療産業にରするインスピϨーショ・߁
ン͓Αͼ産業化΁のイマジネーションを͡ײていた͖ͩ、産׭学にΘたる組織ԣஅ的
なコミュニティーをৢ成して産׭学のର࿩をଅ進することを໨的として開࢝したɻຖճ
2໊の講ࢣの先生͔Β、࠷先端の研究にͭいてϗットな࿩୊をఏڙいた͖ͩ、講ࢣの先
生と௚઀͓࿩しいた͚ͩる場をఏڙしているɻ౰ॳは全10ճを予ఆしていた͕、޷ධ
のためܧଓしているɻ

ؔ੢ϥイϑαイエンεɾϦーσΟンάαイエンςΟεトηミφー
����೥ʙࡏݱ

ୈ1ճ
˔஛�ా��ɹܿ�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ・໔Ӹ制ޚ学、໔Ӹ学フϩンティア研究センター ڭत）

˔খൺլɹ૱�（大阪大学大学Ӄ ༀ学研究Պ ڭत）

����೥�݄��೔

Ԍ঱ੑ௎࣬ױのൃ঱ߏػのղੳ

ঢ়ͱকདྷల๬参加ਓ਺：61ݱҩༀ։ൃのࢎ֩

ୈ2ճ
˔ԼଜҏҰ࿠�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ ಺෼ൻ代ँ಺Պ学 ڭत）

˔ਫ࢘�ݡ�ޱ��（医ༀج൫研究ॴ プϩジΣクトリーダー）

����೥��݄��೔

ϝλϘリοΫγンυϩーϜのපଶֶͱ࣏ྍඪత

ੜ෺ֶʹΑΔγスςϜのཧղ͔Β૑ༀ΁参加ਓ਺：59ࢉܭ

ୈ�ճ
˔ۚ�Ҫࠀ�޷��（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ 生体システムༀ理学 ڭत）

˔Ԟ�野࢙�ګ��（ژ౎大学大学Ӄ 医学研究Պ ྟচシステムजᙾ学 ಛఆڭत）

����೥�݄�೔

͕Μࡉ๔のΞϛϊࢎऔΓࠐΈΛඪతͱ͕ͨ͠Μ1&5਍அͱ߅जᙾ࣏ྍの։ൃ

スーύーίンϐϡーλͰ௅Ή૑ༀͱҩྍ参加ਓ਺：44

ୈ4ճ
˔ੴ�Ҫ��ɹ݈�（医ༀج൫・݈ （ӫཆ研究ॴ ૑ༀデβイン研究センター センター௕・߁

˔৽�୩��ɹา�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ دෟ講ڭ ࠲त）

����೥�݄��೔

ΞϨϧΪーͱ͕Μ໔Ӹʹର͢ΔΞδϡバント։ൃڀݚの৽ల։

ถࠃʹԙ͚ΔྟচϏοάσーλΛ༻͍ͨڀݚ࡯؍参加ਓ਺：67

ୈ5ճ
（तڭ 大阪大学 ໔Ӹ学研究フϩンティアセンター）�ɹ�३ڷノ۽˔

˔అɹ߁���ԝ�（大阪大学大学Ӄ ༀ学研究Պ ڭत）

����೥�݄��೔

೔ຊの໔ӸڀݚͱͦのྟচԠ༻ɹʙ࣬ױの伴෼ࢠηϚϑΥリンڀݚ΋ؚΊͯʙ

զ͕ൃࠃのバイオҩༀの૑ग़ʹ͚ͯ޲ɹʙ߅ମҩༀʹϑΥーΧスͯ͠ʙ参加ਓ਺：51

ୈ6ճ
˔٢�৿ɹ��อ�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ 遺伝学ࣨڭ ಛ別ڭत）

˔Ҫ�্ɹ��߽�（大阪大学大学Ӄ 工学研究Պ ڭत）

����೥��݄��೔

Λ཈੍͍ͯ͠Δױ੒෼෼ղγスςϜ͕༷ʑͳ࣬ݾ๔のࣗࡉオートϑΝδーɿऀޢ๔のकࡉ

ୈ�ੈ୅߅ମҩༀ඼の։ൃʹඞਢのΞダϓλー෼ࢠの設ܭ参加ਓ਺：45

ୈ7ճ
（तڭ ౎大学 i14細๔研究ॴژ）�ߦ��໦�ൣ࠺˔

˔ۚ�ా�҆�࢙�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ ڭत）

����೥�݄��೔

J14ࡉ๔͕΋ͨΒ͢৽ͨͳೈڀݚױ࣬ࠎ

෮ͨ͠׆Ҩ఻ྍ࣏ࢠɹʙ࠷近の੒Ռͱ՝୊ʙ参加ਓ਺：59

ୈ�ճ
（तڭ ࠲ෟ講د研究Պ 再生༠ಋ医学ܥ大阪大学大学Ӄ 医学）��人ࠀ��Ҫۄ˔

˔ഡݪ��ਖ਼�හ�（ژ౎大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ ڭत）

����೥�݄��೔

ੜମ಺ࠎ਷ؒ༿ࡉװܥ๔Λඪతͱͨ͠ମ಺࠶ੜ༠ಋҩྍ։ൃのݱঢ়ͱະདྷ

Ͱʕ参加ਓ਺：50·ݧओಋ࣏ࢣΒҩ͔ڀݚૅج౎େֶൃΞΧσϛΞ૑ༀɹʕ୎ӽͨ͠ژ

ୈ9ճ
˔ੴ�Ҫɹ��༏�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ・生໋機能研究Պ ໔Ӹ細๔生物学 ".&%・J45ɼ$3&45 ڭत）

（तڭ 研究Պܥ大阪大学大学Ӄ 医学）��Լ�ढ़�ӳࢁ˔

����೥�݄��೔

յのಈత࣮ମഁࠎ৽のੜମイϝーδンάٕज़Ͱଊ͑Δ໔ӸԌ঱ɾ࠷

த਻ਆܦো֐ʹର͢Δ࠶ੜ࣏ྍઓུ参加ਓ਺：64

ୈ10ճ
˔஛�಺ɹ��ཧ�（ژ౎大学 ウイルス・再生医Պ学研究ॴ ".&%�$3&45
（तڭ %&." 

˔Ԭ�ా�ਵ�৅�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ 遺伝౷ܭ学 ڭत）

����೥��݄�೔

N3/"෼ղʹΑΔԌ঱ௐઅϝΧχζϜ

Ҩ఻౷ֶܭͰഭΔ࣬ױපଶのղ໌ͱήϊϜ૑ༀ参加ਓ਺：44

ୈ11ճ
（तڭ大阪大学 ୿ന࣭研究ॴ ।）�࣏�ݑ�࡚�ؠ˔

˔ᅳ�ᖒɹ��७�（医ༀج൫・݈ （ӫཆ研究ॴ プϩジΣクトリーダー・߁

����೥�݄�೔

࣮༻Խ͞Εͨ࠷৽Ϋϥイオిٕݦज़ɹʙ૑ༀ΁のԠ༻ʙ

௎಺͕ڥ؀ಋ͘ੜମԠ౴のૅجతղ໌ͱ݈߁Պֶ΁の৽ల։参加ਓ਺：41

大阪大学共૑機ߏ ಛ೚ڭत ߃ ా ࡔ ত
大阪大学大学Ӄ 医学研究Պ ڭत ஛ ా 　ܿ
公ӹஂࡒ法ਓ౎ࢢ活ྗ研究ॴ

ϞデϨーター

共　　࠵

ୈ�6ճ෩ܠ（202�年7݄�日）

ত ߃ ా ࡔ ஛ ా  　ܿ
ԋҰཡߨ

ୈ20ճ
（तڭ大阪大学 サイバーϝディアセンター টᡈ）��ত߃�ా�ࡔ˔

˔஛�ా��ɹܿ�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ ڭत）

����೥�݄��೔

ϥイϑαイΤンスɾオーϓンイϊϕーγϣンʹର͢Δײࢲ

Ԍ঱ੑ௎࣬ױのපଶղ໌ΛΊͨ͟͠௎߃؅ৗੑのҡ࣋ߏػのղੳ参加ਓ਺：64

ୈ21ճ
˔৿ɹߒ���ఓ�（ಸྑ先端Պ学技術大学Ӄ大学 データۦ動型サイエンス૑଄センター システムඍ生物学 ڭत）

˔େ�୩�௚ࢠ��（大阪ࢢ立大学大学Ӄ 医学研究Պ ڭत）

����೥�݄�೔

େ௎͔ڀݚەΒのωοトϫーΫੜ෺ֶ΁のల։

௎಺ەࡉ૓ͱ͕Μɹʙ௎಺ؔەࡉ࿈ҼࢠʹΑΔ؊͕Μのਐలߏػʙ参加ਓ਺：67

ୈ22ճ
˔ຊ�ా�఩�໵�（ژ౎大学医学෦ෟଐ病Ӄ ൽෘՊ 講ࢣ）

˔দ�ଜ�ହࢤ��（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ ৘報౷߹医学講࠲ 医療৘報学 ڭत）

����೥��݄�೔

๔ಈଶ͔ΒΈͨൽෘ໔Ӹ൓Ԡࡉ

ҩྍσーλೋ࣍ߏڥ؀༺׆ஙのͨΊのϩーυϚοϓ参加ਓ਺：46

ୈ2�ճ

ୈ24ճ
˔ؔ�୩ɹؽ���（大阪大学 総௕ิ （तڭ त 大阪大学産業Պ学研究ॴڭӫ༪・ࠤ

（तڭ 大阪大学 ඍ生物病研究ॴ ৘報伝ୡ෼໺）�޾�৳��૔ߴ˔

����೥�݄��೔

೴೾ηンγンάٕज़ͱ"*ٕज़͕ੜΈग़͢ҩ ɾྍϔϧスέΞ૑ੜɹʙϒϨインϏοάσーλΛ׆༻ͨ͠༧๷ɾ࣏ ྍの։୓ʙ

ʮ݂؅಺ൽࡉװ๔Λ༻͍ͨ৽͍݂͠࠶؅ੜྍ๏の։ൃʯ参加ਓ਺：1�2

ୈ25ճ
˔຀�ౡ�ल�थ�（ژ౎大学大学Ӄ 医学研究Պ जᙾ生物講࠲ ।ڭत）

˔ഡٱ�ٛ�ݪ��（産業技術総߹研究ॴ バイオϝディカル研究෦໳ 研究෦໳௕）

����೥�݄��೔

ന݂පΛൃ঱ͤ͞ΔݪҼҨ఻ࢠのղ໌ɹʕੜ·Ε͔ͨ࣌Βന݂ප͸࢝·͍ͬͯΔʕ

৽͍͠ҩༀ඼ͱͯ͠のϥΫダՊಈ෺༝དྷ7))߅ମ参加ਓ਺：�0

ୈ26ճ
˔த�野و�� （࢜大阪大学 ֩物理研究センター௕）

˔দ�Ӝ�ળ�࣏�（大阪大学 ඍ生物病研究ॴ ڭत）

����೥��݄��೔

,஋Λ΋͍ͪͨղੳͰ෼͔ͬͨ৽ܕίϩφײછ֦େのಛ௃

৽ܕίϩφ΢イϧスのੑঢ়ͱϫΫνン։ൃのݱঢ়参加ਓ਺：��

ୈ27ճ
˔ӬҪɹलయ�（（国開）産業技術総߹研究ॴ 先端フォトニクス・バイオセンシングオープンイϊベーションラボラトリ 研究グループ௕ 
　　　　　　　先端フォトニクス・バイオセンシングオープンイϊベーションラボラトリ（阪大0*L）݉ ຿）

˔த�ాɹݚ���（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ ݈߁スポーπՊ学講࠲ スポーπ医学ڭ ࣨڭत）

����೥�݄�೔

৽ܕίϩφ΢イϧス౳ײછ঱ࠪݕ༻௒ߴ଎リΞϧλイϜ1$3γスςϜの։ൃ

スϙーπҩֶ͔Βの݈ڀݚ߁ɾ৘ใՊֶͱバイオインダストリーɿ౦ژオリンϐοΫͱ$07*%���Λܴ͑ͯ
参加ਓ਺：�4

ୈ2�ճ
˔๬�݄�௚�थ�（国立॥ث؀病研究センター 理事 研究ॴ௕）

˔੢�野�๜�඙�（大阪大学産業Պ学研究ॴ ڭत）

����೥�݄�೔

θϒϥϑΟογϡΛ༻͍ͨ॥ൃث؀ଁੜֶڀݚ

ϙストίϩφ࣌୅ʹ͓͚Δଟࡎ଱ੑײەછ঱ࠀ෰ʹؔ͢Δڀݚ参加ਓ਺：7�

ୈ12ճ
˔ҏ�઒�ਖ਼�人�（大阪大学 ඍ生物病研究ॴ ڭत）

˔野�ా�ַࢤ��（ژ౎大学ウイルス研究ॴ ウイルスඍ細ߏ଄研究ྖҬ ڭत）

����೥�݄�೔

ήϊϜฤूٕज़のਐาͱ՝୊

インϑϧΤンβ΢イϧスの૿৩ߏػ参加ਓ਺：62

ୈ1�ճ
˔઒�人�ޫ�உ�（（ג）国際ిؾ௨৴ૅج技術研究ॴ ௨শ"53、೴৘報௨৴総߹研究ॴ ॴ௕）

˔༄�ా�ૉࢠ��（ژ౎大学大学Ӄ 医学研究Պਛଁ಺Պ学 ڭत）

����೥�݄��೔

ਓ޻஌ೳͰਫ਼ਆ࣬ױɾൃ ୡো֐Λ࠶ఆ࣏ٛ͠ྍ͢Δ

ਛଁのʮ࣏Δʯͱʮ࣏Βͳ͍ʯのڥքઢ͸ͲのΑ͏ʹܾ·Δの͔参加ਓ਺：71

ୈ14ճ
（会社 )*7 *ntFHSaTF *nIiCitoS グϩーバルプϩジΣクトリーダーࣜגԘ໺ٛ੡ༀ）��ຽ�༤ݪ�౻˔

˔৽�ଂ�ྱࢠ��（ಸྑ先端Պ学技術大学Ӄ大学ˠ2017�11�1～ ౦ژ大学෼子細๔生物学研究ॴ バイオサイエンス研究Պ ڭत）

����೥��݄�೔

)*7インςάϥーθ્֐ༀυϧςάϥϏϧの૑ༀͱ։ൃのಓఔ

௎؅*H"߅ମʹΑΔ௎಺ەࡉબผͱͦの੍ޚ参加ਓ਺：42

ୈ15ճ
˔੢�ా޾��ೋ�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ ೴ਆ経ث֮ײ外Պ学（؟Պ学） ڭत）

˔य़�野�խ�඙�（৘報௨৴研究機（$5*/）ߏ ೴৘報௨৴༥߹研究センター ೴৘報工学研究ࣨ 研究マネージャー）

����೥�݄�೔

๔のະདྷࡉͱJ14؟

会ੑの೴಺ϝΧχζϜͱストϨス参加ਓ਺：40ࣾ޲

ୈ16ճ
（तڭ 大阪大学 ඍ生物病研究ॴ 遺伝子生物学෼໺）�ɹ��ӳ�ೋݪ˔

˔໦�ଜɹ��ప�（大日本ॅ༑੡ༀ	ג
 取క役 ࣥߦ役員）

����೥�݄�೔

ޚのղ໌ͱͦの੍ߏػޚ๔࿝ԽʹΑΔൃ͕Μ੍ࡉ

J14ࡉ๔Λ༻͍ͨ࠶ੜҩྍの࣮༻Խʹ͚ͯ޲参加ਓ਺：74

ୈ17ճ
݈・൫ج医ༀ）�ࢠҪ༝ඒࠓ˔ （ワクチンプϩジΣクト プϩジΣクトリーダーޚછ病ଶ制ײ ӫཆ研究ॴ・߁

˔େ�੢�๕�ळ�（産業技術総߹研究ॴ バイオϝディカル研究෦໳ ෭෦໳௕）

����೥�݄��೔

΢イϧスײછʹର͢Δ॓ओ֩಺γスςϜのԠ౴ߏػ

ମ಺࣌ܭϝΧχζϜͱௐઅߏػ参加ਓ਺：44

ୈ1�ճ
˔ӳ国ྖؗࣄ�(FOPNJDT�&OHMBOEとコϥϘ։࠵����೥��݄�೔

ӳࠃのήϊϜҩྍのڀݚ։ ɿൃ࣮ ੷ͱޙࠓのల๬

参加ਓ਺：72

ୈ19ճ
˔๬�݄�ರ�࢙�（ژ౎大学 ウイルス・再生医Պ学研究ॴ�理化学研究ॴ ๬݄理࿦生物学研究ࣨ ڭत）

˔อ�ઋ�௚ؽ��（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ װ؞細๔制ޚ学 دෟ講࠲।ڭत）

����೥�݄�೔

ωοトϫーΫߏ଄͔Βੜ·ΕΔ໋γスςϜの߃ৗੑ

ଟൃੑࠎ਷जʹର͢Δ৽ࡉ3�5"$ن๔ྍ๏の։ൃ参加ਓ਺：�4

8&B開࠵

8&B開࠵

8&B開࠵

8&B開࠵

8&B開࠵

ୈ2�ճ ˞����೥�݄ʹ։࠵Λ༧ఆ͍ͯͨ͠ୈ��ճηミφー͸৽ܕコϩφ΢イϧεײછ֦େのӨڹʹΑΓٸᬎதࢭとͳͬͨ
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ୈ29ճ
˔Տ�ຊ��ɹ޺�（ژ౎大学 ウイルス・再生医Պ学研究ॴ ෭ॴ௕ 再生໔Ӹ学෼໺ ڭत）

（तڭ 大阪大学 ໔Ӹ学フϩンティア研究センター ໔Ӹ化学研究ࣨʗඍ生物病研究ॴ ໔Ӹ化学෼໺）��੉��ɹঘߥ˔

����೥�݄�೔

J14ࡉ๔Λࡐྉͱͨ͠൚༻ੑଈೲࡉ5ܕ๔੡ࡎの࡞੡ɹʕࠎੑٸ਷ੑന݂පの࣏ݧ΁͚ͨ޲։ൃڀݚͱ΢イϧスײછ঱΁のԠ༻ʕ

છ঱参加ਓ਺：256ײίϩφ΢イϧスܕɿϚϥリΞ͔Β৽ߏػછ঱のॏ঱Խײ

ୈ�0ճ
会社߳ຯൄ߬ ૑業ࣜגतʗڭ �ढ़�Ұ�（大阪大学産業Պ学研究ॴా�ࠇ˔ ・ऀ$40・取క役）

（तڭ ౎大学大学Ӄ 医学研究Պ 研究Պ௕ژ）�޺��Ҫ�Ұؠ˔

����೥��݄��೔

ώトᄿ֮ड༰ମηϧΞϨイηンαー͕୓͘৽͍͠ʹ͓͍Ϗδωス

Ԍ঱Ԡ౴Λ੍͢ޚΔϢχーΫͳϢϏΩνンम০ܥͱԌ঱ੑ࣬ױ΁のد༩参加ਓ਺：59

ୈ�1ճ
˔୩಺ా�ਅҰ�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ 医学ઐ߈ ήϊム生物学講࠲・͕ Μήϊム৘報学 ڭतʗ
　　　　　　　国立͕Μ研究センター研究ॴ ήϊム医Պ学෼໺ ෼໺௕）

˔ຓ�ඌ��ɹߒ�（ژ౎大学大学Ӄ 医学研究Պ ফ化ث಺Պ学 ڭत）

����೥�݄��೔

શήϊϜղੳ౳Λ༻͍ͨ໢ཏతήϊϜղੳʹΑΔফԽثਆܦ಺෼ൻजᙾのපଶղ໌

ʮফԽ͕ثΜのࣗવ࢙ʹԊͬͨ࣬ױϞσϧのߏஙͱԠ༻ʯ
参加ਓ਺：61

ୈ�2ճ
˔দ�࡚�య�໻�（大阪大学大学Ӄ 工学研究Պ Ԡ用化学ઐڭ ߈त）

˔্�ਿࢤ��成�（ژ౎大学化学研究ॴ ڭतʗژ౎大学物࣭ʵ細๔౷߹システムڌ఺ ෭ڌ఺௕）

����೥�݄��೔

ঢ়ͱ՝୊ɺকདྷల๬ݱϞσϧのثతͳଁֶ޻

ੜཧੑ׆߹੒Խ߹෺の৽͍͠ੈք参加ਓ਺：105
（಺会場14）

ୈ��ճ
˔઒ਅా�৳�（（公ࡒ）ਆށ医療産業౎ࢢ推進機ߏ 細๔療法研究開発センター センター௕）

˔ྛɹ��ཽ�ฏ�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ دෟ講ڭ ࠲त）

����೥�݄�೔

2C%ʹࡉͮ͘ج๔੡ࡎ੡଄のݱঢ়ͱల๬

ώトଟೳੑࡉװ๔༝དྷオϧΨϊイυ࡞੡ͱ؟の࠶ੜҩྍ΁のར༻参加ਓ਺：1�1

ୈ�4ճ
˔ྛɹ��ཽ�ฏ�（大阪大学先ಋ的学際研究機ߏ・ඍ生物病研究ॴ ಛ೚ڭत）

（तڭ ൽෘՊ学෼໺࠲講ܥ大学大学Ӄ 医学研究Պ　಺Պށਆ）��อ�྄�࣏ٱ˔

����೥��݄�೔

ஙߏ൫ٕज़جΔ͢ࢿʹదԽ࠷છ঱ϫΫνンのײ

දൽの߃ৗੑҡ࣋ߏػͱͦのഁ୼のපଶੜཧ参加ਓ਺：7�

ୈ�5ճ
˔෱�ᖒ��ɹ܆�（大阪大学大学Ӄ ༀ学研究Պ ྔ子生໋৘報ༀ学෼໺ ڭत）

˔দ�Ԭ�༔�ඒ（大阪大学໔Ӹ学フϩンティア研究センター ൽෘアϨルΪー生体防ڭ ޚत）

����೥�݄�೔

ڀݚ଄ੜ໋Պֶߏ͍ͨ༺ΛࢉܭԽֶࢠྔ

ԫ৭ϒυ΢ەٿΫオϥϜηンγンάのൽෘ͓Αͼશ਎ײછ঱ʹ͓͚Δ໾ׂ参加ਓ਺：67

ୈ�6ճ
˔༄�ᖒ�ୖ�࢙�（大阪大学 ߴ౳共૑研究Ӄ ڭत）

˔⅓�㟒�༸ࢠ��（ژ౎大学i14細๔研究ॴ ෭ॴ௕・ڭतʗژ౎大学医学研究Պ ໔Ӹ生物学 ڭत）

����೥�݄�೔

೴"*༥߹のྟচԠ༻

ੜ参加ਓ਺：�5࠶๔の࿝Խͱࡉ5

ୈ�7ճ
˔େ�ੴɹ܄���（産業技術総߹研究ॴ バイオϝディカル研究෦໳ ෭研究෦໳௕）

˔ླ�໦�Ұ�ത�（大阪大学໔Ӹ学フϩンティア研究センター ڭतʗ大阪大学ײછ঱総߹研究ڭҭڌ఺ ڭत）

����೥�݄�೔

૊͑׵୿ന࣭の௒ޮߴ཰ੜ࢈Λ࣮͢ݱΔܲཛバイオリΞΫλー

リンύٿಈଶΛඪతͱͨࣗ͠ݾ໔Ӹ࣬ױの৽ྍ࣏ن๏の։ൃʹ͚ͯ޲参加ਓ਺：2�

ୈ��ճ
˔੨�໦ɹߤ���（大阪大学大学Ӄ 工学研究Պ ڭत）

˔ୌ�ా�ॱࢠ��（ژ౎大学大学Ӄ 医学研究Պ ڭत）

����೥��݄��೔

ੜ໋の؅ݧࢼ಺ߏ࠶੒ͱͦの໌ൃ࠶΁の௅ઓ

ϚϧνオϛΫスղੳʹΑΔখ͕ࣇΜのපଶཧղͱ৽ࠀن෰๏の։ൃ参加ਓ਺：47
（಺会場16）

ୈ�9ճ
˔ยۅ��๛�խ�（国立研究開発法ਓ医ༀج൫・݈ （ӫཆ研究ॴ ॴ௕・߁

˔୩ޱ��ਖ਼�ً�（大阪大学 産業Պ学研究ॴ ڭत）

����೥�݄��೔

͕Μ཈੍Ҽੑ׆ࢠԽ૑ༀʹΑΔ͕Μ࣏ྍ࡮৽Λ໨͢ࢦ

"*̫ ʷバイオの༥߹参加ਓ਺：94ࢠྔ

ୈ40ճ
˔Ն໨�΍Α͍�（医ༀج൫・݈ バイオインフォマティクスプϩジΣクト プϩジΣクトリーダーʗ・ߦ医ༀ研究センター センター௕代・߁݈*" ӫཆ研究ॴ・߁
　　　　　　　ಙౡ大学 先端߬ૉ学研究ॴ ಛ೚ڭत（ซ೚）ʗ大阪大学 ୿ന࣭研究ॴ ಛ೚ڭत（ซ೚））

˔٠�ా�ॱ�Ұ�（ਆށ大学 大学Ӄ医学研究Պ 未来医学講࠲ ໔Ӹ学෼໺ ڭत）

����೥�݄�೔

σーλۦಈతऀױ૚ผԽͱ૑ༀඪత୳͚ͨ޲ʹࡧ"*։ൃ

ੜମイϝーδンάʹΑΔ೉࣏ੑ࣬ױのපଶཧղͱ૑ༀ΁のԠ༻
参加ਓ਺：125

ୈ41ճ
༟�（産業技術総߹研究ॴ 生໋工学ྖҬ ओ੮研究員）ࠀ�୩ߐۙ˔

˔Ҫ�্�େ�地�（大阪大学大学Ӄ医学ܥ研究Պ 生໋機能研究Պ（݉೚）͕ Μ病理学 ڭत）

����೥�݄�೔

ੜ෺ൃޫ͕࣋ͭଟ༷ͳԠ༻ల։ɹʵੜཧੑ׆෺࣭の୳͔ࡧΒ೶ༀݕग़·Ͱʵ

ήϊϜฤूスΫリーχンάΛ༻͍͕ͨΜの৽͍͠පଶཧղͱ࣏ྍԠ༻参加ਓ਺：7�

ୈ42ճ
˔দ�ా�࢙�ੜ（大阪大学大学Ӄ ৘報Պ学研究Պ ڭत）

˔২�দɹ��ஐ�（大阪公立大学大学Ӄ 医学研究Պ ήϊム໔Ӹ学 ڭतʗ౦ژ大学医Պ学研究ॴ ώトήϊムղੳセンター ϝタήϊム医学෼໺ ಛ೚ڭत）

����೥��݄��೔

୅ँܦ࿏Λଌྔͯ͠バイオ΋のͮ͘Γʹ׆༻͢Δ

௎಺ەࡉ૓のϝλήϊϜղੳΛج൫ͱͨ͠৽ྍ࣏ن๏の։ൃ参加ਓ਺：106

ୈ4�ճ
˔෢�෦و��ଇ�（大阪大学大学Ӄ 医学ܥ研究Պ ώューマン・ϝタバース࣬ױ研究ڌ఺ ڭत・෭ڌ఺௕ʗ౦ژՊ学大学 総߹研究Ӄ ώト生物学研究Ϣニット ڭतʗ
　　　　　　　ԣ඿ࢢ立大学 ಛ別ڭतʗコミュニέーション・デβイン・センター௕ʗシンシナティ小ࣇ病Ӄ װ細๔・オルΨϊイυ医療研究センター ෭センター௕ʗ।ڭत）

˔໦�ଜ�Ү�෉（ژ౎大学大学Ӄ 生໋Պ学研究Պ ڭत）

����೥�݄�೔

オϧΨϊイυΛ༻͍ͨ؊࣬ྍ࣏ױ

௎಺ەࡉͱ॓ओの౶୅ँ࿈ؔ
参加ਓ਺：144

ୈ44ճ
˔த�野ࢤ�و��（大阪大学 ֩物理研究センター௕）

˔Ҫ�্�ඈ�ௗ�（ژ౎大学大学Ӄ ༀ学研究Պ ڭतʗ౦๺大学大学Ӄ ༀ学研究Պ ڭत）

����೥�݄�೔

Ͱਪਐ͢ΔඪతΞϧϑΝઢ֩ҩֶ࣏ྍのࣾ会࣮૷ܞ࿈ֶ࢈

(1$3γάφϧのਫ਼៛ղੳ͔Βղ໌͢Δ౷߹ཧ࿦参加ਓ਺：�5

ୈ45ճ
˔∁�ౡ�ٛ�༟（大阪大学 ワクチン開発ڌ఺ 先端Ϟダリティ・υラッグデリバリーシステム研究センター ಛ೚ڭत）

˔Ґ�∁࢙�ܒ��（大阪大学 ײછ঱総߹ڭҭ研究ڌ఺（$i%&3）ྟ চ生໋工学チーム ڭत）

����೥��݄��೔

ͱ೔ຊࡦછ঱ରײࡍࠃのلੈ��

N3/"૑ༀのՄೳੑͱະདྷ参加ਓ਺：12�

8&B開࠵

8&B開࠵

8&B開࠵

ϋイϒリッυ開࠵

ϋイϒリッυ開࠵

ϋイϒリッυ開࠵

ϋイϒリッυ開࠵

ϋイϒリッυ開࠵

オンライン開࠵

オンライン開࠵

オンライン開࠵

オンライン開࠵

オンライン開࠵

オンライン開࠵

オンライン開࠵

リアル開࠵

リアル開࠵

いし、関西で活༂する企業トップのํのئ௕を͓࠲に�ຬ༷ాٶ総研のాٶ会社ࣜג　
͓࿩しを͏࢕とい͏企ըで全1�ճ開࠵したɻ͔༷ాٶΒはバイオの࠷新のை流にͭい
て͓࿩を、企業のトップのํ͔Βは経Ӧのビジョン΍ઓུの͓࿩を࢕ったあと、͟ っ͘
͹ΒΜにフリートークをしていたͩいたɻ会場͔Βの࣭໰΍発ݴ΋加ΘってຖճエΩサ
イティングなトーク͕展開͞れたɻ

ୈ1ճ
（会社日経B1ࣜג）���ɹຬా�ٶ˔

（会社 代表取క役社௕ࣜגサラϠ）��Ո�༔�հߋ˔

����೥�݄�೔

ʢ࠲௕ʴύωϧσΟスΧογϣンʣ

αϥϠのϏδωスͱ࣋ଓՄೳͳࣾ会΁のऔΓ૊Έ

ୈ2ճ
会社日経̗̥ࣜג）���ɹຬా�ٶ˔  ಛ໋ฤूҕ員）

˔஥�ඌ�ޭ�Ұ�（タカラバイオࣜג会社 代表取క役社௕）

����೥��݄��೔

バイオςΫϊϩδーの࠷৽ைྲྀ����ʗ����

λΧϥバイオのۀࣄઓུ

ୈ�ճ
会社日経̗̥ࣜג）���ɹຬా�ٶ˔  ಛ໋ฤूҕ員）

˔ւ࿝ݪ�ળ�ོ�（ෆೋ੡༉ࣜג会社 代表取క役会௕）

����೥��݄��೔

バイオςΫϊϩδーの࠷৽ைྲྀ����ʗ����

ෆೋ੡༉ͰのバイオのऔΓ૊Έ

ୈ4ճ
会社日経̗̥ࣜג）���ɹຬా�ٶ˔  ಛ໋ฤूҕ員）

˔ۚɹ��෢�ᜂ�（ࣜג会社フΝーマフーズ 代表取క役社௕）

����೥�݄��೔

ʢ࠲௕ʴύωϧσΟスΧογϣンʣ

バイオϏδωスʮண૝のݪ఺ʯ

ୈ5ճ
会社日経̗̥ࣜג）���ɹຬా�ٶ˔  ಛ໋ฤूҕ員）

˔δϡネδϟɾϨΧɾϥδϡ�（ϩート੡ༀࣜג会社 取క役෭社௕ʗエムジーフΝーマࣜג会社 代表取క役社௕）

����೥�݄��೔

ੜҩྍʹະདྷ͸͋Δの࠶ ʁ͔

һɺ݈ࣾ߁݈ ͯ͠ࢦΛ໨ۀا߁

ୈ6ճ
会社日経̗̥ࣜג）���ɹຬా�ٶ˔  ಛ໋ฤूҕ員）

˔෱�ా�ਅ�࢚�（ࣜג会社ϝタジΣン 代表取క役社௕$&0ʗܚԠٛक़大学先端生໋Պ学研究ॴ ಛ೚।ڭत）

����೥�݄��೔

௎಺ەࡉ૓ϒーϜのਅ૬

஡৭͍ๅੴ͕੾Γ୓͘පؾθϩのࣾ会

ୈ7ճ
会社日経̗̥ࣜג）���ɹຬా�ٶ˔  ಛ໋ฤूҕ員）

（会社 代表取క役会௕ࣜגϖプチυリーム）��Ұن�ా�ۼ˔

����೥�݄�೔

೔ຊのバイオ͕ۀ࢈ɺڝࡍࠃ૪ʹউͭ৚݅

ٕज़ͰউͬͯϏδωスͰ΋উͯΔ೔ຊ

ୈ�ճ
（総研 代表取క役ాٶ会社ࣜג）���ɹຬా�ٶ˔

（会社 代表取క役社௕ࣜגアンジΣス）���ɹӳా�ࢁ˔

����೥�݄��೔

バイオۀ࢈ʹԿނɺϕンνϟー͕ඞཁͳの ʁ͔

ϕンνϟー͔ͩΒͦ͜ग़དྷΔイϊϕーγϣンͱڝࡍࠃ૪

ୈ9ճ
（総研 代表取క役ాٶ会社ࣜג）���ɹຬా�ٶ˔

˔ླ�໦�ོ�ೋ�（3FpFStoiSF (FnFTiTࣜג会社 代表取క役会௕）

����೥�݄��೔

৽ܕίϩφ΢イϧス੐ѹͱ໔Ӹ

ήϊϜฤू̩ࡉ๔Λ༻͍͕ͨΜ࣏ྍ΁の௅ઓ

ୈ10ճ
（総研 代表取క役ాٶ会社ࣜג会社ϔルスέアイϊベーション 代表取క役ʗࣜג）���ɹຬా�ٶ˔

˔Ԙ�ଜ��ɹਔ�（ϊーベルフΝーマࣜג会社 代表取క役社௕）

����೥�݄��೔

͏ٹバイオΛ͕ױগ࣬ر

のϏδωスνϟンスױগ࣬ر

ୈ11ճ
（総研 代表取క役ాٶ会社ࣜג会社ϔルスέアイϊベーション 代表取క役ʗࣜג）���ɹຬా�ٶ˔

˔ླ�໦�འ�ඒ�（Ϟデルナ・ジャύンࣜג会社 代表取క役社௕）

����೥�݄��೔

バイオ࠷৽ைྲྀ����

̼3/"ϫΫνンの࠷લઢ

ୈ12ճ
（総研 代表取క役社௕ాٶ会社ࣜג）���ɹຬా�ٶ˔

˔ۙ�౻�ত�඙�（ਆށ大学 ෭学௕ʗਆށ大学大学Ӄ Պ学技術イϊベーション研究Պ ڭत）

����೥�݄��೔

߹੒ੜ෺ֶの࣌୅͸དྷΔ ʁ͔

೔ຊの߹੒ੜ෺ֶڀݚのݱঢ়ͱޙࠓの՝୊

ୈ1�ճ
（総研 代表取క役社௕ాٶ会社ࣜג）���ɹຬా�ٶ˔

˔٢�ా�ஐ�Ұ�（シスϝックスࣜג会社 取క役ࣥߦ役員 $50）

����೥�݄��೔

の௅ઓۀ࢈લ൒ʹ͓͚ΔɺϔϧスέΞɾҩༀلੈ��

γスϝοΫス௕ܦظӦઓུ�7"��ʀϔϧスέΞδϟーχーの࣮͚ͨ޲ʹݱऔ૊Έʹ͍ͭͯ

ୈ1�ճ෩ܠ（2024年7݄25日）

ୈ12ճ෩ܠ（202�年7݄21日）

ˎॳ代日経バイオテクฤू௕

ձ৔ࢀՃܕトークηミφー
����೥ʙ����೥

ԋҰཡߨ
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現在の事業別活動の経緯と成果 現在の事業別活動の経緯と成果

　近畿バイオインダストリー振興会議の新春の催しとして、「新春国際交流
会」を2002年から毎年１月に開催している。英国領事館をはじめ各国のバ
イオ関連機関にもご参加いただき、会員の皆様との交流の場として活用い
ただいている。2017年度からはそれまで開催してきた「年末バイオセミ
ナー」と一本化した。

৽य़国際ަྲྀձ

第ᶗ෦� ԋߨ͝
� ओऀ࠵ѫࡰ　NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議 理事長　坂 田 恒 昭

དྷෂ͝ѫࡰ　近畿経済産業局 局長　信 谷 和 重 氏
͝ɹߨɹԋ　「バイオテクノロジーの最新潮流2024／2025」

  　株式会社ヘルスケアイノベーション 代表取締役 兼
  　　　　株式会社宮田総研 代表取締役　宮 田  　満 氏
第ᶘ෦� ւ֎ؔ͝ػ঺հ

དྷෂ͝ѫࡰ　　政府代表／特命全権大使（関西担当）　三 澤  　康 氏
དྷෂ͝ѫࡰ　　JETRO 大阪本部長　庄　  秀 輝 氏
ւ֎ؔ͝ػ঺հ

 　●アイルランド政府産業開発庁
 　●イスラエル大使館
 　●ケベック州政府在日事務所
 　●在大阪オーストラリア総領事館
 　●在大阪オランダ王国総領事館
 　●在大阪・神戸米国総領事館
 　●ノースカロライナ州政府日本事務所
 　●米国ペンシルベニア州政府日本投資事務所
 　●米国メリーランド州政府日本投資事務所
 　●英国総領事館（動画配信）
ดձͷѫࡰ　NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議 副理事長　田 岡 直 明
࠙਌ձɾ໊ ձ׵ަࢗ

����೥�݄��೔ʢۚʣ
ラΠϑαΠΤϯεϋϒ΢Τετ

����೥ʙࡏݱ

͝講演

海外機関代表のू߹ࣸਅ

࠙਌会

ヤンマーグループにおける活動内容のご紹介
ケトン体摂取サプリ向け発酵生産D-BHBおよび非侵襲ミトコンドリアセンサーのご紹介
サノフィにおけるパートナリング活動のご紹介
農学の新スタイル
爪床毛細血管像の臨床研究
LINK-J West 始動
患者組織由来がん細胞　―がんアバターモデルーの構築と臨床応用
ゲノム編集技術による研究支援と畜産分野の開拓
シンガポール発、microRNAの発現解析から癌診断キットの開発、販売
鴻池運輸グループの医療関連事業ご案内
環農水研のぶどう・ワイン研究
世界最高性能の遺伝子発現プロファイリング技術の紹介とその応用
最新の培養実験で使用可能な実験機材の紹介
独自開発した育毛原料の紹介
世界最高性能の遺伝子発現プロファイリング技術の紹介とその応用
最新の培養実験で使用可能な実験機材の紹介
バイオコミュニティ関西　設立説明会
バイオ3Dプリンティングによる医療・創薬革命
神戸市・神戸医療産業都市推進機構のスタートアップ支援事業「Kansai Life Science Accelerator Program（KLSAP）」の参加・賛助企業募集
バイオコミュニティ関西の現状報告
未利用バイオマス資源を用いたグリーンケミカルプロダクトの創出
バイオものづくりを加速させる関西のバイオファウンドリ（バイオものづくりパンフレットの紹介）
NEDOが取り組むバイオものづくり　‐ バイオファウンドリ拠点整備と人材育成(NEDO特別講座)
透過画像を用いたスフェロイドの非侵襲評価技術
統合型バイオ・ファウンドリによるバイオ産業クラスターの形成
事業紹介と個人最適食実現のための「食とICTの融合」
GRAS発酵食品微生物の代謝物と腸内菌叢の相互作用
新たな微細藻類の分離・培養とその利用
日本政策投資銀行（DBJ）関西支店のご紹介
大阪ソーダグループのヘルスケア事業への取組み
事務所紹介－バイオ分野の実績を中心に－
関西イノベーションイニシアティブの活動および参画大学のシーズ集のご紹介
オープンイノベーションに資する新たな研究施設「ターンキーラボ健都」のご紹介
関西バイオビジネスマッチング2022のご案内
バーンズアンドソーンバーグ法律事務所・事務所紹介
シスメックスの研究開発 - オープンイノベーションに関する取組み
竹中工務店　バイオ領域への取組　と　関連する保有技術のご紹介
サプリメント・医薬品原料　リン脂質型オメガ３を含むオールインワンオイルの紹介
ゲノミクスを用いた研究開発コンサルティングのご紹介
当社とお客さま・お客さまどうしの「つながり」およびイノベーションの推進に向けて
バイオベンチャーデータベースのご案内
関西医薬品協会のイノベーション関連の取り組み
「健康寿命の延びる沿線」実現に向けた取組について
バイオコミュニティ関西におけるNTT西日本の取り組み紹介　～医療・健康分野におけるパーソナルデータ利活用の促進に向けた取組み～
DCIパートナーズの活動紹介
テイカ株式会社の事業内容のご紹介
H.U.グループの再生医療・バイオ医薬品向け品質試験サービスのご紹介
ケンブリッジコンサルタンツ社のご紹介
東南アジアへの事業展開におけるDocquity（ドクイティ）の活用
オーディオの技術をウェルネス・ヘルスケアへ
農業の関係人口創出にむけたAwaji Nature Lab＆Resortの取組について
川崎重工業の紹介および医療・ヘルスケア領域における取り組み
バイオコミュニティ関西（BiocK）活動報告
国際シンポジウム（Bioeconomy Hub Japan）開催について
クリニック向け簡易型CPC施設に関する取り組み
株式会社シーテックおよびKODOBOKU技術のご紹介
ぶどう圧搾残渣を用いたサステナブル事業のご紹介
大阪公立大学のアカデミア創薬のご紹介
福岡県のバイオ産業振興に係る取組紹介
バイオ・ヘルスケア企業の人材課題を解決する新サービスのご提案および事例紹介
ワールドインテックの特徴について
EY Japanの概要とEYライフサイエンスセクターのご紹介
ダイキン工業の協創イノベーションと、ニーズのご紹介
AMR（Antimicrobial Resistance）問題の解決に向けた難培養性細菌の可能性
会社概要およびナノピペット技術を用いた微細藻類関連事業化検討例のご紹介
DNA/RNA ヘテロ 2 本鎖核酸（HDO）のご紹介
神鋼環境ソリューション撹拌技術の培養分野への適用
生体内顕微鏡を用いた細胞レベルでのリアルタイムIn Vivoイメージング
ライフサイエンス団体、バイオコム・カリフォルニアについてと、BJCがどのようにして、米国進出に興味のある日本企業を支援できるかについて。
Synapto Venturesによるユニークな資金調達支援サービス
「グローバルな規制対応パスウェイ：医薬品・医療機器の成功に向けたパートナーシップ」
遺伝子細胞製剤に特化したCDMOサイト-ファクトの事業紹介
再生医療に係る業務、およびショウジョウバエを用いた評価試験について　～総合環境衛生企業としての各種業務ご紹介～
箕面市における賃貸ラボ（事務所兼研究所）の開発計画のご紹介
ACROBiosystems株式会社のご紹介
光スイッチスマートセルおよび光制御型バイオ生産システムのご紹介
お茶摂取による健康寿命の延伸に関する研究の取組みについて
「誰も病気にならない未来」「誰もが自分らしく生きられる社会」を目指して
信頼性の高いエビデンス創出を支えるヘルスケアCROの取り組みと事例紹介
会社概要
（一財）大阪科学技術センターの活動内容
当社のバイオ関連取り組みについて
既知から未知を発見するAI創薬支援サービス「Drug Discovery AI Factory」
会社紹介と関西圏におけるラボオフィス開発について

ヤンマーホールディングス（株）
大阪ガス(株)
サノフィ(株)
摂南大学
あっと（株）
（一社）ライフサイエンス・イノベーション・ネットワーク・ジャパン（LINK-J）　
大阪府立病院機構（国際がんセンター）
株式会社セツロテック
MiRXES Japan（株）
鴻池運輸㈱
地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所
（株）ナレッジパレット
シーエスクリエ（株）
富士産業（株）
（株）ナレッジパレット
シーエスクリエ（株）
NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議
セルインク（株）
神戸医療産業都市推進機構　
NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議
Innovare（株）
近畿経済産業局
NEDO
住友電気工業（株）
（株）バッカス・バイオイノベーション
（株）AIVICK
国民バイオ（株）
（株）SeedBank
（株）日本政策投資銀行
（株）大阪ソーダ
弁護士法人山本特許法律事務所
関西イノベーションイニシアティブ（代表幹事機関：公益財団法人都市活力研究所）
京都リサーチパーク（株）
NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議
バーンズアンドソーンバーグ法律事務所  
シスメックス（株）
（株）竹中工務店
アーケル・バイオマリン・ジャパン（株）
（株）日本バイオデータ
第一生命保険（株）
NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議
関西医薬品協会
阪急阪神ホールディングス（株）
西日本電信電話（株）
DCIパートナーズ（株）
テイカ（株）
H.U.セルズ（株）
ケンブリッジコンサルタンツ（株）
Docquity Holdings Pte. Ltd.　
オンキヨー（株）
（株）パソナ農援隊
川崎重工業（株）
NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議
NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議
八洲薬品株式会社・BizScience株式会社　
（株）シーテック
（株）旗ケ岡ネイチャー研究所
大阪公立大学
福岡県大阪事務所
（株）RDサポート
（株）ワールドインテック
EY新日本有限責任監査法人
ダイキン工業（株）
（株）村田製作所
Yokogawa Innovation Switzerland GmbH　
レナセラピューティクス（株）
（株）神鋼環境ソリューション
IVIMテクノロジー
Biocom Japan Consulting（BJC)　
Synapto Ventures　
BLA Regulatory　
（株）サイト-ファクト
環境衛生薬品（株）
東京建物（株）
アクロバイオシステムズ（株）
（株）ミーバイオ
共栄製茶（株）
フォーネスライフ（株）
（株）アイメックRD
ノーベルファーマ（株）
（一財）大阪科学技術センター
双日（株）
（株）FRONTEO
JR西日本不動産開発（株）

講 演 テ ー マ 講 演 者 （敬称略）
�݄�೔

�݄�೔

�݄��೔

�݄��೔

��݄�೔

�݄��೔

�݄��೔

�݄��೔

�݄��೔

�݄��೔

�݄��೔

�݄��೔

�݄��೔

�݄��೔

�݄�೔

��݄��೔

����೥౓

����೥౓

����೥౓

����೥౓

����೥౓

����೥౓

　近畿バイオの会員を対象として、活動報告会を年２～３回継続的にオンラインで開催している。新規入会会員の事
業紹介と近畿バイオの新たな活動の紹介を中心としたプログラムで構成しており、会員相互の情報交換の場として
活用されている。

ձࠂಈใ׆
����೥ʙࡏݱ
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ܞͱͷ࿈ࡦࢪͷہۀ࢈ࡁܦـۙ

　地域の中堅中小企業・ベンチャー企業が大学、研究機関等のシーズを活用して、産業クラスター（新事業が次々と生み
出されるような事業環境を整備することにより、競争優位を持つ産業が核となって広域的な産業集積が進む状態）を形
成し、国の競争力向上を図る。

　クラスターの実態と政策ニーズを踏まえて、国が中心となって進める産業クラスター計画プロジェクトとして20程度
を立ち上げ、自治体が独自に展開するクラスターと連携しつつ、産業クラスターの基礎となる「顔の見えるネットワーク」
を形成する。

　引き続きネットワークの形成を進めるとともに、具体的な事業を展開していく。また、同時に企業の経営革新、ベン
チャーの創出を推進する。なお、必要に応じて、プロジェクトの見直し、新たなプロジェクトの立ち上げを柔軟に行う。

　ネットワークの形成、具体的な事業展開を更に推進していくとともに、産業クラスター活動の財政面での自立化を図っ
ていき、産業クラスターの自律的な発展を目指す。

˔平成22年2月に企業立地促進法の広域計画を促進するために発足する。行政機関及び産業支援機関の広域的な連 
　携により、産学連携・人材育成等の支援事業を一体となって実施する。

˔関西地域における最先端の研究拠点と多様な産業集積を活用し、次世代の健康長寿関連ビジネスを創出するととも
　に、地域内の企業立地件数、製品出荷・新規雇用創出件数の増加を図る。

○長浜市、京都市、吹田市、茨木市、神戸市
○滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県
○大阪商工会議所、神戸商工会議所
○(社)バイオビジネス創出研究会、(財)京都高度技術研究所、
　(財)千里ライフサイエンス振興財団、(財)先端医療振興財団、　
　(財)神戸市産業振興財団、
　NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議

○人材育成セミナー、シンポジウムの開催 →医工人材の育成
○人的ネットワークの形成、情報提供事業
○地域連携コーディネーターの配置　→シーズの発掘
○新事業創出支援
○産学医の連携支援　→医療現場のニーズによる製品開発
○ビジネスマッチング・販路開拓支援
○海外クラスターとの連携　→海外とのアライアンスの促進

ࡦクϥελー੓ۀ࢈˙

˙ؔ੢஍Ҭ݈߁௕णؔ࿈ੑ׆ۀ࢈Խڠ議ձ （2010年～2014年）

ͱ໨తܠのഎۀࣄ

੒һߏ議ձڠ

໨ඪʹڥ؀ۀࣄ͚ͨ޲੔උ౳

ؔ੢ͷڧΈΛ͔ͨ͠׆஍Ҭ࿈ܞͷऔ૊

ୈظ��ʢ̎̌ ̌̍ ～̑೥ʣ 産業クラスターの立ち上げ期

ୈظ��ʢ̎̌ ̌̒ ～̍̌ ೥ʣ 産業クラスターの成長期

ୈظ��ʢ̎̌ ̍̍ ～̎̌ ೥ʣ 産業クラスターの自律的発展期

௕඿ࢢ

ࢢ౎ژ

ਆࢢށ

ਧాࢢɺҵ໦ࢢ

ワークショップの議題

再生医療に関するRegulation
再生医療の日米のトピックス

第�回
̎̌ ̌̏ ೥��݄��೔
第1部
第2部

ゲノムベイ東京構想と東西連携
再生医療関連企業パネル展示

第�回
̎̌ �̌೥�݄�೔
第1部
第2部

細胞組織医療材料の製品化のための環境整備
再生医学と工学

第�回
̎̌ �̌೥��݄��೔
第1部
第2部

ランゲルハンス氏島移植と膵臓移植の現状と展望
糖尿病患者団体との連携

第�回
̎̌ �̌೥�݄��೔
第1部
第2部

CPCの実際－医療機関の取組み－
CPCの実際－企業の取組み－

第��回
̎̌ �̌೥�݄�೔
第1部
第2部

再生医療 from 再生医学
ビジネスチャンス in 再生医療

第��回
̎̌ �̌೥��݄��೔
第1部
第2部

自己細胞を用いた再生医療
関西の再生医療関連ベンチャー交流会

第��回
̎̌ �̌೥�݄��೔
第1部
第2部

体性幹細胞を取り巻く研究指針動向
長期培養における細胞の機能変化とその規制

第��回
̎̌ �̌೥��݄��೔
第1部
第2部

再生医療の産業化
イノベーション施策と再生医療

第��回
̎̌ �̌೥�݄��೔
第1部
第2部

ヒトES細胞培養法－創薬開発ツールとしての利用
再生医療の速やかな社会還元を目指して第��回

̎̌ �̌೥�݄�೔
第1部
第2部

（第6回から記載）

先進医療推進のための施策の最近の動向第3部

スーパー特区の制度とその運用
スーパー特区の制度を活用して推進する再生医療

第��回
̎̌ �̌೥�݄��೔
第1部
第2部

指針の見直しとそのreview
実現化している幹細胞指針適合臨床研究の現状

第��回
̎̌ ��೥�݄��೔
第1部
第2部

ʮ૊৫޻ ੜҩֶ࠶ֶ・
�������� ��ϫʔΫγϣοϓʯ
再生医療とスーパー特区

JT 生命誌研究館
NPO 法人 AASJ

西 川 伸 一代表

　日本の研究助成機関はこの１０年近くの間多くの研究費を再生医療につぎ込んできました。その見返りとして、研究助
成機関と社会は再生医療の早急な実現化を求めています。そのような状況の中で、再生医療研究は厚生労働省から出さ
れた幹細胞研究指針の枠を通じた臨床研究という公の場への船出を始めたところです。再生医療にかかわる医師、研究
者、研究助成機関、そして市民にとって重要な時期にさしかかっています。
本シンポジウムは、再生医療研究における基礎研究から始まり企業化成功例まで、また、指針に沿った臨床研究の実施と
その問題点、そして規制の実際などについて考える機会を設けることを目的に、これらの問題に関わる第一人者の講師
陣をお迎えして開催いたします。（開催時の案内から）

L5Jʢؔ੢ςΟογϡɾΤϯδχΞϦϯάɾΠχγΞςΟϒʣɺஂࡒ๏ਓେࡕՊֶٕज़ηϯλʔɺ
ɺ࢈ձٞڵόΠΦΠϯμετϦʔৼـۙ Ϋϥελʔ෦ձۀ
ಠཱߦ੓๏ਓٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚॴɺۙ ࢢށɺਆہۀ࢈ࡁܦـ

開催趣旨

ɹԉޙ

ओɹ࠵
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　当振興会議では、近畿経済産業局の近畿産業クラスター計画の一環として、「遺伝子治療国際シンポジウム」を企画し
ます。バイオテクノロジー分野の中でも遺伝子治療は、特に将来の有望な治療手段として社会の注目を集めております。
遺伝子や合成核酸を用いた難病の分子治療の臨床研究、治療用遺伝子の分離や新規遺伝子導入技術などの研究開発も
推進されており、他の機関でも研究開発が盛んに行われています。
このような状況のもと、欧米の研究者とわが国の研究者が一同に会し、遺伝子治療に関する開発状況の現状と将来を議

論することにより、遺伝子治療の研究開発・実用化の可能性を探るとともに、わが国における先端医療分野および周辺技術
の普及・啓蒙を図り、近畿地域において創薬関連産業のクラスター形成を目的に開催いたします。（開催時の案内から）

ձٞɺۙڵόΠΦΠϯμετϦʔৼـۙ Ϋϥελʔ෦ձۀ࢈όΠΦـ
ձٞॴ޻঎ࡕՊֶٕज़ηϯλʔɺେࡕ๏ਓେஂࡒɺہۀ࢈ࡁܦـۙ

ʮҨ఻ྍ࣏ࢠγϯϙδ΢Ϝʯɹ

։࠵झࢫ

γϯϙδ΢Ϝͷٞ୊

遺伝子治療の現状総括
遺伝子治療の技術進展と将来展望
遺伝子治療の臨床研究と将来展望

遺伝子の導入と発現技術の進展
生活習慣病遺伝子治療の進展
遺伝子治療の発展

siRNAの治療薬への応用
遺伝子探索のためのハイスループットスクリーニング法
画期的な遺伝子診断法とイメージング法の開発

遺伝子治療のための技術革新
感染症の予防と治療
神経変性疾患の予防と治療

遺伝子医薬品の実用化に向けて
国内遺伝子治療ベンチャーの動向

合成系を用いた高機能ベクターの開発
ウイルスを用いた高機能ベクターの開発

遺伝子分離と導入技術の開発
癌治療への応用
循環器疾患への応用

国内外の遺伝子医薬品の現状
遺伝子治療臨床研究申請の問題点
遺伝子治療の臨床研究と将来展望

癌遺伝子治療臨床研究
生活習慣病の遺伝子治療臨床研究
総合討論

ɹԉޙ
ओɹ࠵

第�回 ̎̌ ̌̏ ೥�݄�೔
第1部
第2部
第3部

第�回 ̎̌ �̌೥�݄��೔
第1部
第2部
第3部

第�回 ̎̌ �̌೥�݄��೔
第1部 遺伝子治療のための治療薬設計第4部
第2部
第3部

第�回 ̎̌ �̌೥�݄�೔
第1部
第2部
第3部

第�回 ̎̌ �̌೥�݄�೔
第1部
第2部

第�回 ̎̌ �̌೥�݄�೔
第1部
第2部

第�回 ̎̌ �̌೥�݄��೔
第1部
第2部

遺伝性疾患への応用
遺伝子治療の将来像

第4部
第5部

第3部

第�回 ̎̌ ��೥�݄�೔
第1部
第2部
第3部

第�回 ̎̌ ��೥�݄�೔
第1部 今後の進め方第4部
第2部
第3部

զ͕ࠃʹ͓͚Δ
Ҩ఻ࢠ医ༀ඼ঝೝਃ੥ʹ͚ͨ޲՝୊とऔ૊Έ

大阪大学大学院
医学系研究科

金 田 安 史教授

　生命活動を動的に解析するプローブやシステムを研究開発する新分野｢ライフサーベイヤー｣（後援の（社）未踏科学
技術協会・「生命をはかる」研究会の和田昭允先生のご提唱）研究分野を日立・中研の神原秀記先生をリーダーに、科研
費特定領域研究で創成・育成してきました。現在、オミックスやインタラクトームなどの多変数解析を踏まえ、生命や生物
の動的なダイナミクスを自然の姿のままで捉え、究極的にはシングルセル解析を目指して生命現象を定量的に測定して
いく研究へと展開してきています。これまでに得られた研究手法を、「不思議」のあふれる生命現象の解析研究に融合さ
せて貢献していくには、という点を大命題に、この「生命の不思議」を研究されている先生方をお招きして議論してゆきた
いと考えております。（開催時の案内から）

̣̥ ̤๏ਓۙـόΠΦΠϯμετϦʔৼڵձٞ
ίϯϏφτϦΞϧɾόΠΦΤϯδχΞϦϯάڀݚձɺʢࣾʣະ౿Պֶٕज़ڠձɾʮੜ໋Λ͸͔Δʯڀݚձɺ
ίϯϏφτϦΞϧόΠΦֶ޻෦ձɺφϊόΠΦςΫϊϩδʔ෦ձɺۙ ձɺֶ޻ɺ೔ຊੜ෺ہۀ࢈ࡁܦـ
จ෦ՊֶলՊֶڀݚඅಛఆྖҬʮϥΠϑαʔϕΠϠʔʯ

ϑΥーϥϜの議題

ɹԉޙ
ओɹ࠵

開催趣旨

コンビナトリアル・バイオエンジニアリング　分子ディスプレイの発展第�回 ̎̌ ̌̐ ೥�݄��೔ 議  題

ヒューマン・ライフサイエンス・フォーラム第�回 ̎̌ �̌೥��݄��೔ 議  題

「分子ライブラリー」構築に向けた
コンビナトリアル・バイオエンジニアリングの挑戦第�回 ̎̌ �̌೥��݄��೔ 議  題

定量的生命計測研究からの現代科学と
社会へのメッセージライフサーベイヤーの構築に向けて第�回 ̎̌ �̌೥��݄�೔ 議  題

ポストゲノムデータベース時代の幕開け　バイオテクノロジー新時代をゆく第�回 ̎̌ �̌೥��݄�೔ 議  題

生命の不思議をはかるために第�回 ̎̌ �̌೥��݄��೔ 議  題

感覚の不思議をはかるために第�回 ̎̌ ��೥��݄��೔ 議  題

代表

ʮίϯϏφτϦΞϧ・
�όΠΦΤϯδχΞϦϯά会ٞʯژ౎େֶେֶӃ

೶ֶ研究Պɹ

২ ా ॆ ඒڭत
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ʮؔ੢όΠΦͷະདྷΛ͑ߟΔձʯ

　近畿経済産業局のバイオクラスター形成ܭըの推進にྗڠして活発に活動をߦって͓Γ、૑生・ҭ成に関Θったバイ
オベンチャー΋20਺社に進展したɻޙࠓバイオテクϊϩジー͕ظ଴͞れるΑ͏なྗを発شし、Θ͕国のバイオ産業の֩と
なる΂͘発展してい͘ためには、֤ ෼໺をݗҾする� 関西のバイオニューリーダー �とݴえる先生ํのӳ஌の݁ू͕ඞཁ
と考え、ʮ関西バイオの未来を考える会ʯを2004年に発଍ͤ͞、࠷先端のバイオ技術にͭいて議࿦するとと΋に広͘産
業ք΁のීٴを推進したɻ

設立のܦҢͱझࢫ

ԋऀߨ

ୈ1ճ
2005年2݄2�日

ୈ2ճ
2005年6݄20日

ୈ�ճ
2005年11݄11日

ୈ4ճ
2006年5݄2�日

ୈ5ճ
2006年10݄2日

ୈ6ճ
2007年7݄1�日

ୈ7ճ
200�年1݄21日

ୈ�ճ
200�年5݄26日

ୈ9ճ
2009年2݄16日

෱࡚ӳҰ࿠（大阪大学大学Ӄ工学研究ՊԠ用生物工学ઐ߈ ॿڭत）
（तڭ生໋Պ学Պ ॿݍ学෦生物ݯॏ大学生物資ࡾ）ߒ　　ؙా
ֿ本　म਎（大阪外国ޠ大学 ॿڭत）

౻Ҫ　Ү༤（大阪府立大学大学Ӄ先端Պ学研究ॴ ڭत）
（तڭ 大学大学ӃࣗવՊ学研究Պށਆ）ত߃　ాࡔ

ਿ本　ཹࡾ（経済産業ল産業技術ڥ؀局研究開発՝ ՝௕ิࠤ）
҆ୡ　޺ত（大阪大学大学Ӄ工学研究Պ ॿख）

（तڭ研究Պ ॿܥ大阪大学大学Ӄ医学）ਓࠀ　Ҫۄ
（तڭ ྉՊ学研究Պࡐ๺཮先端Պ学技術大学Ӄ大学）޺໦　ণߴ

ాാ　ହ඙（ژ౎大学再生医Պ学研究ॴ生体組織工学研究෼໺ ڭत）
ਿ本　௚ݾ（ߕೆ大学先端生໋工学研究ॴ ॴ௕）

（तڭ大阪大学産業Պ学研究ॴ生体৮ഔՊ学研究෼໺ ॿ）ढ़Ұ　ాࠇ
Ոܟށଠ࿠（近畿大学ਫ産研究ॴ ॿڭत）

ֿ本　఩໵（ژ౎ༀՊ大学ༀ品੡଄学ࣨڭ ॿڭत）
໼໺　ߒ೭（ژ౎大学生ଘݍ研究ॴ生物機能ࡐྉ෼໺ ڭत）

٢ా　࿨࠸（ಸྑ先端Պ学技術大学Ӄ大学バイオサイエンス研究Պ ॿڭत）　
Տా　র༤（ژ౎大学大学Ӄ೶学研究Պ食品生物Պ学ઐڭ ߈त）

（तڭ ౎大学再生医Պ学研究ॴ再生༠ಋ研究෼໺ژ）中　৳໻ࢁ
Ӊߒ　　ࢁ（大阪大学大学Ӄ工学研究ՊԠ用化学ઐڭ ߈त）

近౻　ত඙（ਆށ大学大学Ӄ工学研究Պ ڭत）　
ೆ໺　௚ਓ（国立॥ث؀病センター研究ॴༀ理෦ ෦௕）　

本　ಊڮ （࢙ਆށ大学大学Ӄ೶学研究Պ食品・ӫཆ化学 ॿڭ）　
加౻　ޭҰ（ژ౎大学再生医Պ学研究ॴ ।ڭत）　

近ߐ୩　ࠀ༟（๺海ಓ大学医学研究Պ ڭत）　
୐　ਖ਼ਓ（産業技術総߹研究ॴ細๔৘報工学研究 グループ௕）ࡾ

౉෦　๜඙（ژ౎府立大学೶学研究Պ ڭत）
ຽ୩　ӫҰ（大阪大学大学Ӄ工学研究Պ ڭत）　

ాാ　ହ඙（ژ౎大学大学Ӄ再生医Պ学研究ॴ ڭत）
஑　　ಓ඙（大阪大学大学Ӄ工学研究Պ ڭत）　

෱࡚ӳҰ࿠（大阪大学大学Ӄ工学研究Պ ڭत）　
২ా　ॆඒ（ژ౎大学大学Ӄ೶学研究Պ ڭत）

　（तڭ 関西学Ӄ大学理工学෦生໋Պ学Պ）հ৳　ݪ౻
҆ୡ　޺ত（ࣜג会社 ૑থ　代表取క役社௕）

近౻　ত඙（ਆށ大学大学Ӄ工学研究Պ ڭत）　
（会社 トラスト 代表取క役社௕ࣜג）ਸ　　ۄࣇ

ʮؔ੢όΠΦϏδωスڀݚձʯ

　日本公ೝ会ڠ࢜ܭ会近畿会、日本ห理࢜会近畿ࢧ෦、大阪ห࢜ޢ会のͭࡾのઐ໳࢜業͕ྗڠし߹って関西のバイオ
産業をੵۃ的にࢧԉするため、ʮバイオサポーターズࡾ会ڠ議会ʯ͕ 200�年10݄に発଍したɻ近畿バイオは、バイオの
஌ૅج ・ࣝઐ໳用ޠ・ઐ໳஌ࣝを習得するためのษڧ会の設ఆ・ӡӦをࢧԉして͖たɻ͞ Βに、۩体的なビジネスϞデル
ԉしたɻࢧ成౳の事ྫ研究会΋࡞
　2004年10݄には、ࡾ会のバイオビジネスに関するઐ໳஌ࣝを༗するઐ໳Ոでߏ成したʮ関西バイオビジネス研究
会ʯを発଍ͤ͞、バイオベンチャー企業の૑業ࢧԉ、経Ӧࢧԉ౳に役立ͭಛڐઓུ、ࡒ຿ઓུ、法຿ઓུ౳の研मを開࢝
し、ͦ の実ફの中͔Β設立͞れたベンチャー企業をࢧԉしたɻ
　また、2015年2݄には、lバイオサイエンスzを事業にするखҾ͖ॻh ビジネスプラン策ఆのポイントʱ͕ 近畿経済産業
局にΑΓ੡͞࡞れたɻ

設立のܦҢͱझࢫ

ۀاԉͯ͠設立͞Εͨओͳࢧ会͕ڀݚ

バイオى業ʮ�࢜ʯのԉ
ʮԉ（えΜ）ʯは、ʮたす͚るʯとい͏ҙຯを࣋ͪ、ͦ のҙຯ௨Γ
2004年～2010年までの6年ؒで�社の立্ͪげをޙԡしして͖たɻ
活動はす΂てボランティアɻ

ʮ全国で΋ここ͚ͩʯとい͏௝しい取Γ組みをߦったɻ

ϚάφϏートࣜג�会ࣾ�ࣾɹ໊
ॴࡏ஍
設立࣌ظ

಺༰ۀࣄ
ઍ༿ࢢݪࢢ ݝ
2005年7݄

୅දऀ 代表取క役　大 西 ಙ ޾

೤Ԡ౴性࣓性ナϊཻ子のൢച、ࢢ場開発、用్開発、技術サポートٴͼ
検ࠪ਍அシステム΍਍அༀࡐྉの開発・研究ɻ

会ࣾ�̗ࣜג ̣̖ࣾɹ໊
ॴࡏ஍
設立࣌ظ

಺༰ۀࣄ
大阪府 Ἒ໦ࢢ
200�年5݄

୅දऀ 代表取క役　Տ ل ࡾ ݪ ࿠

スーύーਓ工֩ࢎB/"に関する֩ࢎ医ༀ品の開発研究、遺伝子਍அ
技術開発、֤ छB/"の੡଄とൢച、新نB/"の開発と஌的ࡒ産化

（ಛڐ化）౳ɻ
会ࣾ�ϓϩςΫςΟΞࣾɹ໊ࣜג

ॴࡏ஍
設立࣌ظ

಺༰ۀࣄ
大阪府 Ἒ໦ࢢ
2010年6݄

୅දऀ 代表取క役社௕　಺ ా 国 ࠀ

カテΩン༠ಋ体をར用したײછ঱ର策෦ࡐ౳の֤छ੡品の研究開発・
੡଄・ൢ ച、化߹物・技術シーズに関する受託߹成・෼ੳ・ධՁɻ

ΞンνΤイδンάϖϓλイυࣜג会ࣾࣾɹ໊
ॴࡏ஍
設立࣌ظ

಺༰ۀࣄ
大阪府 Ἒ໦ࢢ
2016年4݄

୅දऀ 代表取క役　ڮ ໻ ঘ ޹

化হ品ૉࡐのൢച、化হ品のൢച

ϢφイςουɾイϛϡχςΟࣜג会ࣾࣾɹ໊
ॴࡏ஍
設立࣌ظ

಺༰ۀࣄ
ࢢ௡ ݝॏࡾ
2017年11݄

୅දऀ 代表取క役社௕　ݪ ా ௚ ७

͕Μ໔Ӹ療法を中৺とする医ༀ品の研究・開発・੡଄・ൢ ച

会ࣾϏζδーンࣾɹ໊ࣜג
ॴࡏ஍
設立࣌ظ

಺༰ۀࣄ
大阪府 Ἒ໦ࢢ
201�年4݄

୅දऀ 代表取క役　開 ᚙ ๜ ޺

ウイルスのਝ଎検出技術、病ݪ体΍ώトの遺伝子਍அ技術、
ウイルスೱॖ技術に関する研究開発と֤छ受託研究
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バ
イ
オ
ٕ
ज़
γ
ồ
ζ
ެ
։
ձ

　1999年に௨঎産業局ΑΓJB"をհして近畿ݍバイオ技術ج൫੔උ事業を受託して、近畿ݍのバ
イオ෼໺の産業化ج൫技術、産業化ଅ進のための՝୊をௐࠪした݁果、ج൫技術として1999年౰࣌
໿�00໊のバイオ研究ऀ、໿600のバイオ技術シーズ͕ଘ在すること͕൑໌したɻに΋͔͔ΘΒͣͦ
れΒ͕産業化͞れていないݪҼとしては、ᶃバイオ技術シーズ・ニーズのマッチングのためのコー
ディネート機能、また、マッチングのための場のܽ೗、ᶄバイオ研究のためのインΩュベーターのܽ
೗、ᶅスタートアップ࣌の資金のܽ೗、この�ͭの՝୊͕あると൑அしたɻ
　ͦこで、ղܾ策として会員企業0Bでバイオ஌ࣝ๛෋なํ、大学の໊༪ڭतΒにґཔして、ऩूした
バイオ技術シーズの産業化可能性を検討するઐଐコーディネーターにब೚していた͖ͩ、コーディ
ネーター会議を設͚て検討いたͩいた技術シーズとニーズをマッチングͤ͞るための技術シーズ公
開会を開࠵したɻ（1999年～2017年）

設立のܦҢͱझࢫ

ԉࢧのҰ؏ͨ͠ϋンζオン͚ͯ޲ʹԽۀࣄ

大学౳の研究ऀ͕༗
する事業化ҙࢥのある
技術をௐ ・ࠪ発۷

ಛに事業化͕ظ଴͞れ
るҊ݅を公開し、共同研
究ऀ΍౤資Ո౳ࢧԉऀ
とのマッチング

ऩू͞れた技術シーズ
の事業化可能性をධ
Ձ、技術シーズ公開会
での発表Ҋ݅のબఆ

公 開 会 で関 ৺ の ߴ い
シーズのプϩジΣクト化
のサポート

会࢜ܭ・ห࢜ޢ・ห理
͕࢜連携したʮ関西バ
イオビジネス研究会ʯ
にΑるビジネスプラン
ԉࢧ成࡞

ビジネスマッチングの
場のఏڙʮ関西バイオビ
ジネスマッチングʯ

ίーσΟωーλʹΑΔ
γーζऩू

౼ݕԽۀ࢈
ҕһ会

ٕज़γーζ
ެ։会

ϑΥϩーΞοϓ
ษڧ会

։ൃॿ੒ڀݚ
ਃ੥ࢧԉ

Ϗδωスϓϥン
ԉࢧ੒࡞

�Խۀ�ࣄ

ΞϥイΞンスൢ࿏
։୓ࢧԉ

͜のۀࣄΛ௨ͯ͡��໊΋のۀاՈϚインυΛ΋ͬͨए͍ϙευク౳のコーσΟネーλΛ育成
͢Δとと΋ʹɺࣗ Β͕ベンνϟーۀاΛ্ཱͪ͛ͨコーσΟネーλ΋育ͯΔ͜と͕Ͱ͖ͨɻ

成Ռྫࣄ��

成Ռྫࣄ��

成Ռྫࣄ��

成Ռྫࣄ��

ୈ��ճγーζެ։会�（2005年2݄1�日 開࠵）

৽ࣾ԰΁Ҡస

コンビナトリアル・バイオエンジニアリングにΑる
新ن生体機能෼子の૑出

コンビバイオをج൫とした
௿෼子医ༀリーυ化߹物の開発技術

ϑΥϩーΞοϓษڧ会 （2005年�݄15日 開࠵）

౻ Ҫ Ү ༤　大阪府立大学大学Ӄ　೶学生໋Պ学研究Պ

಺ֳ総理大ਉ表জʮୈ5ճ ΋のͮ͘Γ日本大賞ʯ
੡品・技術開発෦໳ʮ経済産業大ਉ賞ʯ （201�年9݄1�日）

"4�0OF$FMM�QJDLJOH�γスςϜ
���ສن໛のࡉ๔͔Βݸ�のࡉ๔
Λੜ͖ͨ··ճऩ

ʮ世քॳマイクϩチップでの୯Ұ細
๔全ࣗ動ղੳ・ճऩ装ஔの঎品化ʯ
զ͕国の医療෼໺に͓͚る、૑ༀ΍
再生医療研究に͓͚るݙߩにظ଴

アズワンࣜג会社

会社フΝーマフーズࣜג
2006年6݄
౦݊ূژ取Ҿॴ
マβーズ΁্ࣜג場

の本社۠ژ西ࢢ౎ژ

会社 ジΣイテックࣜג
大阪府Ἒ໦ࢢの開発センター

会社 ジーンデβインࣜג
大阪府Ἒ໦ࢢの本社

　1999年のୈ1ճの公開会͔Β2017年のऴྃまで全�9ճの開࠵となΓ、発表݅਺は424シーズ、ͦ の参加ऀ਺はԆ΂
�
000໊Ҏ্となったɻこのシーズ公開会を௨した研究プϩジΣクト、バイオベンチャー͕਺ଟ͘生まれたɻ

˙�ΞンδΣε.(ࣜג�ձࣾ� ˙�"OUJ$BODFS�+BQBOࣜג�ձࣾ� ౎ژձࣾ�エϚオεࣜג�˙

˙�オーεトϦッνϑΝーϚࣜג�ձࣾ� �ҩༀࢠ分ߴձࣾ�0⒏DFࣜג�˙ ձࣾ�ΧϧσΟオࣜג�˙

˙�Χϧφバイオαイエンεࣜג�ձࣾ� �౎コンεςϥɾςクノϩδーζژ�ձࣾࣜג�˙ ౎Ϟノςックژ�ձࣾࣜג�˙

˙�クϦンάϧϑΝーϚࣜג�ձࣾ� ˙�άϦーンΰーϧυバイオシεςϜࣜג�ձࣾ� ձࣾ�άϦーンバイオࣜג�˙

�化ֶࢎձࣾ�࢛国֩ࣜג�˙ �ձࣾ�δーンσβインࣜג�˙ ձࣾ�δΣイςックࣜג�˙

˙�δΣノミσΟΞࣜג�ձࣾ� �-#ձࣾ�δΣノϥックࣜג�˙ ॴڀݚձࣾ�২෺ϋイςックࣜג�˙

�ձࣾ�૑থࣜג�˙ �ձࣾ�ιϑηϥࣜג�˙ ˙�೔ຊΞυバンεトΞάϦࣜג�ձࣾ

˙�ネオέミΞࣜג�ձࣾ� �ձࣾ�バイオエックεࣜג�˙ ˙�#JP�FOFSHZࣜג�ձࣾ

˙�バイオαイトΩϟϐλϧࣜג�ձࣾ� �ձࣾ�バイオηϨンλックࣜג�˙ ˙�バイオベーεࣜג�ձࣾ

�ձࣾ�バイオϚーΧーαイエンεࣜג�˙ ˙�バイオϦーμーεδϟύンࣜג�ձࣾ� ॴڀݚձࣾ�ϋイϖップࣜג�˙

�"/#�ձࣾࣜג�˙ �ձࣾ�ϏーエϜςΟーϋイϒϦッυࣜג�˙ ձࣾ�Ϗークϧࣜג�˙

˙�༗ݶձࣾ�Ϗックɾワーϧυ� �ձࣾ�ϑΝーϚϑーζࣜג�˙ ձࣾ�ϑΣΞϦーエンδΣϧࣜג�˙

�ձࣾ�プϩςクςΟΞࣜג�˙ ˙�Ϛイクϩ೾化ֶࣜג�ձࣾ� ˙�ϚάφϏートࣜג�ձࣾ

ձࣾ�ミϨχΞϜήートςクノϩδーࣜג�˙ �ձࣾ�տ൒ಋମࣜג�˙ ˙�ϝυɾιϦϡーションࣜג�ձࣾ

/10近畿バイオ͕૑ग़ɾҭ੒Λͨ͠ϕンνϟー֤ ʢࣾྫʣ

成Ռྫࣄ�� ୈ10ճシーズ公開会 （200�年11݄14日 開࠵）

発表ऀ 機関໊ ॴଐ 役৬ テーマ

�࿨�རڮ�ߴ ಸྑ先端Պ学技術大学Ӄ大学 遺伝子ڭҭ研究センター 研究員 ̧̚ ̰͂ と̣̰ ̽̾ に̶Αるװ細๔のଟ能性と૿৩能のվળ

ɹʮϊーϕϧੜཧֶɾҩֶ৆ʯΛड৆ （2012年10݄�日）（तڭ・i14細๔研究ॴ௕）���த�৳�໻ࢁ
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　動物実験の代替ख法としてώトの生体ڥ؀を໛したෳ਺のਓ工ଁثを連݁したෳ߹組織チップの研究開発͕͕ٸれて͓Γ、
ͦのૣظ実現を໨的としてʮ再生医療技術を活用した動物実験代替法ʯ検討会を開࠵したɻ本検討会は、近畿経済産業局の関
西再生医療産業コンソーシアム（,3*$）事業のҰ؀として開͞࠵れ、近畿バイオ΋共࠵として参ըしプϩグラム࡞成΍ӡӦを
ったɻ（2017年౓～2019年౓）ߦ

Ωックオフ
2017年�݄�1日

ಈ෺࣮ݧΛ୅ସ͢Δࡉ๔૊৫ධՁσバイスͱࠃ಺֎のಈ޲
౻ ా ૱ ࢙ （産業技術総߹研究ॴ 関西センター 細๔マイクϩシステム研究グループ 研究グループ௕）
՝୊ͱඞཁͱͳΔཁૉٕज़͚ͨ޲ʹԽۀ࢈๔૊৫ධՁσバイスのࡉ
ਿ Ӝ ৻ 治 （産業技術総߹研究ॴ 医ༀ品アッセイデバイス研究グループ ओ೚研究員）

͚ͯ޲ʹԽ֨ن๔૊৫ධՁσバイスの૑ༀԠ༻χーζͱࡉ
ੴ ా ੣ Ұ （国立医ༀ品食品Ӵ生研究ॴ ҆全性生物ࢼ験研究センター ༀ理෦ ୈ̏ ࣨ ࣨ௕）

ୈ1ճ
2017年10݄�0日
ʮ流࿏౳デバイスʯ

0SHBO�PO�B�DIJQٕज़の։ൃͱࠎ਷ػೳの͚ͨ޲ʹݱ࠶औΓ૊Έ
ௗ ᖒ ༐ հ （ژ౎大学 നඑセンター 工学研究Պ マイクϩエンジニアリングઐ߈ ಛఆ।ڭत）
ϚイΫϩɾφϊޫֶʹΑΔੜମ֎ʮώトʯϞσϧ։ൃ
ُҪ ݠҰ࿠ （ژ౎大学ߴ౳研究Ӄ 物࣭ʵ細๔౷߹システムڌ఺ ಛఆڌ఺।ڭत）

&4�J14ࡉ๔Λ༻͍ͨಈ෺࣮ݧ୅ସ๏։ൃ
（ྉ開発研究ॴ ্੮研究員ࡐ会社 先端ࣜג༑化学ॅ） Ұ ޾ ౻ ࡈ

ୈ2ճ
2017年11݄15日

ʮ細๔ʯ

ঢ়ͱ՝୊ݱϞσϧ։ൃのث๔૊৫ධՁσバイスのͨΊのଁࡉ
দ ࡚ య ໻ （大阪大学大学Ӄ 工学研究Պ Ԡ用化学ઐ߈ ।ڭत）
ํ͑ߟର͢Δʹ֨ن๔ࡉΊΒΕΔٻੜҩྍɺ૑ༀͰ࠶
ҏ ౻ ݭ ٷ （産業技術総߹研究ॴ 生໋工学ྖҬ૑ༀج൫研究෦໳ װ細๔工学研究グループ 研究グループ௕）

ώト̸̨̥ ๔の૑ༀར༻ΛՃ଎͢Δ̡ࡉ ̨̞ϝσΟΤンスࣾのऔΓ૊Έ
Ҫ ্ ༟ ষ （ࣜג会社L4*ϝディエンス ૑ༀࢧԉ事業本෦ 先端事業推進෦ ෦௕）

ୈ�ճ
2017年11݄2�日

ʮܭଌ・検出ʯ

๔ɾ૊৫ɾଁࡉ ղੳσバイスͱԠ༻ల։ࢠೳの෼ػث
ຽ ୩ ӫ Ұ （大阪大学大学Ӄ 工学研究Պ ਫ਼ີ機ց・Ԡ用物理学ઐ߈ ナϊバイオྖҬ ڭत）
ແඪࣝࡉ๔෼ੳɿϥϚン෼ޫイϝーδンάの׆༻
（तڭ। ߈大阪大学大学Ӄ 工学研究Պ Ԡ用物理学ઐ） ণ ࠀ ా ౻

ଟ఺ฏ໘ిۃΛ༻͍ͨࡉ๔૊৫のػೳੑධՁ
Լ ໺  　݈ （ύナソニックࣜג会社 先端研究本෦ 研究企ը෦ ओװ）

ୈ4ճ
201�年�݄�0日

ʮਓ体組織デバイス
開発に͓͚る
՝୊とニーズʯ

৽نԽ߹෺のώトମ಺ಈଶ༧ଌのݱঢ়ͱ՝୊
ೇ ݪ ༸ ೭ （౦ژ大学大学Ӄ ༀ学ܥ研究Պ ෼子ༀ物動ଶ学ڭ ࣨڭत）
ҩༀ඼のڀݚ։ൃʹ͓͚Δਓମ૊৫σバイス΁のظ଴ɹʙւ֎ͰのઌྫࣄߦΛߟࢀʹʙ
੺ Ӌ ོ จ （װ細๔ධՁج൫技術研究組߹ 技術෦ ୲౰෦௕）

ൽෘΛඪతͱͨ͠Խহ඼ɾҩༀ඼։ൃʹ͓͚ΔഓཆϞσϧൽෘのݱঢ়ͱޙࠓ
Ҫ্ ਈଠ࿠ （ذෞༀՊ大学 ߳হ品݈߁学講࠲ ಛ೚ڭत）

ୈ5ճ
201�年10݄�日

ʮਓ体組織デバイスの
開発に͓͚る

ϨΪュϨーションの
現ঢ়とޙࠓʯ

੡඼の଄जᙾੑのධՁ๏の։ൃ޻๔Ճࡉ
ཅ 治 （国立医ༀ品食品Ӵ生研究ॴ 再生・細๔医療੡品෦ ෦௕） ౻ ࠤ
ঢ়ݱඪ४Խのࡍࠃͼͦのଌఆʹؔ͢Δٴ๔ಛੑࡉ
ҏ ౻ ݭ ٷ （国立研究開発法ਓ産業技術総߹研究ॴ 生໋工学ྖҬ ૑ༀج൫研究෦໳ װ細๔工学研究グループ 研究グループ௕）

ಈ෺Λ༻͍ͳ͍৽ͨͳ҆શੑධՁݧࢼ๏のಈ޲ͱ՝୊
小 ౡ  　ഹ （国立医ༀ品食品Ӵ生研究ॴ ҆全性生物ࢼ験研究センター ҆全性予ଌධՁ෦ ୈೋࣨ ࣨ௕）

ୈ6ճ
201�年12݄14日

ʮଁثϞデルの現ঢ়とޙࠓʯ

ਛଁオϧΨϊイυの૑ༀར༻΁のՄೳੑͱ՝୊ݩ࣍�
∁ ཬ　  実 （理化学研究ॴ 生໋機能Պ学研究センター ώト׭ث形成研究チーム チームリーダー）
ώトJ14ࡉ๔Λ༻͍ͨখ௎Ϟσϧのߏஙͱͦのར༻ʹ͍ͭͯ
দ Ӭ ຽ ल （໊ݹ԰ࢢ立大学大学Ӄ ༀ学研究Պ ྟচༀ学෼໺ ༀ学෦ ྟচༀ学ڭҭ研究センター ڭत）

த਻૑ༀʹ͓͍ͯώト݂ӷ೴ؔ໳Ϟσϧʹظ଴͞ΕΔ໾ׂͱͦの։ൃঢ়گ
߱ ഼ ஌ າ （ઍ༿大学大学Ӄ 医学研究Ӄ 中֩研究෦໳ ٵݺ・॥؀治療学研究講࠲ ॿڭ）

ୈ7ճ
2019年�݄6日

ʮマイクϩ流࿏ٴͼपล技術ʯ

ϞσϨーλー
ُҪ ݠҰ࿠ （ژ౎大学ߴ౳研究Ӄ 物࣭ʵ細๔౷߹システムڌ఺ ।ڭत）
ࣗ཯ਆܥܦのߏ࠶ஙʹ͚ͨ޲ਆܦ༠ಋɾഓཆٕज़の։ൃ
（൫研究෦໳ ओ೚研究員ج産業技術総߹研究ॴ 生໋工学ྖҬ ૑ༀ） ࡾ ༞ ࢁ ∁

ϓϥοトϑΥーϜの։ൃݧ๔մΛ༻͍ͨ૑ༀ࣮ࡉ
஑ ಺ ਅ ࢤ （౦ژ大学大学Ӄ ৘報理工学ܥ研究Պ システム৘報学ઐ߈ 生体医用マイクϩシステム講࠲ 講ࢣ）

ୈ�ճ
2019年10݄1�日

ʮ細๔ഓཆٴͼपล技術ʯ

ϞσϨーλーɹʗɹオϧΨϊイυഓཆٕज़のಈ޲
∁ ཬ　  実 （理化学研究ॴ 生໋機能Պ学研究センター ώト׭ث形成研究チーム チームリーダー）
ൽෘܗ׭ث੒ʹ͓͚Δࡉ๔֎ڥ؀の໾ׂ
（生体໛฿システム理研നඑ研究チーム チームリーダーݪ理化学研究ॴ 開୓研究本෦ ഡ） ༟ 展 ݪ ౻

ϞδϡーϧثଁܕνοϓʹΑΔಈ෺࣮ݧ୅ସ๏のߏங
ഡ ݪ ক ໵ （理化学研究ॴ 開୓研究本෦ ഡݪ生体໛฿システム理研നඑ研究チーム チームリーダー）

ୈ9ճ
2019年12݄16日

ʮセンシングٴͼपล技術ʯ

ϞσϨーλー
౻ ా ૱ ࢙ （産業技術総߹研究ॴ 先端フォトニクスバイオセンシング0*L ෭ラボ௕）
༠ಋϥϚンࢄཚݦඍ๏ʹΑΔ振ಈ෼ޫイϝーδンάͱͦのԠ༻
小 関 ହ ೭ （౦ژ大学大学Ӄ 工学ܥ研究Պ ిܥؾ工学ઐ߈ ।ڭत）

ޫͰಡΈղ͘ੜ໋׆ಈʵ෼͔ࢠΒݸମ·Ͱ
୩　  ஌ ݾ （産業技術総߹研究ॴ バイオϝディカル研究෦໳ ओ೚研究員）

ʮ再生医療ٕज़Λ׆༻͠ ͨಈ෺࣮ݧ୅ସ๏ʯݕ౼ձ
ʢۙہۀ࢈ࡁܦـओ࠵ɺۙ ʣ࠵ڞόΠΦـ

　生物͕࣋ͭ物࣭生産能ྗをਓ工的に࠷大ݶҾ͖出した細๔lスマートセルzをར用した΋のͮ Γ͘は੡଄プϩセスのൈ本վ
ֵにͭな͕る可能性͕あるɻスマートセルインダストリーの実現に͚޲た中小・ベンチャー企業にରする஌ࡒઓུࢧԉ事業を
推進している近畿経済産業局との共࠵で、関西スマートセルフォーラムを開࠵したɻ（201�年౓～2020年౓）

ؔ੢スϚーτηϧϑΥーϥϜ�ʢۙہۀ࢈ࡁܦـとͷڞಉओ࠵ʣ

ʲ૯࿦ʳ
バイオエコϊミーの実現に͚޲た国際動޲とզ͕国の取組
バイオエコϊミーを加଎するスマートセルインダストリー～技術開発・産業の動޲～
スマートセルインダストリー実現のための技術開発（/&%0スマートセルプϩジΣクト）

遺伝子組׵え生物に܎る法ن制の動޲にͭいて
関西スマートセルフォーラム̎ ̌̍ の̔ͶΒい

্�ଜ�ণ�ത （経済産業ল ঎຿৘報੓策局 ঎຿・サービスグループ 生物化学産業՝௕）
近�౻�ত�඙ （ਆށ大学 大学ӃՊ学技術イϊベーション研究Պ ڭत）
ྛ�ஐ�Ղࢠ� （国立研究開発法ਓ新エネルΪー・産業技術総߹開発機ࡐ （%0&/）ߏྉ・ナϊテクϊϩジー෦
　　　　　  ओࠪ プϩジΣクトマネージャー）　
দ�ඌൣ�߁� （ಠ立ߦ੓法ਓ੡品ධՁ技術ج൫機（&5*/）ߏ バイオテクϊϩジーセンター ҆全৹ࠪࣨ ࣨ௕）
଍�立�ޫ�੖（近畿経済産業局 ஍Ҭ経済෦ バイオ・医療機ث技術振興՝ ՝௕）

ʲスϚートηϧΛΊ͙Δ࠷৽ٕज़ಈ޲ʳ
২物・࡞物に͓͚るήϊムฤूの現ঢ়と展๬　～ジャΨイϞ研究をྫにして
ܲཛバイオリアクター　～ʮ金のཛʯにΑる組׵え୿ന࣭生産技術～
২物のಛҟ的スマートセルとͦの制ޚઓུ
スマートセル技術のԠ用事ྫ　～২物組織ഓཆにΑる活性型ビタミン%ޮߴ�཰生産の研究～
ʲ஌ࡒઓུʳ
ήϊムฤू技術に͓͚る஌ࡒઓུ

ʲベンチャー企業の技術シーズ঺հʳ
動物細๔൛スマートセルの開発
～新ن細๔थ立・ਓ工છ৭体ベクターにΑる物࣭生産の可能性～

ଜ�த�ढ़࠸��（大阪大学 大学Ӄ工学研究Պ 生໋先端工学ઐڭ ߈त）
େ�ੴ��ɹ܄�（産業技術総߹研究ॴ バイオϝディカル研究෦໳ 先端ήϊムデβイン研究グループ 研究グループ௕）
໼�࡚�Ұ�࢙ （ژ౎大学 生ଘݍ研究ॴ ৿ྛݍ遺伝子౷ޚ෼໺ ڭत）
ਫ�୩�ರ�࢘ （ࣜג会社஛中工຿ళ 技術研究ॴ 研究コーディネート෦ 連携推進グループ௕）

ळݩ���ɹߒ （஌的ࡒ産ઓུネットワークࣜג会社 代表取క役社௕）

෱�Ԭ�ಓ�ެ （ࣜג会社cISoNocFntFS ઐ຿取క役）　　　࣏�ݯ�ঘٱ� （研究開発෦ ෦௕）

ʲスϚートηϧΛΊ͙Δ࠷৽ٕज़ಈ޲ʳ
スマートセル૑੡を加଎する"*ج൫技術
スマートセル૑出プラットフォームのߏஙと実ূに͚޲て

߬ૉ変׵・ඍ生物変׵プϩセス開発の現ঢ়と展๬
デジタル・バイオエコϊミーの実現に͚޲て（バイオプラスチックをは͡めとして）
ʲ஌ࡒઓུʳ
スマートセルインダストリーに͓いてར用͞れる৘報とಛڐ
ʲϕンνϟーۀاのٕज़γーζ঺հʳ
113タンύク࣭をར用した細๔಺֩࡞ૢࢎ技術

෢�ాࢤ��௡ （ࣜג会社日立੡࡞ॴ 研究開発グループ 技ࢣ௕ ݉ ૅج研究センタ 日立ਆށラボ௕）
࿇�প�੣ٱ� （ਆށ大学先端バイオ工学研究センター センター௕
　　　　　　 ਆށ大学 大学ӃՊ学技術イϊベーション研究Պ ڭत）　
খ�઒��ɹॱ （ژ౎大学 大学Ӄ೶学研究Պ Ԡ用生໋Պ学ઐڭ ߈त）
ਫ�ແ��ɹব （ࡾඛέミカルࣜג会社 ԣ඿研究ॴ バイオ技術研究ࣨ௕）

઒�্ࢠ�ܡ� （ಛڐ事຿ॴイϊベンティア 代表）

ീ�໦�༞�հ （エディットフォースࣜג会社 研究開発෦໳ ෦௕）

ʲイントϩダΫγϣンʳ
国಺に͓͚るスマートセルの֓ཁ
ʲϕンνϟーۀاのٕज़γーζ঺հʳ
新نήϊムฤूπール：$3*413�$aT�
ήϊムฤूの社会実装を加଎する
ʲΞΧσϛΞのスϚートηϧؔ࿈࠷৽ٕज़ಈ޲ʳ
細๔಺で可ٯ的に形成する代ँ߬ૉू߹体z(�CoEZzௐઅ機ߏのղ໌とར用に͚޲て
ʲスϚートηϧインダストリーͱ஌త࢈ࡒʳ
スマートセルインダストリー関連技術のಛڐ出ئ動޲にͭいて

近�౻�ত�඙ （ਆށ大学 大学ӃՊ学技術イϊベーション研究Պ௕）

ਅ�Լ�஌�࢜ （$46ࣜג会社 Պ学技術ސ໰）
Ԟี�ܒ�ݪ� （プラチナバイオࣜג会社 代表取క役$&0）

（ڭ化学研究ࣨ ॿޚ発߬制 ߈Պ学研究Պ Ԡ用生໋Պ学ઐڥ大阪府立大学 大学Ӄ生໋؀） ࢠ��Ӝ�Նࡾ

ઍ�༿�௚ل� （ಛڐி ৹ࠪୈࡾ෦ 生໋工学 ৹ࠪ׭）

ʲイントϩダΫγϣンʳ
バイオઓུとスマートセルインダストリー੓策の動޲
ʲΞΧσϛΞのスϚートηϧؔ࿈࠷৽ٕज़ಈ޲ʳ
リンجࢎम০߬฼を活用した௿ڥ؀ෛՙ型༗Ձ金ଐճऩシステムの૑出
ʲۀاのスϚートηϧٕज़঺հʳ
ඍ生物͕生産するカネカ生෼ղ性ポリマー1)B)の実用化に͚޲て
ʲスϚートηϧインダストリーͱ஌త࢈ࡒʳ
スマートセルで΋ෛ͚てしまΘないための஌ࡒઓུ
～研究開発・企ըステージに͓͚る஌ࡒઓ ・ུポートフォリオの策ఆのॏཁ性を考える
ʲ؅಺のスϚートηϧٕज़঺հʳ
スマートセルにΑる༗用化学品の発߬生産の事業化を໨ࢦして
ඍ生物を用いたウϝௐຯഇӷ͔Βの༉ࢷ生産技術

（ࠤ経済産業ল 生物化学産業՝ ՝௕ิ） ʑ໦���ষࠤ

౦ɹ��խ�೭ （公立大学法ਓ大阪ࢢ立大学 大学Ӄ工学研究Պ 化学生物ܥઐ߈ 細๔工学研究ࣨ ڭत）

౻�໦�఩�໵ （ࣜג会社カネカ 3�B本෦3�Bテーマ推進ࣨ װ෦৬）

女�୩�߶ࢁ） ࢤ�本ಛڐ法཯事຿ॴ ത （࢜ༀ学）ʗ学 （࢜法学）ʗห理࢜）

ਗ਼�ਫ�խ�࢜ （マイクϩバイオフΝクトリーࣜג会社 代表取క役社௕）
த�ଜ��ɹҸ （࿨Վݝࢁ工業技術センター 食品開発෦ ओࠪ研究員）

ʲイントϩダΫγϣンʳ
ʰスマートセルインダストリー のɦ実現に͚޲て

関西のスマートセル技術ಛڐௐࠪの報告（޲܏と෼ੳ）
ʲγーζൃදʳ
スマートセル૑出に͚޲た生໋現৅の理ղと新نバイオπールの開発
ඍ生物の中਻代ँ経࿏フラックスを制ޚするための技術
ʲྫࣄ঺հʳ
Ϟϊͮ Γ͘の可能性を広げるスマートセルར用
でのタンύク࣭߹成サービスܥえカイコ・ແ細๔׵遺伝子組・ە߿
スマートセル技術を用いた 6naWailaClF .aEF "WailaClF の実現
バイオ̭ デジタル࣌代のඍ生物ར用ଅ進プラットフォーム
/&%0 スマートセルプϩジΣクトの成果ීٴと新たなプϩジΣクト展開にͭいて

近�౻�ত�඙ （ਆށ大学 大学ӃՊ学技術イϊベーション研究Պ௕ ݉
　　　　　　 Ұൠ社ஂ法ਓ先端バイオ工学推進機ߏ（0&B） 代表理事）
⁋ɹ��༤�հ （ࣜג会社ダンܭը研究ॴ 研究員）

（तڭ౎大学大学Ӄ ೶学研究Պ ।ژ） �Ұߒ�ా�ࠇ
（तڭ। ߈大阪大学大学Ӄ ৘報Պ学研究Պ バイオ৘報工学ઐ） �୩�٢�തށ

ঙ࢘�৴Ұ࿠ （ࣜג会社シンアート 代表取క役）
（)会社 大関総߹研究ॴ 総߹研究ॴ事業開発ࣜג大関） �೭ߒ�ా�ࢁ
ཱུɹྷ�ڿ�� （௕੉産業ࣜג会社 ナΨセ3�%センター センター௕）
（׭バイオテクϊϩジーセンター 参事 ߏ൫機ج੓法ਓ੡品ධՁ技術ߦಠ立） �೭׮��อٱ
ྛ�ஐ�Ղࢠ� （国立研究開発法ਓ 新エネルΪー・産業技術総߹開発機ߏ 	%0&/
 ྉ・ナϊテク ϊϩジー෦ࡐ 
　　　　　　 バイオエコϊミー推進ࣨ プϩジΣクトマネージャーʗओࠪ）
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　ಠ૑的なバイオ関連技術・੡品・サービスを事業化し、ى業Ո、また事業Ոとし
て経Ӧにᬏ進する先進的な中堅・中小企業、ベンチャー企業（大学発ベンチャー、
企業಺ベンチャーؚΉ）をର৅に、フジサンέイビジネスアイ͕ओ࠵する日本バ
イオベンチャー大賞のޙԉをߦい、2002年͔Β2009年まで近畿バイオインダ
ストリー振興会議賞としてベンチャー企業の表জをߦったɻ

೔ຊバイオベンνϟーେ৆

先
進
的
な
中
堅
・
中
小
企
業
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ー
企
業
の
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能
性
を
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る
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組
み

近畿バイオインダストリー振興会議賞

ୈ1ճ 2002年 �݄ 6日 ࣜג会ࣾ�ϑΝーϚϑーζ

ୈ2ճ 200�年 2݄ 5日 ࣜג会ࣾ�αンϧイɾインλーφγϣφϧ

ୈ�ճ 2004年 2݄ �日 ωオέϛΞࣜג�会ࣾ

ୈ4ճ 2005年 10݄ 19日 ࣜג会ࣾ�ϑΣχοΫスバイオ

ୈ5ճ 2007年 10݄ 1�日 Ξϧϒϥストࣜג�会ࣾ

ୈ6ճ 2009年 10݄ 21日 バイオ̎ 会ࣾࣜג̍�

ୈ10ճ 2017年 �݄ 2日 ΤίαイΫϧࣜג会ࣾ

日本バイオベンチャー大賞

ୈ1ճ 2002年 �݄ 6日 ΞンδΣス.(ࣜג�会ࣾ

ୈ2ճ 200�年 2݄ 5日 ࣜג会ࣾ�૯߹ҩՊֶڀݚॴ

ୈ�ճ 2004年 2݄ �日 ֘౰ۀاͳ͠

ୈ4ճ 2005年 10݄ 19日 ࣜג会ࣾ�δϟύンɾςΟογϡɾΤンδχΞリンά

ୈ5ճ 2007年 10݄ 1�日 ࣜג会ࣾ�ϗιΧϫคମٕज़ڀݚॴ

ୈ6ճ 2009年 10݄ 21日 ΫリンάϧϑΝーϚࣜג�会ࣾ

ୈ7ճ 2012年 2݄ 29日 ϓϨγδϣンɾγスςϜɾαイΤンスࣜג�会ࣾ�

ୈ�ճ 201�年 2݄ 7日 ϖϓνυリーϜࣜג�会ࣾ�

ୈ9ճ 2015年 2݄ 27日 ώϡーϚンɾϝλϘϩーϜɾςΫϊϩδーζࣜג�会ࣾ�

ୈ10ճ 2017年 �݄ 2日 αンバイオࣜג会ࣾ

˞ୈ7ճ、ୈ�ճ、ୈ9ճは近畿バイオインダストリー振興会議賞の設ఆなし
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　研究ऀの༗する技術シーズ（ૅج研究シーズ、産業化に݁ͼ͖ͭқいシーズ、ࢢ場性に՝୊を࢒
す技術シーズ౳）をධՁして、ͦ れͧれのஈ֊にあったࢦಋ・ॿݴをߦい、事業化・੡品化に͚޲た
ΑΓ༏れた技術シーズをҭ成・ݟい出すため、バイオ෼໺に଄ܮのਂいઐ໳஌ࣝを΋ったํʑにͦ
の研究開発のଅ進΍事業化の可能性にͭいて৹議していたͩ͘ネットワーク形成推進ҕ員会を設
立して事業化を推進したɻ

શ国バイオネットワークܗ成ۀࣄʢ+#"डୗʣ

ୈ1ճ ҕ員会

ਗ਼�ਫ�ᙛ�ঘ�（近畿バイオインダストリー振興会議 理事௕）
（तڭ 大阪府立大学大学Ӄ೶学生໋Պ学研究Պ）��Ҫ�基�෉ߥ
（तڭ 大阪大学大学Ӄༀ学研究Պ）�ٱ��ຊ�࿨ٶ
（会社 代表取క役ࣜגエンθルূ݊）��઒�৴�ٛࡉ
େ�Ҫ�ຬ�඙�（ࡾҪ物産ઓུ研究ॴバイオ センター௕）
（ԉ෦アυバイβーࢧ新産業ߏ法ਓ大阪産業振興機ஂࡒ）��๕ٱ��ຊڮ
（会社 研究ॴ෦௕ࣜג大日本੡ༀݩ）��Տɹ��හߥ
ా�ଜɹ��֨�（大阪Պ学技術センター技術・৘報振興෦ ෦௕）
ീ�ౡؽ��༞�（近畿経済産業局バイオインダストリー振興 ࣨ௕）
Ҫ�্ɹ��ྃ�（近畿バイオインダストリー振興会議 事຿局௕）
ԕࢁ��৳�次�（近畿バイオインダストリー振興会議 ઐ຿理事）

ҕ  員  ௕

ҕ 　   員

オϒβーバー

খ�ྛ�ত�༤�（大阪大学大学Ӄ工学研究Պ ڭत）

େ�ฏ�ণ޾��（近畿経済産業局）
খ�୩�७�ೋ�（近畿経済産業局）

200�年6݄11日発଍～200�年౓まで開࠵
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ւ֎とͷަྲྀ

　日本貿易振興会（JETRO）の支援事業として2001年に
ローカル・トウ・ローカル産業交流事業（ＬＬ事業）を受託し
た。地域経済の活性化を目的として、日本の地方企業と外国
の企業との国際ビジネス交流を支援して、双方の企業にメ
リットのある物、技術、経営ノウハウや資本の交流への発展
を目指し、近畿地域と英国スコットランド地域の医療・医療
福祉機器分野企業のビジネス交流を2003年まで計5回実
施した。

2010年にMOUを締結し、サスカチュワン、大阪双方でシンポジウム、企業や研
究機関の訪問などを行った。
　Ag-West Bio was established in 1989 and is supported through 
funding by the Ministry of Agriculture, Province of Saskatchewan and 
strives to be a catalyst for building a strong agricultural biotechnology 
cluster in Saskatchewan.

Local to Local 産業交流事業

カナダ・サスカチュワン州との連携

αεΧνϡϫϯभͱͷϚονϯά�
����೥�݄��೔ɹେࡕՊֶٕज़ηϯλʔ
【カナダ側機関】 Ag-West Bio, National Research Council Canada-NRC,

Prairie Tide Chemicals,  Star Produce Ltd., 
Bioliginal Food & Science Corp., Prairie Berries

【日本側機関】 不二製油(株) 、ロート製薬(株)、奈良先端科学技術大学院大学
����೥��݄��೔ɹେࡕՊֶٕज़ηϯλʔ
【カナダ側機関】 Ag-West Bio、カナダ領事
【日本側機関】 サントリーグローバルイノベーションセンター（株）、（株）カネカ、

ヤンマー（株）、第一工業製薬（株）
����೥��݄��೔ɹେࡕՊֶٕज़ηϯλʔ
【カナダ側機関】 Bioenterprise Corporation
【日本側機関】 （株）カネカ／近畿バイオ／長瀬産業（株）／江崎グリコ（株）／

サントリーグローバルイノベーションセンター（株）
����೥�݄��೔ɹۀا๚໰
【カナダ側機関】 PlantForm、Vive Crop
【日本側機関】 （株）カネカ、不二製油（株）　
2���೥�݄��೔ɹۀا๚໰
【カナダ側機関】 Ag-west Bio
【日本側機関】 日本戦略投資（株）、（株）カネカ

2007年12月  ７日　ソウル

2008年12月20日　神戸 （神戸大）

2009年11月  6日　ソウル

2010年11月  5日　京都 （月桂冠）

2011年  6月23日　慶州 （ＫＭＢ）

2012年10月25日　神戸 (生物工学会)

2013年  7月  4日　ピョンチャン (ＫＭＢ)

2014年  9月10日　札幌 (生物工学会)

2015年  6月25日　プサン（KMB）

第10回

第9回

第8回

第7回

第6回

第5回

第4回

第3回

第2回

第1回

2016年  9月29日　富山（生物工学会）

　2009年にMOUを締結し、オランダフードバレー訪問や会
員企業へのフードバレーの紹介などを行った。
　Core of the Dutch Food Valley is the interaction 
between research and business with the aim to 
enhance the innovation strength of the agrifood sector. 
Wageningen University and Research Centre, NIZO 
Food Research, TNO Quality of life, Rikilt Food Safety 
Institute and Plant Research International play a key 
role.

日韓バイオマス研究会

オランダフードバレーとの連携

KMB：The Korean Society for Microbiology and Biotechnology
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地球環境の持続・人口増加・脱石油・成熟社会での新価値の
創造などに対応するため、バイオマス資源や微生物・動物・植
物を有効に活用して、エネルギー・燃料・化成品・マテリアル・
高付加価値食品などを生産する上流から下流まで一貫した実
用化技術・商品開発の情報提供や支援、国の施策の情報提供
なども行った。幹事の先生方と密接に連携し、国プロの取得
や、会員企業の事業計画の企画立案に役立つ活動を行った。
企業会員と幹事の先生方との密接な連携を図った。

開催趣旨

ӡӦମ੍

����೥�݄࣌఺
会　　　長

幹　　　事

事　務　局

副　会　長

近 藤 昭 彦　（神戸大学 大学院工学研究科 教授）

初 代 会 長
二代目会長

新 名 惇 彦　（奈良先端科学技術大学院大学 副学長）
植 田 充 美　（京都大学大学院 教授）

田 丸  　浩　（三重大学 大学院生物資源学研究科 教授）

宇 山  　浩　（大阪大学 大学院工学研究科 応用化学専攻 教授）
明 石 欣 也　（鳥取大学 農学部 准教授）
片 倉 啓 雄　（関西大学 化学生命工学部 生命・生物工学科 教授）
福崎英一郎　（大阪大学 大学院工学研究科 生命先端工学専攻 教授）
片 岡 道 彦　（大阪府立大学 大学院生命環境科学研究科 教授）
赤 松 史 光　（大阪大学 大学院工学研究科 機械工学専攻 教授）

顧　　　問 新 名 惇 彦　（奈良先端科学技術大学院大学 名誉教授） 
植 田 充 美　（京都大学 大学院農学研究科 応用生命科学専攻 教授）
成　文　喜　（大韓民国 国民大学校 自然科学大学 生命ナノ化学科 教授）

NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議

ձڀݚバイオɾバイオϚεـۙ
����೥ʙ����೥

酵素電池、微生物電池の開発動向

木質バイオマスの微粉砕によるバイオエタノール製造技術

バイオプラスチック「ポリ乳酸」の最新動向と将来展望

木質バイオマスの水熱反応によるバイオリファイナリーの構築

アセトン・ブタノール発酵の温故知新

カネカ生分解性バイオポリマー

担子菌を用いたバイオマス利用の実用化に向けて

超音波二酸化チタン法とイオン液体を組み合わせた前処理

水のサステナビリティと低炭素企業を目指して

持続可能なバイオ燃料

藻類ボトリオコッカス　～未来の石油代替資源～

温室効果ガス排出量を対象としたバイオ燃料プロセスのLCA

ポリ乳酸及びL-乳酸の製造技術について

トータルソリューションとしてのバイオマス利活用

海藻利用と未来社会　～海藻バイオ燃料構想を含めて～

微生物オイル生産の可能性

生命の根源物質5-アミノレブリン酸

資源作物栽培によるバイオマス原料の安定供給とその利用

株式会社ファーストバイオスの木質バイオマス発電事業

大震災によってパラダイムシフトしたバイオマス利用位置づけ

新規バイオポリマー創出に向けた植物由来モノマー精密重合

樹脂触媒を用いた高品質バイオディーゼル燃料製造技術

水素化分解反応によるバイオマス由来ジオールの合成

バイオマスプラスチックの広がりと課題

バイオディーゼル副産物を原料としたバイオプラスチック製造

ブレークスルーを目指す、サラヤとバイオの取り組み

微生物育種工学におけるパラダイムシフト

ペーパースラッジをバイオエタノールの生産原料に

清酒酵母の遺伝的特性とエタノール発酵への利用

フラボノイドの代謝工学による青い花の開発と実用化

植物工場ユニット　agri-cube

木質バイオマスシンポジウム

木質バイオマスのエネルギー源としての重要性

木質バイオマスガス化発電

次世代バイオ固形燃料：バイオコークスの開発と展望

間伐材の有効利用に向けて

石炭焚火力発電所における木質ペレット混焼

住宅業界から見た国産材

森の流れに乗る　～新しい持続的社会へ向けて～

草本系バイオマスからのエタノール一貫生産技術開発

エタノール生産の今昔と関西化学機械製作の貢献

バイオマスからの高付加価値物質の検索とその応用

嫌気性微生物を活用したバイオマスからの有用物資生産

合成代謝経路によるC3,C4バイオアルコールの生産

（株）住化技術情報センター　　鍋島成泰

（独）産総研 中国バイオマス研究センター　　遠藤貴士

京都工芸繊維大学 繊維科学センター 特任教授　　望月政嗣

京都大学大学院 エネルギー科学研究科 教授　　坂　志朗

佐賀大学 農学部 生命機能科学課 准教授　　小林元太

（株）カネカ 研究開発本部 イノベーション企画部　　藤木哲也

信州大学 工学部 物質工学科 教授　　天野良彦

金澤大学 環日本海域環境研究センター 助教　　仁宮一章

サントリーホールディングス（株） エコ戦略部部長　　高屋雅光

(社)日本エネルギー学会副会長　　横山伸也

筑波大学大学院 生命環境科学研究科 教授　　渡邉信

（独）産総研 安全科学研究部門　　玄地　裕

武蔵野化学研究所　　谷口正明

九州工業大学 教授　　白井義人

能登谷応用藻類学研究所　能登谷正浩

（独）産総研 生物プロセス研究部門　　横地俊弘

SBIアラプロモ株式会社 取締役 CTO　　田中　徹

九州沖縄農業研究センター　　我有　満

（株）ファーストバイオス　　日下田伸

東京大学 農学部 教授　　鮫島正浩

名古屋大学大学院 工学研究科 准教授　　佐藤浩太郎

東北大学大学院 工学研究科 准教授　　北川尚美

東北大学大学院 工学研究科 教授　　富重圭一

ユニチカ（株） 中央研究所 研究開発グループ　　上田一恵

日立造船（株） エンジニアリング本部　　岸田央範

サラヤ（株） 代表取締役社長　　更家悠介

大阪大学大学院 工学研究科 教授　　原島　俊

静岡大学創造科学技術大学院 教授　　朴　龍　洙

（独）酒類総合研究所 研究企画知財部門　　下飯　仁

サントリーホールディングス（株） 植物科学研所長　　田中良和

大和ハウス工業株式会社 総合研究所 副所長　　吉村　守

（共催）五條市、生産技術振興協会アライアンス委員会　（後援）奈良県

奈良先端科学技術大学院大学 副学長　　新名惇彦

大阪大学大学院 教授　　赤松史光

近畿大学 教授　　井田民男

NPOエコデザインネットワーク　　大和泰隆

関西電力（株）　　山本哲生

大和ハウス工業（株） 総合研究所 副所長　　吉村　守

三重大学大学院 生物資源学研究科 教授　　舩岡正光

バイオエタノール革新技術研究組合　　三橋秀一

関西化学機械製作（株） 代表取締役社長　　野田秀夫

関西大学 化学生命工学部 准教授　　河原秀久

広島大学大学院 先端物質科学研究科 准教授　　中島田豊

九州大学大学院 農学研究院 准教授　　花井泰三

����೥

����೥

講 演 テ ー マ 講 演 者 （敬称略）
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バイオマスプラスチックの現状と将来展望

固体並行複発酵による廃棄物からエタノール生産とコスト分析

CBP発酵を中心とした統合プロセス開発

嫌気性細菌によるバイオリファイナリー研究開発

持続的社会と健やかな生活のための微生物機能開発

バイオ医薬品生産における動物細胞工学の現状

ナノで考えるスマートバイオデザイン

ガス化を利用したバイオマスからの燃料/ケミカルズ製造

ナノセルロースにおける最近の進展

夢の繊維素材”クモ糸”実用化への挑戦

バイオマスからの新規プラスチック生産戦略

麹菌酵素を活用したバイオマスからのバイオエタノール生産

バイオベース化学品の生産： バイオプロセスで化学品をつくる

バイオマス資源：セルロース複合材料としての展開

耐久製品用のバイオプラスチックの開発

大阪大学産学連携制度による植物由来バイオポリマーの開発

油糧植物ジャトロファ：育種、生産、利用に関する海外動向

木質バイオマスを用いたエネルギービジネスの経済性分析

大都市圏におけるバイオマスエネルギー利活用に関する考察

新規な実バイオマス前処理とその評価系構築

東南アジアバイオマス資源からの糖質生産技術開発と産業化への取組

アーバンアグリとバイオマス都市圏での展開とその支援システム構築

アフリカの農業・バイオマス生産に如何に貢献するか

アフリカアグリファンドの意義と展望

北アフリカ食薬資源の機能解析と有効利用

カラハリ砂漠食物資源とヤトロファ・バイオマス開発

新規人工生合成経路構築によるバイオプロパノールの発酵生産

微細藻類の代謝系解析に基づく次世代バイオ燃料生産への挑戦

イオン液体を用いたバイオリファイナリー

持続可能・低炭素社会実現に向けた珪藻利用システム（ダイアトム・ファクトリー）

バイオマス生産拡大を目指した不良土壌耐性植物の作出

ゼロから創製する新しい木質の開発

食の循環の健全化に向けた酵母の機能開拓

非可食バイオマスからのバイオ燃料・グリーン化学品生産

微生物による物質生産のための代謝デザインと細胞評価

バイオマス増産に向けた持続的な植物病害防除技術の開発

バイオマス資源を利用した高性能・高機能ポリマー素材の分子設計

耐熱化酢酸菌の耐熱化機構とその高温発酵への利用

未利用農業系廃棄物を原料としたバイオリファイナリー技術の事業化とその課題

航空業界におけるバイオ航空燃料利用に向けた動き

バイオベースポリマーの高性能化を目指して

光合成微細藻類ラン藻を用いた代謝制御機構の解析とプラスチック原料の生産

C1微生物で拓くメタノールエコノミー

セルロースナノファイバーの増粘剤への応用

大阪大学大学院 工学研究科 教授　　宇山　浩

関西大学 化学生命工学部 教授　　片倉啓雄

神戸大学大学院 工学研究科 教授　　近藤昭彦

三重大学大学院 生物資源学研究科 准教授　　田丸　浩

京都大学大学院 農学研究科 教授　　小川　順

徳島大学 ソシオテクノサイエンス研究部 教授　　大政健史

東北大学大学院 工学研究科 准教授　　梅津光央

（独）産総研 エネルギー技術研究部門　　小木知子

京都大学生存圏研究所 生物機能材料分野 教授　　矢野浩之

スパイバー株式会社 代表取締役社長　　関山和秀

理化学研究所 環境資源科学研究センター　　沼田圭司

月桂冠株式会社 総合研究所　　堤　浩子

京都学園大学 バイオ環境学部 教授　　清水　昌

神戸大学大学院 工学研究科 教授　　西野　孝

日本電気株式会社 スマートエネルギー研究所　　位地正年

大阪大学大学院 工学研究科 特任教授　　中澤慶久

鳥取大学 農学部 生物資源環境学科 准教授　　明石欣也

大阪大学 環境イノベーションセンター 特任助教　　木下裕介

大阪大学大学院 工学研究科 助教　　中塚記章

神戸大学大学院工学研究科　　荻野千秋

（独）国際農林水産業研究センター　　小杉昭彦

（一社）テラプロジェクト　　小林昭雄

近畿バイオインダストリー振興会議 理事長　　新名惇彦

つくばテクノロジーシード株式会社 代表取締役　　佐々木美樹

筑波大学 生命環境系 北アフリカ研究センター長 教授　　磯田博子

鳥取大学 農学部 准教授　　明石欣也

大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科 応用生命科学専攻 教授　　片岡道彦

神戸大学 自然科学系先端融合研究環 重点研究部 准教授　　蓮沼誠久

金沢大学 理工研究域 自然システム学系 教授　　高橋憲司

兵庫県立大学大学院 生命理学研究科 准教授　　菓子野康浩

石川県立大学 生物資源工学研究所 教授　　西澤直子

産業技術総合研究所 生物プロセス研究部門 主任研究員　　光田展隆

龍谷大学 法学部及び農学研究所 教授　　島　　純

（公財）地球環境産業技術研究機構バイオ研究グループ 主任研究員　　乾　将行

大阪大学 大学院情報科学研究科 教授　　清水　浩

岡山大学 大学院環境生命科学研究科（農学系） 准教授　　能年義輝

理化学研究所 環境資源科学研究センター バイオマス工学連携部門バイオプラスチック研究チーム チームリーダー　　阿部英喜

山口大学 農学部 教授（特命）中高温微生物研究センター長　　松下一信

エコバイオフル株式会社 代表取締役　　吉井淳治

全日本空輸株式会社 総務・CSR推進部 CSR推進チーム　　久野正雄

東京大学 大学院農学生命科学研究科 教授　　岩田忠久

明治大学 農学部 農芸化学科 専任講師　　小山内崇

京都大学 大学院農学研究科 応用生命科学専攻 准教授　　由里本博也

第一工業製薬株式会社 事業本部 機能化学品事業部 機能化学品研究所 合成研究第一グループ 課長　　神野和人
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グリコの糖質酵素の開発とバイオ素材

植物資源からのバイオポリエステル発酵生産

ゲノム新時代の重イオンビーム育種技術開発

セルロースナノファイバーの調製と新規材料への展開

ここまで来た、ナノセルロース電子デバイス

酵母を宿主とした生分解性プラスチックの生産

電子の流れから探る生命進化と多様性

バイオポリエステル生産菌の代謝工学

バイオマスからの多様な化学品、燃料生産：現状と今後の展開

バクテリオナノファイバー AtaAによるバイオプロセスの革新

微生物制御の新たな展開 ～個から集団まで～

インドネシアにおけるバイオリファイナリーの展望

国産リグニン資源を利用した新産業創出のとりくみ ～ＳＩＰリグニンの研究開発～

樹木細胞壁を工業規格へ ～ナノセルロース/リグノフェノール複合系の設計と誘導～

セルロースのナノファイバー化とナノ複合材料

様々なバイオマスからの水素、メタン発酵プロセスの開発

セルロースナノファイバー・ポリマーのナノコンポジットの成形加工～微細発泡成形と表面加飾～

バイオと触媒で作る基幹化成品

原形質流動速度の人工制御による植物バイオマス増産技術の開発

ナノセルロースの構造が決め手の触媒機能創発

非天然型ポリエステルの微生物合成・合成機構からポリマー物質まで

高温・酸性耐性紅藻シゾンの遺伝的改変法の開発とその産業利用に向けた試み

セルロースナノファイバーの製造と材料利用技術 ～基礎・応用・課題～

自己組織化細胞膜倣膜を用いた細胞信号伝達研究

バイオマスへ挑むドンキホーテとなって

木の国ニッポンの資源　セルロースナノファイバー

植物油脂を用いる屋根用塗料の開発と事業化

カニ殻由来の新素材キチンナノファイバーの実用化に向けた取り組み

セルロース系バイオプラスチックの開発、高機能性、特に、漆器調（漆ブラック）の高装飾性の実現

環境対応ポリウレタンの開発

三重県における木質発電の現状と小規模・分散型の木質バイオマス地域循環システムの重要性

植物科学とデータ科学を融合したバイオマス増産研究

ゲノム編集トマトの開発と社会実装に向けて

耐熱性酵素を用いたin vitro人工代謝系の構築 ～応用に向けた取り組みと課題～

光合成機能の改良と応用研究

気孔開度制御による植物の生育促進と乾燥耐性付与

バイオリファイナリー研究の経緯を振り返って

地球温暖化防止の切り札、植物バイオテクノロジー

東南アジアとの連携によるバイオリファイナリーの実現に向けて

種々バイオマスの有効活用および実用化の取り組み

地域活性のあり方と新エネルギーを考える

バイオマス有効活用を加速するスマートセルインダストリーの実現

江崎グリコ株式会社 健康科学研究所 素材グループ マネージャー　　大段光司

東京工業大学 大学院総合理工学研究科 物質科学創造専攻 准教授　　柘植丈治

理化学研究所 仁科加速器研究センター 応用研究開発室 室長　　阿部知子

東京大学 大学院農学生命科学研究科 生物材料科学専攻 准教授　　齋藤継之

大阪大学産業科学研究所 セルロースナノファイバー材料研究分野 准教授　　能木雅也

株式会社カネカ Ｒ＆Ｄ企画部 企画グループ 大阪大学 大学院工学研究科 カネカ基盤技術協働研究所 特任研究員　　松本圭司

理化学研究所 環境資源科学研究センター 生体機能触媒研究チーム チームリーダー　　中村龍平

東京工業大学 生命理工学院 教授　　福居俊昭

神戸大学 大学院 科学技術イノベーション研究科 教授 研究科長　　近藤昭彦

名古屋大学 大学院工学研究科 化学・生物工学専攻 教授　　堀　克敏

筑波大学 生命環境系 教授　　野村暢彦

神戸大学 大学院工学研究科 応用化学専攻 准教授　　荻野千秋

森林総合研究所 木材化学研究室長 兼 筑波大学 生命環境系 教授　　山田竜彦

三重大学 社会連携研究センター 特任教授　　舩岡正光

神戸大学 大学院工学研究科 応用化学専攻 教授　　西野　孝

広島大学 大学院先端物質化学研究科 分子生命機能科学専攻 教授　　中島田豊

京都大学 大学院工学研究科 化学工学専攻 教授　　大嶋正裕

株式会社ダイセル 研究開発本部 研究推進グループリーダー　　新井　隆

早稲田大学 先端生命医科学センター 教育・総合科学学術院 専任講師　　富永基樹

九州大学 大学院農学研究院 教授　　北岡卓也

北海道大学 大学院工学研究科 応用化学部門 生物工学分野 准教授　　松本謙一郎

国立遺伝学研究所 細胞遺伝研究系 共生細胞進化研究部門 教授　　宮城島進也

国立研究開発法人産業技術総合研究所 中国センター 機能化学研究部門 セルロース材料グループ グループ長　　遠藤貴士

北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 マテリアルサイエンス系 教授　　高木昌宏

京都大学 大学院農学研究科 応用生命科学専攻 京都バイオ計測センター 教授　　植田充美

京都大学生存圏研究所 生物機能材料分野 教授　　矢野浩之

水谷ペイント株式会社 専務取締役 技術部統括部長　　水谷　勉

鳥取大学 工学研究科 化学・生物応用工学専攻 准教授　　伊福伸介

日本電気株式会社 ＩｏＴデバイス研究所 主席研究員　　位地正年

三井化学株式会社 研究開発本部 合成化学品研究所 リサーチフェロー　　山崎　聡

三重大学 大学院生物資源学研究科 共生環境学専攻 教授　　坂本竜彦

理化学研究所 環境資源科学研究センター セルロース生産研究チーム チームリーダー　　持田恵一

筑波大学 生命環境系 教授 つくば機能植物イノベーション研究センター センター長　　江面　浩

大阪大学 大学院工学研究科 生命先端工学専攻 准教授　　本田孝祐

神戸大学 大学院人間発達環境学研究科 人間環境学専攻 准教授　　蘆田弘樹

名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所 教授　　木下俊則

前 神戸大学 学長 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 機構長　　福田秀樹

奈良先端科学技術大学院大学 名誉教授・特任教授 前 NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議 理事長　　新名惇彦

神戸大学 大学院工学研究科 教授　　荻野千秋

関西化学機械製作株式会社 Bio-energy株式会社 代表取締役社長　　野田秀夫

三重大学 大学院生物資源学研究科 教授　　田丸　浩

神戸大学 大学院科学技術イノベーション研究科 教授　　近藤昭彦
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ฏ成12年౓～ฏ成15年౓

ฏ成15年౓～ฏ成19年౓

ެత֫ۚࢿಘ

プϩジΣクト໊ 参ըϝンバー ฏ成12年 ฏ成1�年 ฏ成14年 ฏ成15年 ฏ成16年

プϩジΣクト໊ 参ըϝンバー ฏ成15年 ฏ成16年 ฏ成17年 ฏ成1�年 ฏ成19年

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮߴ機能バイオリアクターにΑるバイオ೩ྉ生産に
関する研究ʯ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮߴ෼子アクチュエーターにΑるਓ工ے೑の開発ʯ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮ)7J�&にΑるޮߴ཰遺伝子機能ղੳシステムの
開発ʯ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮ߬ૉ法にΑる医ༀ中ؒ体の௿ෛՙ型生産技術
の開発ʯ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮࢎྗڧ化෼ղ܈ەにΑるϊンスラッジߴ଎ഉਫ
ॲ理システムの開発ʯ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮバイオマスӷ化物͔Βの生෼ղ性ポリウϨタン
थࢷの૑生ʯ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮ೴動຺ᚅ治療を໨的とした治療機ثとデバイス
の開発ʯ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮװ細๔表໘マーカータイピング装ஔの開発ʯ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮ新ن制࡞؞用を࣋ͭ/,4遺伝子治療用ベクター
のج൫技術の開発ʯ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮポストήϊムղੳ用マイクϩ)1L$の開発ʯ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮ新نリボン型デコイ֩ࢎの技術開発ʯ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮήϊム発現ղੳチップシステムの開発ʯ

ਆށ大学、関西化学機ց੡（ג）࡞ ଞ

（ಠ）産総研 ଞ

大阪大学、アンジΣス.( ଞ

ਆށ大学、Bio�FnFSHZ（ג） ଞ

ླ、౎大学ژ ໦産業（ג） ଞ

グリーンバイオ ଞ（ג）、౎大学ژ

ଞ （ג）౎大学、৊෵化学工業ژ

Ϣービーエム ଞ（ג）、౎大学ژ

大阪大学、クリングルフΝーマ（ג） ଞ

౎Ϟϊテック ଞژ（ג）、౎大学ژ

大阪大学、（ג）ジーンデβイン ଞ

（ಠ）産総研、（ג）アクシアバイオサイエンス ଞ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮバイオマス͔Βのポリ%Lೕݪࢎྉのলエネ型੡
଄技術の開発ʯ

ਆށ大学、Bio�FnFSHZ（ג）、
バイオリーダースジャύン（ג）

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮバイオ医ༀデβイン用のߴਫ਼౓生体ߴ෼子機
能予ଌシステムの開発ʯ

大阪大学、ジΣϊミディア（ג）、
アンジΣス.(（ג）

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮコンビバイオにΑるプϩテオーム૑ༀシステムの
開発ʯ

大阪大学、（ג）バイオリーダースジャύン、
Bio�FnFSHZ（ג）

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮ未ར用ഇغ物・大ࠜ༿͔Βのෆౚタンύク࣭੡
଄ٴͼͦのԠ用開発ʯ

関西大学、（༗）ビック・ワールυ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮポストήϊムղੳを؆ศにする生体ࢼྉਫ਼ີ෼
ըΩットの開発ʯ

౎Ϟϊテックژ（ג）、౎大学ژ

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮଟ用్ద߹型ਓ工֩ࢎB/"の大ྔ੡଄システ
ムの開発ʯ

έミカルソフト開発（ג）、ジーンデβイン（ג）
研究ॴ、（ג）ژ౎Ϟϊテック、（ג）౬ࢁ੡࡞
ॴ、大阪大学

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮリサイクルᖤࡐと২物をར用したߴ౓ഉਫॲ理
システムの開発ʯ

、（ג）設工業ݐ総߹テクϊス、લాڥ؀（ג）
ಸྑ先端大、大阪大学

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮポリЍグルタミンࢎを用いたߴ機能ϋイυϩήル
ྉの開発ʯࡐ

ジΣϊラック（ג）、%"（ג）、（ג）1ϝυϨックス、
国立॥ث؀病センター、大阪大学、ཾ ୩大学

ฏ成19年౓～ฏ成22年౓

ฏ成20年౓～ฏ成24年౓

ฏ成2�年౓～ฏ成27年౓

プϩジΣクト໊ 参ըϝンバー ฏ成19年 ฏ成20年 ฏ成21年 ฏ成22年 ฏ成2�年

プϩジΣクト໊ 参ըϝンバー ฏ成20年 ฏ成21年 ฏ成22年 ฏ成2�年 ฏ成24年

プϩジΣクト໊ 参ըϝンバー ฏ成2�年 ฏ成24年 ฏ成25年 ฏ成26年 ฏ成27年

஍Ҭ新生コンソーシアム研究開発事業
ʮ新ࢎ֩ن医ༀ4."1デコイの医ༀ品ݪ体として
の開発ʯ

ϗソカワค体技術研（ג）、ジーンデβイン（ג）
究ॴ、大阪大学、৿ϊٶ医療大学、

ઓུ的ج൫技術ߴ౓化ࢧԉ事業（サポイン）
ʮ௒ਫ਼ີマイクϩ成形にରԠしたඍ細金型に܎Θ
る技術開発ʯ

、（ג）ライトニックス、ナルックス（ג）
日本έミカルリサーチ（ג）、௕Ԭ技術Պ学大学

஍Ҭイϊベーション૑出研究開発事業
ʮ新ࢎ֩نϋイϒリッυ4."1デコイの医ༀ品ݪ体
としての開発ʯ

、（ג）).ジーンデβイン、アンジΣス（ג）
ϗソカワค体技術研究ॴ、大阪大学（ג）

஍Ҭイϊベーション૑出研究開発事業
ʮ༉ࢷ༝来෭生物͔Βのߴ機能έミカルの開発ʯ

Bio�FnFSHZ（ג）、関西化学機ց੡（ג）࡞、
バイオベース（ג）、ダイセル化学工業（ג）、
大関（ג）、大阪大学、ਆށ大学

ઓུ的ج൫技術ߴ౓化ࢧԉ事業（サポイン）
ʮ২物༝来थࢷの݁থ化଎౓をૣめる২物༝来
ఴ加ࡎの研究開発ʯ

バイオベース（ג）Bio�FnFSHZ（ג）、関西化学
機ց੡（ג）࡞、大阪大学

஍Ҭイϊベーション૑出研究開発事業
ʮ২物の再生機能༝来の機能性ϖプチυをར用し
た医療用品の開発ʯ

アンジΣス.(（ג）、৿Լਔ୮（ג）、大阪大学

ઓུ的ج൫技術ߴ౓化ࢧԉ事業（サポイン）
ʮ治療ޮ果のߴい新نバイオ医ༀのૣظ実現化
に͚޲たプϩセスの研究開発ʯ

ジΣϊミディア（ג）、（ג）54%、
アϝフϨックス、（ಠ）産総研、大阪大学（ג）

/&%0新エネルΪー技術研究開発事業
ʮセルϩースエタϊールޮߴ཰੡଄のための॥؀
ௐ࿨型౷߹プϩセス開発ʯ

஍Ҭイϊベーション૑出研究開発事業
ʮଟ༷なײછ঱にదԠで͖るデβインタンύク࣭
医ༀݪ体の研究開発ʯ

ઓུ的ج൫技術ߴ౓化ࢧԉ事業（サポイン）
ʮෳ߹化थࢷബບଟ૚形成技術を用いたਝ଎ߴ・ ޮ཰なバイ
オマーカーߏ଄を実現する௿ϊイズߴ・ ண性チップの開発ʯٵ

Թஆ化ର策技術開発౳事業ٿল・஍ڥ؀
ʮバイオエタϊール生産のためのলエネ௿コストݻ
体連ଓฒߦෳ発߬技術開発ʯ

஍Ҭイϊベーション૑出研究開発事業
ʮؚ֩ࢎ༗̡̥ ̜̖ ナϊཻ子技術を用いた経4%%ޱ
੡ࡎの研究開発ʯ

஍Ҭイϊベーション૑出研究開発事業
ʮビフィズス͕ە産生する新نଟ౶をར用した߅
Ԍ঱化হ品の開発ʯ

՝୊ղܾ型医療機ثの開発・վྑに͚޲た病Ӄ・企業
ؒの連携ࢧԉ事業

ʮײછ໰୊ղܾのための᧘ᚃ用医療機ثの開発・վྑʯ

ਆށ大学、ژ౎大学、大阪大学、౦๺大学、໊ 、԰大学ݹ
ૣҴా大学、サントリー（ג）、݄ 、（ג）࡞関西化学機ց੡、（ג）ףܡ
Bio�FnFSHZ（ג）、ࣛ ౡݐ設、๛ా中ԝ研究ॴ

、ϝυϨックス（ג）、ジΣϊラックBL（ג）
医Պ大学ݿ౎大学、ฌژ

۝भ大学、プϩトセラ（ג）

関西大学、関西化学機ց੡（ג）࡞、ळాߴઐ

ϗソカワミクϩン（ג）、アンジΣス.(（ג）、
৿Լਔ୮（ג）、大阪大学、Ѫ஌学Ӄ大学

৿Լਔ୮（ג）、大阪府大、ژ౎大学、๺ཬ大学

アンジΣス.(（ג）、৿Լਔ୮（ג）、大阪大学

ઓུ的ج൫技術ߴ౓化ࢧԉ事業	サポイン）
ʮ血ӷ中༡཭ࢷ๱ࢎ（Ni3/"）を用いた؞਍அの
ための֩ࢎந出Ωットの開発ʯ

、౎府立医Պ大学ژ、化成᷂ߐਂ
アワジΣニック（ג）

ઓུ的ج൫技術ߴ౓化ࢧԉ事業（サポイン）
ʮ未ར用バイオマス͔Βの%�ೕࢎのޮߴ཰生産
の開発とथࢷ੡଄΁の展開ʯ

Bio�FnFSHZ（ג）、大阪大学

ฏ成̎̏ 年౓ୈ̏次ิਖ਼予ࢉઓུ的ج൫技術ߴ
౓化ࢧԉ事業（サポイン）

ʮ再生医療౳に用いるޮߴ཰な大型のೈࠎ組織
を形成する細๔ഓཆシステムの開発ʯ

、会社 ジΣイテック、産業技術総߹研究ॴࣜג
国立大学法ਓ大阪大学

ฏ成̎̑ 年౓՝୊ղܾ型医療機ث౳開発事業
ʮख術ࣨ಺でリンύઅ͕ΜసҠのਝ଎਍அを可能
にする਍அࢧԉシステムの開発ʯ

大成化工ࣜג会社、ژ౎府立医Պ大学、
ウシオి機ࣜג会社
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年　表 年　表

೥ද

19
19

2020

20

20
20

2019　大阪府のライフサイエンス事業化推進事業をॳめて受託
201�　関西スマートセルフォーラム開࠵（近経局と共同ओ࠵）
2017　再生医療技術を活用した動物実験代替法検討会開࠵
2016　バイオの次世代を考える会発଍、ୈ̒代ా中ོ治理事௕ब೚
2015　�0प年記念事業の開࠵、事຿ॴҠస
2014　関西ライフサイエンス・リーディングサイエンティストセミナー開࢝
201�　会場参加型トークセミナー開࢝
2012　ୈ5代：新໊ಯ඙理事௕ब೚
2011　関西バイオビジネスマッチング開࠵
2010　関西஍Ҭ݈߁௕ण関連産業活性化ڠ議会参ը

2009　関西バイオベンチャー企業Ұཡ࡞成
200�　新エネルΪー技術開発事業受託
2007　事຿ॴҠస、ʮバイオマス研究会ʯ発଍
2006　ʮ食とӡ動の機能性に関する研究会ʯ発଍
2005　20प年記念࡭子࡞成
2004　ʮ関西バイオの未来を考える会ʯ発଍
200�　/10法ਓ化
2002　近畿産業クラスターܭը受託
2001　ʮ新春国際交流会ʯ発଍、ୈ4代：ਗ਼ਫᙛঘҕ員௕ब೚
2000　新ن成௕産業連携ࢧԉ事業受託

1999　ʮバイオ技術シーズ公開会ʯ発଍
1996　ୈ�代：ळ٢અҕ員௕ब೚
1995　ఆྫ研究会講演ʮ߬ૉのҥྉ用ચࡎ΁のԠ用ʯ
1994　ఆྫ研究会講演ʮ&10の研究開発にͭいてʯ
1992　会報インタビュー　ాࢁल໌ژ౎大ڭत
1991　会報インタビュー開࢝　߁ాࢁ೭ژ౎大ڭत
1990　ୈ2代：ઍാҰ࿠ҕ員௕ब೚

19�9　会報ୈ20߸研究࿩୊ʮ海༸バイオ研究ʯʮ生෼ղ性プラスチックʯ
19��　会報ୈ12߸研究࿩୊ʮ機能性食品研究会ʯ
19�7　会報ୈ9߸研究࿩୊ʮ೶業෼໺に͓͚る生物工学研究のԠ用ʯ
19�6　会報ୈ2߸研究࿩୊ʮ遺伝子工学の医学΁のԠ用ʯ
19�5　近畿バイオ設立�݄6日、ॳ代：ࢁଜ༤Ұҕ員௕ब೚

2025　BioFconoNZ )VC Japan2025開࠵
2024　バイオの次世代を考える会　再スタート
202�　バイオコミュニティ関西事業のҰ؀として、J45事業を受託
2022　バイオコミュニティ関西͕಺ֳ府͔Βೝఆ、ୈ7代߃ాࡔত理事௕ब೚
2021　バイオコミュニティ関西発଍
2020　ϗームϖージをリニューアル

2019　バイオઓུ2019（಺ֳ府）策ఆ
201�　国ओಋのʮバイオઓུ2019ʯ議࿦開࢝
2017　$3*413遺伝子ฤूのྟচԠ用͕本֨化
2016　ήϊムฤू食品の開発・研究͕本֨化
2015　機能性表ࣔ食品制౓施ߦ
2014　੺࡚༐、ఱ໺ߒϊーベル物理学賞受賞
201�　1.%"ウエスト開設、෋࢜ࢁ世ք遺産ొ࿥
中৳໻ϊーベル生理学・医学賞受賞ࢁ　2012
2011　౦日本大਒ࡂ、関西広Ҭ連߹設立
2010　ླ໦ষ、ࠜ ӳҰϊーベル化学賞受賞؛

（ݟ性5細๔の発ޚ制）ϊーベル生理学・医学賞受賞ࢯจࢤޱࡔ　2025
2024　ʮバイオ΋のͮ͘Γʯ推進と߹成生物学の事業化加଎
202�　"*૑ༀ・デジタルバイオ産業の୆಄
2022　੓府 ʮ͕バイオエコϊミーઓུ2022ʯվగ൛を公表
2021　N3/"・֩ ଎なԠ用֦大ٸ医ༀ技術のࢎ
2020　$07*%�19ύンデミックにΑΓN3/"ワクチン͕実用化

2009　事業࢓෼͚、産業クラスター実࣭ഇࢭ
200�　Լଜᡨϊーベル化学賞受賞
2007　リーマン・ショック
2006　ライϒυアショック、新興ࢢ場ג௿໎
ߦ法施ޢਓ৘報อݸ　2005
2004　大学法ਓ化、ௗインフルエンβ流ߦ
200�　日経ฏ7ۉ
607ԁ、ώトήϊムղಡྃ׬
2002　ా中ߞҰϊーベル化学賞受賞
2001　ニューϤーク同࣌ଟ発テϩ
2000　հޢอݥ制౓施ߦ

1999　&$౷Ұ௨՟Ϣーϩ஀生
199�　௕໺ౙقオリンピック
1997　஍ٿԹஆ化防ژࢭ౎会議　ژ౎議ఆॻ࠾୒
1996　0�157全国で発生、クϩーン༽υリー஀生
1995　阪ਆ୶࿏大਒ࡂ
1994　関西国際ۭߓ開ߓ
༌ೖٸۓにΑるถෆ଍でถ֐ྫྷ　�199
1992　౦海ಓ新װઢのͧみొ場
1991　ಛఆอݥ用食品制౓施ߦ
1990　バϒル่յ開࢝

19�9　日経ฏߴ࠷ۉ記࿥��
957ԁ
19��　ソウルオリンピック
19�7　རࠜ઒進ϊーベル生理学・医学賞受賞
19�6　உঁޏ用機会ۉ౳法施ߦ
19�5　ポリϝラーθ連࠯൓Ԡ（1$3法）発໌85

90

00

1010
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役員変遷
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近畿バイオの現体制図と事業

/10๏ਓۙـόΠΦΠϯμετϦʔৼڵձٞ
ମ੍ਤݱ

ۀɹɹࣄ

団 体 会 員

理 事 長

副理事長

常務理事

理　　事

準   会   員
会員総数

理事会

事務局

委 員 長 内 藤 裕 二 京都府立医科大学 大学院 教授
副委員長 栗 木  　隆 江崎グリコ（株） 取締役研究フェロー
委　　員 亀 井 淳 三 順天堂大学 特任教授
 田 岡 直 明 （株）カネカ
  アグリ・バイオ＆サプリメント研究所 所長
 芦 田  　均 武庫川女子大学
  教授／神戸大学 名誉教授
 青 井  　渉 京都府立大学 大学院 教授
 柴 田 浩 志 サントリーウエルネス（株）

近畿圏バイオ関係者との人的ネットワーク（約1,000人）
海外機関とのネットワーク（約50機関）

生活習慣病予防のための機能性食品開発に関する研究会

座　　長 青 木  　航 大阪大学 大学院工学研究科 教授
副 座 長 蓮 沼 誠 久 神戸大学
  先端バイオ工学研究センター 教授
 白 石 晃 將 京都大学 大学院農学研究科 助教
 菅 原 雄 一 塩野義製薬㈱ワクチン事業本部
メ ン バ ー 関 谷　  毅 大阪大学 産業科学研究所 教授
 三 浦 夏 子 大阪公立大学大学院 農学研究科 准教授
 山 崎 聖 司 大阪大学 産業科学研究所 准教授
 村 木 倫 子 大阪大学 経営企画オフィス 教授
 高 田　  啓 富山県立大学 工学部 生物工学科／

生物・医薬品工学研究センター 講師
 西藤 真太郎 近畿経済産業局 地域経済部 
  バイオ・医療機器技術振興課 課長補佐
 中 村 修 士 NTT西日本㈱ ビジネス営業本部 主査
 朝 見 陽 次 サントリーホールディングス㈱ 
  イノベーション企画部

バイオの次世代を考える会

委 員 長 髙 倉 伸 幸 大阪大学微生物病研究所 教授
副委員長 武 野  　團 あっと（株） 代表取締役
法人会員 10社 ／ 個人会員 3名  

毛細血管ラボ・社会実装コンソーシアム

重点的な取組み
〇バイオエコノミー視点の深化
　地球規模の社会課題（環境、食糧問題、資源循環、健康長寿
　など）に貢献できる技術・事業の推進
〇オープンイノベーションと異分野連携の強化
DX・AI等、異分野技術との融合推進と新たな価値を創出する
　プラットフォームとしての機能強化
〇地域基盤と国際ネットワークの融合
関西地域と海外との連携深化、技術交流・産業展開の道を拡大
〇人材育成と次世代支援
バイオの未来を担う若手・学生層、起業志向のある研究者などの
持続可能な人材循環の確立

120社 14社

坂 田 恒 昭

近 藤 昭 彦
安 東 範 之

田 岡 直 明

仲 尾 功 一
桝 富 直 哉

神戸大学 名誉教授 学長補佐
サントリーグローバルイノベーションセンター（株）
代表取締役社長
（株）カネカ 理事
アグリバイオリサーチセンター長
タカラバイオ（株） 取締役会長
田辺ファーマ（株） 創薬本部長

前 塩野義製薬（株）
シニアフェロー／大阪大学共創機構 特任教授

宇 山  　浩 大阪大学 大学院工学研究科

23名

専務理事
常務理事

シニアコーディネーター

村 山 宣 人
川 並 弘 子
国 松 武 史
櫻 井 有 里
高 田 清 文

サントリーホールディングス（株）
田辺ファーマ（株）
住友ファーマ（株）
塩野義製薬（株）

理事・事務局長
コーディネーター

事  務  員 2名

１ バイオ関連技術産業化支援事業
〇バイオコミュニティ関西
〇活動報告会
〇産学個別マッチング

2 バイオベンチャー支援事業
〇関西バイオビジネスマッチング2025
〇2025年度　ライフサイエンス海外ビジネス展開等支援事業（大阪府からの受託事業）
〇令和7年度　研究者と事業者のマッチングイベント業務委託（大阪府からの受託事業）
〇BioJapan2025共同出展
〇バイオベンチャーデータベース

3 研究会
〇生活習慣病予防のための機能性食品開発に関する研究会
〇毛細血管ラボ・社会実装コンソーシアム
〇バイオの次世代を考える会

4 セミナー・講演会
〇関西ライフサイエンス・リーディングサイエンティストセミナー

5 海外交流
〇新春国際交流会

6 その他
〇西宮市植物生産研究センター（受託業務）
〇メルマガ配信

2025年12月現在

（2025年度）

個 人 会 員 12名

1 役員変遷

任意団体 近畿バイオインダストリー振興会議

1985  3
委員長 副委員長 幹事長 事務局長

1986

1987  3

1988

1989

1990   6

1991

1992   6

1993   6

1994   6

1995

1996   6

1997

1998

1999

2000   6

2001   6

NPO 法人 近畿バイオインダストリー振興会議

2002  12 小林昭雄 小川裕策清水當尚 遠山伸次

2003   7 小林昭雄 田村　格清水當尚 大橋武久 遠山伸次 井上　了

2004   7 小林昭雄 田村　格清水當尚 大橋武久 遠山伸次新名惇彦 井上　了

2005   7 小林昭雄清水當尚 大橋武久 新名惇彦 長谷川淳三 井上　了

2006   7 小林昭雄清水當尚 大橋武久 遠山伸次新名惇彦 井上　了

2007   7 橋本昭栄清水當尚 大橋武久 遠山伸次新名惇彦 福田秀樹 井上　了

2008   7 橋本昭栄清水當尚 遠山伸次新名惇彦 福田秀樹谷　敍孝 井上　了

2009   7 清水當尚 遠山伸次新名惇彦谷　敍孝 福田秀樹 井上　了

2010   7 藤川茂昭清水當尚 遠山伸次新名惇彦谷　敍孝 福田秀樹 井上　了

2011   7 藤川茂昭清水當尚 遠山伸次新名惇彦谷　敍孝 福田秀樹 井上　了

2012   7 魚谷信夫藤川茂昭新名惇彦 山田正彦 井上　了 坂田恒昭

2013   7 魚谷信夫藤川茂昭新名惇彦 山田正彦 井上　了 坂田恒昭

2014   7 魚谷信夫新名惇彦 山田正彦 藤川茂昭 中尾正宏

2015   7 魚谷信夫

田中隆治

田中隆治

田中隆治

田中隆治

田中隆治

田中隆治

田中隆治

田中隆治

田中隆治

田中隆治

田中隆治

田中隆治

田中隆治新名惇彦 山田正彦

植田充美

植田充美

植田充美

植田充美 梅村　勲 中尾正宏

宇山　浩2016   7 松村俊彦田中隆治 山田正彦 梅村　勲 中尾正宏

宇山　浩2017   7 松村俊彦田中隆治 山田正彦 梅村　勲 中尾正宏

宇山　浩2018   7 松村俊彦田中隆治 山田正彦 梅村　勲 中尾正宏

宇山　浩2019   7 杉田尚久田中隆治 山田正彦 松村俊彦 中尾正宏

宇山　浩2020   7 国松武史田中隆治 満田　勝 高田清文 川並弘子

宇山　浩2021   7 国松武史

髙橋賢藏

髙橋賢藏

髙橋賢藏

髙橋賢藏

髙橋賢藏

髙橋賢藏田中隆治 満田　勝

坂田恒昭

坂田恒昭

坂田恒昭

坂田恒昭

坂田恒昭

坂田恒昭

坂田恒昭

坂田恒昭 高田清文 川並弘子

宇山　浩2022   7 国松武史坂田恒昭 田岡直明 高田清文 川並弘子

宇山　浩2023   7 国松武史坂田恒昭 田岡直明 仲尾功一 高田清文 川並弘子

宇山　浩2024   7 国松武史

柴田浩志

柴田浩志

柴田浩志坂田恒昭 田岡直明

縄野雅夫

縄野雅夫

縄野雅夫 仲尾功一 高田清文 川並弘子

宇山　浩2025   7 国松武史安東範之坂田恒昭 田岡直明

近藤昭彦

近藤昭彦

近藤昭彦

近藤昭彦

近藤昭彦

近藤昭彦

近藤昭彦

近藤昭彦

近藤昭彦

近藤昭彦 桝富直哉 仲尾功一 村山宣人 川並弘子

理事長 副理事長 専務理事 常務理事 事務局長

理事・事務局長

山村雄一
山村雄一
山村雄一
山村雄一
山村雄一

伊藤　健 城阪俊吉 福井三郎
伊藤　健 城阪俊吉 福井三郎
伊藤　健 城阪俊吉 福井三郎
伊藤　健 城阪俊吉 福井三郎
伊藤　健 城阪俊吉 福井三郎
岡田善雄 鳴海欽一 西澤吉彦
岡田善雄 鳴海欽一 西澤吉彦
岡田善雄 鳴海欽一 西澤吉彦
岡田善雄 鳴海欽一 西澤吉彦
岡田善雄 鳴海欽一 西澤吉彦
岡田善雄 鳴海欽一 西澤吉彦
岡田善雄 安部川佳司 新田恒治 五十川昌孝
岡田善雄 安部川佳司 新田恒治 五十川昌孝
岡田善雄 安部川佳司 新田恒治 五十川昌孝
岡田善雄 安部川佳司 新田恒治 五十川昌孝
岡田善雄 安部川佳司 新田恒治 五十川昌孝
岡田善雄 大橋武久 橋本忠夫

千畑一郎
千畑一郎
千畑一郎
千畑一郎
千畑一郎

千畑一郎
千畑一郎
千畑一郎
千畑一郎
千畑一郎
千畑一郎
秋吉　節
秋吉　節
秋吉　節
秋吉　節
秋吉　節

山地哲也

山田秀明
山田秀明
山田秀明
山田康之
山田康之
山田康之
新名惇彦
新名惇彦
新名惇彦
新名惇彦
新名惇彦

清水當尚 小林昭雄

井上雅資
井上雅資
河原田肇
河原田肇
柳生　勝
柳生　勝
田村　格
田村　格
田村　格
田村　格
遠山伸次
遠山伸次

新田浩夫
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会員リスト

2 ＮＰＯ法人近畿バイオインダストリー振興会議　2025年度　会員リスト
正会員：団体会員（120社）　2025年12月現在 （五十音順）

˔個人会員ʢ１２人ʣɹɹ˔準会員ʢ１４ 社ʣɹɹ˔海外機関ʢ約３０機関ʣ

機　関　名 機　関　名
（株）RDサポート　
（株）アールピーエム
（株）アイメックRD　
ACROBIOSYSTEMS JAPAN CO.,LTD.　
旭化成ライフサイエンス（株）　
アズワン（株）
あっと（株）
アンジェス（株）
EY新日本有限責任監査法人
（株）石本建築事務所
稲畑産業(株)
岩谷産業(株)
H.U.セルズ（株）
NTT西日本（株）
（一財）大阪科学技術センター
大阪ガス(株)　
大阪公立大学　研究推進課
（地独）大阪産業技術研究所
大阪商工会議所
（株）大阪ソーダ　
大阪バイオメディカル専門学校
大阪府
（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所
（地独）大阪府立病院機構
大塚製薬（株）
小野薬品工業（株）
オンキヨー（株）
片山化学工業（株）
（株）カネカ
川崎重工業（株）
環境衛生薬品（株）
関西医薬品協会　
関西化学機械製作(株)
（公社）関西経済連合会
共栄製茶（株）
京都府
（株）クボタ
（株）ＫＲＩ　　
（株）ケー・エー・シー
ケンブリッジコンサルタンツ（株）
（公財）神戸医療産業都市推進機構
神戸市
神戸天然物化学（株）
KookminBio Corporation（国民バイオ）
（国開）国立循環器病研究センター
(一財）彩都バイオヒルズクラブ
（株）サイト・ファクト
さつきアドバイザリー（株）
サラヤ（株）　　
（国開）産業技術総合研究所
サンスター（株）
サントリーグローバルイノベーションセンター(株)
シーエスクリエ（株）
（株）シーテック　
（株）SeedBank  
（株）ジーンデザイン
ＪＲ西日本不動産開発(株)　
ＪＣＲファーマ(株)　
塩野義製薬（株）
滋賀県　

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60

61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120

NPO法人資源リサイクルシステムセンター
シスメックス（株）
Synapto Ventures 
（株）島津製作所
（株）神鋼環境ソリューション
（公財）新産業創造研究機構
住友化学（株）
住友ファーマ（株）
摂南大学　
（株）セツロテック
双日（株）
ダイキン工業（株）
（株）ダイセル
タカラバイオ（株）　
（株）竹中工務店　
田辺ファーマ（株）
（公財）地球環境産業技術研究機構
（株）テーオーシー　
東京建物（株）
Tractus Asia 
奈良先端科学技術大学院大学
（株）ナレッジパレット
日本新薬(株)　
日本ベーリンガーインゲルハイム（株）
（株）日本政策投資銀行
（株）日本総合研究所
NEI　Northeast Indiana
ノーベルファーマ（株）
バーンズ＆ソーンバーグ法律事務所
Biocom California
バイオ・サイト・キャピタル（株）　
（一社）バイオビジネス創出研究会
（株）パソナ農援隊　
（株）バッカス・バイオイノベーション
パナソニックホールディングス（株）
阪急阪神ホールディングス（株）
BLA Regulatory 
税理士法人　日根野会計事務所
（株）ファーマフーズ　　
フォーネスライフ(株)　
福井県　
福岡県大阪事務所　
富士通Japan(株)　
富士フイルム和光純薬(株)
（株）FRONTEO
北海道大阪事務所
丸石製薬（株）
（株）ミーバイオ
（株）村田製作所　
森下仁丹（株）　　
八洲薬品（株）
山梨県大阪事務所
弁護士法人山本特許法律事務所
ヤンマーホールディングス（株）
Yokogawa Innovation Switzerland GmbH
（一社）ライフサイエンス・イノベーション・ネットワーク・ジャパン（LINK-J）
レナセラピューティクス（株）
ロート製薬（株）
（株）ワールドインテック
和歌山県

/10๏ਓۙـόΠΦΠϯμスτϦーৼڵձٞͷ໨తٴͼۀࣄ
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